

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。
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プロローグ









　その日、世界は死んだ。

　少なくとも僕──レオン・ブレイドブライトにとっては。

「母さん！　母さん！」

　僕は何度も自分の母親だったものに呼びかける。

　その肩かたや背中を揺ゆすってみるが、何の反応も返ってこない。

　当たり前だ。

　冷たい感かん触しよく。

　硬かたい感触。

　手の平を通して感じるのはそれだけ。

　石。

　石の肩。

　石の背中。

　石の体。

　石の──母さん。

　僕の母さんはその日、物言わぬ石になってしまった。

　母さんだけじゃない。

　隣となりの家のお婆ばあさんも。

　学校の友達も。

　近所のパン屋さんも。

　みんなみんな、石になった。

　そして、その多くは粉々になった。

　僕の町を襲おそった魔ま神じんたちの戦いに巻き込まれて。

　全部、全部、なくなってしまった。

　僕の世界を構成していたものは。

　何もかも石いし塊くれになった。

「ああ……ああ……」

　僕は上半身しか残っていない母さんに縋すがりつく。

　あの魔神の眼が光った時、母さんが庇かばってくれなければ、僕もきっと石になっていただろう。

　だけど、いっそ僕もみんなと同じように石になりたかった。

　こんな世界にたったひとりで残されるくらいなら。

「レオン！」

「！　父さんっ！」

　僕は父さんの声を聞き、反射的に顔を上げる。

　すると、そこには汗あせだくになった父さんの姿があった。

「レオン！　無事だったか！」

　父さんは僕を強く抱だき締しめてくれた。

　混乱する人波の中ではぐれて以来、ずっと僕たちを捜さがしていたらしい。

　それから石になった母さんを見て、父さんも泣いた。

　突つっ伏ぷして泣く父さんを見て、僕もまた泣いた。

　泣いて。

　泣いて。

　やがて、父さんから先に立ち上がった。

「レオン。立つんだ」

「……無理だよ」

「立つんだ。立たなけりゃいけない」

　父さんは厳しい声で繰くり返す。

「どうして？」

「俺たちがまだ生きているからだ」

「……」

　僕は父さんの顔を見上げた。

　日本人の父さんはいつも厳いかめしい表情で、見た目通り何事にも厳しい人で、正直僕は苦手だった。

　けれど、やさしい母さんはもういない。

　もう、いない。

「……」

　無理だ。

　無理だよ、父さん。

　僕には立てない。

　こんな絶望しか残ってないような世界で立ち上がるなんて。

　僕には無理だ。

　僕は、もう立ちたくない。

　この絶望の淵ふちから起き上がりたくない。

　もし、それすらも叶かなわないなら。

　いっそ……全すべてを忘れてしまいたい。







「……ぁ」

　目が覚める。

　今のは……夢？

　僕はボンヤリとしたまま、徐じよ々じよにまぶたを開ける。

　部屋の電気はつけっぱなしだった。

「……？」

　天てん井じように紙が貼はってある。

『机の上にある日記帳→メモ帳という順番で読め』

　紙には大きな字でそう書いてある。

　上半身を起こす。

　同じような張り紙が壁かべにも貼ってあった。

「……？」

　何だろう、これ？

　僕は何でこんな……メモ？

「……わっ!?」

　そこで僕は驚おどろきの声を上げる。

　ふと見下ろした自分の体が、あまりにも見慣れないものだったから。

　まず手の平がデカい。

　腕うでも長くなってる。

　脚あしも。

　身長がおかしなくらい伸のびている。

　そういえば、声もなんだかおかしい。

「？？？」

　顔を触さわってみる。

　自分の顔だ。

　けど、なんだか変だ。

　そもそも、ここはどこだ？

　見知らぬ部屋だ。

　僕の、家の、部屋じゃない。

　部屋を見回していると、僕は壁にかけられた鏡を見つけた。

　まるで借り物みたいな自分の手足を動かし、鏡の前へ向かう。

「これが……僕？」

　そこには僕が──見知らぬ僕がいた。

　まるで一気に歳としを取ってしまったような……。

「……」

　僕は机を見る。

　そこには丁てい寧ねいに並べられた日記帳と、メモ帳があった。

　あの張り紙の字は、確かに僕のだった。

　なら、少なくとも張り紙に書かれた内容は信じていいだろう。

　僕は微かすかに震ふるえる手で机の椅い子すを引く。

　そして、ゴクリとツバを吞のみ込み、恐おそる恐る日記帳を開いた。

　そこには、いろいろなことが書いてあった。

　僕が一日以上の記き憶おくを保てないこと。

　今が「僕」にとって十年後の世界であること。

　父さんが死んだこと。

　僕はこの島の学園に通っていること。

　日記帳には、僕の記憶にない十年間が記しるされていた。

　もちろん衝しよう撃げきを受けた。

　だが何よりも自分自身の記した記録だ……受け入れるほかない。

　今朝の夢は真実だった。

　母さんも……父さんも、もういない。

「……っ」

　母さんのことはもちろん、苦手だったはずの父さんもいないことを想おもい、僕はしばらく椅子に座ったまま泣いた。

　そうか……。

　僕はもう、独りぼっちなんだ。

「……」

　それからしばらくして、僕はノロノロとメモ帳の方に手を伸ばす。

　こちらには日々の生活の中で、気をつけるべき点が書かれていた。

　一番印象に残ったのはもちろん、ページの最初に書かれた父さんの言葉。

『情けは人の為ためならず』

　これは「僕」の記憶の中にも残ってる。

　父さんが好きだった言葉だ。

「うん……父さんの言う通りにするよ」

　僕はそこに書かれた言葉に向かって小さく頷うなずく。

　その言葉の向こうに父さんがいると思って。

　それからメモ帳を閉じようとして──挟はさんでいた写真がひらりと落ちてしまう。

　僕はかがんで写真を拾う。

　写っていたのは年上の、いや、今の僕と同じくらいの年とし頃ごろの男の子。

　写真の裏には『神しん仙ぜん雷らい火か』と名前が書かれていた。

　その名前の下に何か書かれている。

「………友達？」

　そう書かれている。

　ほかにも仲間とか、いろいろと書かれていた。

　けど、僕の心を惹ひいたのは最初の「友達」という単語だ。

　こんな僕にも、ちゃんと友達がいる。

　その事実がとても嬉うれしくて、安あん堵どする。

「……？」

　あれ、でも、何だろう？

　何か……彼のことで大事なことを忘れている気がする。

　たぶん、それは気がするではなく、実際に忘れているんだろうけれど。

　いったい何だろうか？

　頑がん張ばってみるが……やはり思い出せない。

　とても重要なことだった……ような気がするのだけど……。

　……

　……

　……
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　第二西区病院。集中治ち療りよう室しつ前。

　そこで俺は無力にも立ち尽つくしていた。

　ガラスの向こうの集中治療室では、ベッドにエミリーが寝ねかされている。

　エミリー──オシリスの器うつわにされていた少女。

　彼女は眠ねむっている。

　昨日からずっと。

　正体不明の神格適合者に心臓を抉えぐられてから、一度も目を覚ましていない。

「……」

　油断していた。

　戦せん闘とう直後の隙すきを狙ねらわれた。

　それは言い訳にならない。

　神話代理戦争は殺し合いのバトルロイヤル。

　オシリスを斃たおした直後とはいえ、気を抜ぬいたのは俺の失態だ。

　その結果、エミリーを護まもれなかった。

「……クソッ」

　もう何度目かも分からない悪態が口から漏もれる。

『──ウヒヒヒ、お前はいつも不ふ機き嫌げんだなライカ』

（バロール……）

『──まぁ、今回は実際してやられたな。敵も逃にがしちまったし』

（ああ……）

　敵はエミリーを斃したあと、突とつ如じよ発生した暴風とともに消えてしまった。

　追いかけるどころか、姿を確かめることすらできなかった。

『せっかく手に入れた手て駒ごまが即そくロストとはツイてない』

（……）

『──しかし、何であのクソガキは起きない？』

　今いま更さら、バロールはその疑問を口にする。

　復活の『レガリア』を持つオシリスは、死んだくらいでは死なない。

　それがなぜ、一度殺された程度で目覚めなくなってしまったのか？

（……推測になるが、オシリスの復活には条件がある）

『──条件？』

（エジプトでは死者の復活には肉体と魂たましいのふたつが不可欠とされている）

『──ほー、だが体の方はちゃんと復活したじゃねーか』

　バロールの言う通り、心臓を抉られたのち、エミリーの肉体は不ふ朽きゆう不ふ滅めつの神しん霊れい柩きゆうの中で復活していた。

　胸の下で、心臓もちゃんと脈打っている。

　なのに目覚めない。

　肉体自体に問題はない。

　つまり問題は魂の方だ。

（おそらくだが、あの敵はオシリスの魂を封ふう印いん、あるいは消しよう滅めつさせたんだろう）

『──なるほどな。魂を失ったせいで復活不全を起こしたってわけか』

（所しよ詮せんは推測だがな）

　敵がオシリスを仕留めた手段について断定するのはまだ早い。

　ただ彼女が起き上がる気配すら見せないのは厳然たる事実だ。

　朝方に彼女を病院に運び込んですでに十二時間超ちよう。

　これ以上、この場に留とどまるのは無意味だろう。

「……」

　立ち去る前に、もう一度ガラスの向こうを見る。

　エミリーは目を閉じ、安らかに眠っている。

　だがそれは醒さめない眠りだ。

　俺の所せ為いで。

　後こう悔かいが胸を突つき刺さす。

　足裏がリノリウムの床ゆかにへばりついたように重い。

　またそのまま動けなくなりそうだったが、無理やりそれを引き剝はがす。

　もうすぐ授業も終わる頃だ。

　いや、昨日あんなことがあって、今日は授業なんてあったのか？

　半日以上病院にこもっていたので分からない。

　ともかく、シャロ先せん輩ぱいたちと合流しないと……。

　俺は強引に集中治療室の前から離はなれようとして。

　と。

「あっ、おにーちゃーん！」

「天てん華か……！」

　制服姿の天華が手を振ふりながら廊ろう下かを小走りにこちらへやってくる。

　不意に現れた彼女の存在に、俺はつい身構えてしまう。

　なぜなら、天華はひとりで俺の許もとへ来た。

　つまり「友達」としてではなく。

　ゼウスとして──この場に現れたということだ。

「何の用だ？」

　俺は警けい戒かい心も剝むき出しに尋たずねる。

　ゼウスはニコッと笑って。

「まぁまぁ、まずは落ち着こうよ」

　そう言って、パチンと指を鳴らす。

　すると、周囲一帯から人が消えた。

　どうやらまた位相をズラしたらしい。

　俺はゼウスとふたりきりの空間に閉じ込められ、舌打ちする。

「で、何の用だ？」

「つれないなぁ」

　同じ質問を繰くり返す俺に、ゼウスは苦く笑しよう。

「まずはお喋しやべりとかしよーよ」

「断る」

「そう言わないでよー。カワイイ妹とたまには親交を温めたいと思わない？」

「言い直そう。キサマと雑談するのは不ふ愉ゆ快かいだ」

「ガーン、傷つく」

「ウソをつけ」

　俺は苛いら立だちのままに吐はき捨てる。

　だが、ゼウスは涼すずしい笑え顔がおのままで、

「オシリスを助けられなかった八つ当たり？」

　と、訊きいてきた。

「っ！　……」

　俺は口を噤つぐむ。

　指し摘てきされて、図星だと気づいた。

　するとまたゼウスは嗤わらい、

「カーワイイなーもー」

　と、背せ伸のびして俺の頭をグシャグシャと撫なでてきた。

「ヤメロッ！」

　俺は相手の手を振り払はらい、一歩後退する。

「えー、もっと撫でさせてよー」

「断る」

「あはっ、そういう意地っ張りなところもダメな子っぽくてカワイイ」

　ゼウスはニマニマと嗤い続ける。

「……ッ」

　湧わき上がった殺意をノドの奥で抑おさえる。

『──ダメな奴やつほどカワイイって言われてるぞ』

（改めて言うな。血管が切れそうになる）

『──ウヒヒヒ』

　バロールの癇かんに障さわる嗤いが脳内でこだまする。

　不快度が二倍に上がったが、何とか耐たえる。

「……用がないなら失うせろ」

「用ならあるに決まってるでしょー」

「なら、さっさと話せ」

「それじゃあ～、パンパカパーン、天華ちゃんからのお知らせコーナーです」

　本当に人の神経を逆さか撫なでするのが上う手まい奴だ。

　俺は眉み間けんにシワを寄せながら話を聞く。

「まずは臨時休校のお知らせでーす」

「臨時休校？」

「うん。ちょっと昨日は人が死に過ぎちゃったからさー」

「……！」

　無意識に目を逸そらしていた事実を告げられ、俺は硬こう直ちよくする。

　神しん冥めい裁さい判ばんを止められなかった時点で、相当な数の犠ぎ牲せい者しやを出してしまったのは理解していた。

　だが、まだその具体的な数字を俺は知らない。

　いや、確かめるのを先延ばしにしていた。

　しかし、もう逃げられない。

「昨日までで……何人死んだ？」

　俺はノドの奥から絞しぼり出すように尋ねる。

　それにゼウスは肩かたを竦すくめて。

「四分の一くらい」

　と、答えた。

　一いつ瞬しゆん、「何の」四分の一か考え、愕がく然ぜんとする。

　彼女が軽く言ったのは……おそらく「全島民の」四分の一。

　大おお雑ざつ把ぱに計算しても百や二百じゃきかない数だ。

「……っ」

　その場でよろけそうになる俺に、ゼウスは話を続ける。

「まぁ、それだけならともかくさー、生き残った方も面めん倒どうなことになってるの」

　ゼウスは肩を竦めながら、昨夜からの状じよう況きようを話し始める。

　オシリスの神しん冥めい裁さい判ばんを何とか生き延びた生徒たちは、半分以上が正気を保っていなかった。

　放心状態に陥おちいる者。

　精神に異常をきたす者。

　無む作さく為いに暴れる者。

　自傷行こう為いに走る者。

　そこまでいかなかった者でも、本物の死を何度も疑ぎ似じ体験した恐きよう怖ふで、まともに動ける状態ではなくなっていたらしい。

「だから集団ノイローゼとか適当な理由で、今日から臨時休校ってことにしたの」

「そんなことで何が……」

　解決するのか、と言いかけて。

　俺はふと嫌いやな予感を覚えた。

「まさか」

「もちろん、一いつ般ぱん生徒の記き憶おくは魔ま術じゆつで改かい竄ざんするよ」

　予想通りの答えに俺は舌打ちする。

「そんなこと可能なのか？」

「人界の魔術師じゃ無理だねー。だから、神あたしたちでやることになるかな」

「……無関係の一般生徒まで巻き込むのか」

「えー心外。巻き込んだのはオシリスで、あたしはあの娘こがやったことの後始末をしてるだけなのにー」

「……」

　それは確かにその通りなのだろう。

　このまま放置して、生徒たちの精神が壊こわれるよりはいいのかもしれない。

　だがそれでも、神クズどもが人間の頭に細工をするのかと思うと腸はらわたが煮にえくりかえる。

「改竄するのは昨夜の出来事に関してだけだろうな？」

「んーん」

　ゼウスは首を横に振る。

「死んだ人間をいなかったことにするだけじゃ、記憶の整合性が取れなくなるから。この島に来てからの記憶の大部分をイジくることになると思う」

「……っ」

　俺は奥歯を嚙かみ締しめる。

「厭いやそうな顔してるね」

「当たり前だ」

「でもこれって一般生徒のためなんだよ？」

　ゼウスはかわいらしく小首を傾かしげる。

「だって、ヘタに大おお騒さわぎになって神話代理戦争の運営に支障をきたしたら、島中の人間を皆みな殺ごろしにしなきゃだもん」

「……キサマらッ！」

　当然のように告げられた言葉に、俺は拳こぶしを握にぎり締める。

　そうだ。

　奴らにとって、人間など塵ちり芥あくた。

　邪じや魔まならゴミのように排はい除じよする。

　その選せん択たく肢しが、当然のように入るのだ。

「……分かった」

「はーい。いーこいーこ」

　ゼウスがまた頭を撫でようとしてきたので、顔を背そむけて躱かわす。

「ぶー」

　ゼウスは不満そうに頰ほおを膨ふくらませた。

　だがすぐにまた笑顔になり、話を続ける。

「神格適合者の記憶はイジらないから、ヘタに一般生徒に昨夜のことを話さないでね？」

「……」

「ちなみに記憶改竄は一日で終わるけど、事務的な処理と物的証しよう拠この隠いん滅めつは聖餐管理機構エウカリステイアに任せるから、臨時休校は週明けまでね。その間は神話代理戦争も一時停戦だから」

　三日間の臨時休校と一時停戦。

　全すべての処理が終わるまで、神格適合者たちも動くなということか。

「あっ、ちなみに停戦のお知らせは本来各神話勢力からの遣つかいがするものだから、ケルトからのお遣いが来た時は、上手く知らないフリしてね」

『──ゲッ、ルーからの遣いが来るのかよ』

　バロールが厭そうに呻うめく。

　コイツはケルト神話勢力内でもつまはじき者だ。

　最高神ルーからの遣いが来ると聞いても、厭な気分にしかならないのだろう。

「それから、これは内ない緒しよなんだけどね」

　ゼウスは俺の耳元に向かって背伸びして、

「停戦の件を全神話に向かって通達した時、マヤ・アステカ神話勢力だけは何の返事もしてこなかったの」

　と、小声で耳打ちしてきた。

「どういうことだ？」

「さあ？　理由まではあたしにも分からないや」

　自分で考えろ、ということか。

　どうやらこの件を伝えるために、ゼウスはわざわざここまで足を運んだようだ。

　有益かどうかは分からないが、いちおう頭の隅すみに留とどめておく。

「話は終わりか？」

「うん」

　ゼウスは頷うなずき、また指を鳴らす。

　すると位相のズレが直り、周囲に人の気配が戻もどってきた。

「それじゃ、お休みは三日間だけだけど、しっかり疲つかれを癒いやしてね」

「キサマに気を遣われる謂いわれはない」

「えー、心配してるのにー」

　クスクス、とゼウスは笑う。

「なんだったらまたみんなで遊びに行こうよ。じゃあねー」

　ゼウスは手を振ふって、来た時と同じように小走りでいなくなった。

「……」

　俺は彼女の背中が見えなくなるまで待ってから、ようやく歩き出す。

『──停戦か。まぁ、ライカたちの傷も深いし、助かったな』

　バロールが話しかけてきたが、無視する。

　コイツの言う通りメリットもあるが、その経けい緯いを思えば喜ぶ気にもなれない。

　病院の外に出ると、すでに西日が沈しずもうとしていた。

「……」

　茜あかね色いろに染まった帰路を、俺は無言で歩いた。

　思考が鈍にぶくなっているのを感じる。

　考えるべきことは山積みなのに、後こう悔かいが、それを妨さまたげる。

　どこかで気持ちを切り替かえなければ。

　そう、俺が思っていると。




「バロール」




　不意に、目の前に少女が立っていることに気づいた。

　顔を上げると、冷たい視線が俺を突つき刺さす。

　異様な敵意を感じる。

　それ以前に──「バロール」だと？

（おい、コイツは……）

『──ああ、例の停戦を報しらせに来たケルト神話からの使者だろうよ』

　そういえばいつの間にか周囲に人ひと影かげがない。

　おそらく目の前の少女が人ひと払ばらいの魔術でも使ったのだろう。

「お前は……」

「アリアンロッドよ」

　俺の問いに、少女の体を借りた神が答えた。

　──アリアンロッド。

　主にイギリスのウェールズ地方で信しん仰こうされていた女め神がみ。

　名前の意味は銀の車輪。

　銀の車輪は「運命」や「時」を支配する象しよう徴ちようとも云いわれるが、主に「月」の象徴と考えられ、彼女は月の女神として扱あつかわれることが多い。

『──気をつけな、澄すまし顔して案外気の荒あらい女だ』

（……向こうは俺をバロールだと思っているはずだな）

　本来、神格適合者はその人格を神格に取って代わられる。

　ゆえにこの俺が神しん仙ぜん雷らい火かとしての人格を保っているとバレるのはマズい。

「バロール。今日から三日間、神話代理戦争は一時停戦となるわ」

「……」

「どこかの莫ば迦かが盛せい大だいにやらかして、そして失敗したそうよ」

「……」

「その莫迦はてっきりあなたのことかと思ったけど、どうやら違ちがったようね」

「……」

「バロール。何を黙だまっているの？」

　黙ってやり過ごすのは無理か。

　さっさと用件だけ済ませて帰ってくれれば世話はないのだが。

　アリアンロッドは険しい視線を送ってきている。

　何か言わなければならない雰ふん囲い気きだが……俺にはバロールらしく喋しやべる自信がない。

『──チッ、仕方ねぇ。俺サマが答えてやるから、ライカはあとに続けて言え』

　バロールが舌打ちしつつ俺に言う。

　確かにその方が確実に相手を欺あざむけるだろう。

　俺はバロールの言葉を拾うことに意識を集中する。

「『ウヒヒヒ、なぁに、お前さんも随ずい分ぶんと乳ちち臭くさいガキになったなと思ってただけさ』」

「！」

　俺──というかバロール──の物言いに、アリアンロッドの顔が怒いかりで朱しゆに染まる。

　しかし、改めて口に出してみても、コイツの言こと葉ば遣づかいは下品の極きわみだな。

「乳臭いのはこの器うつわの問題です！　私は関係ありません！」

「『だよなぁ。お前さんは処女神を気取っておいて実際には兄貴と』」

「それ以上言ったらブッ殺すわよ！」

　アリアンロッドは怒ど声せいを上げ、こちらの言葉を遮さえぎる。

（おい、気が荒いと注意しておきながら、相手を煽あおってどうする）

『──ウヒヒヒ、悪いな。俺サマ風に受け答えするとどうしてもこうなる』

　ここまで一いつ切さいアリアンロッドの質問に答えてない気がするが……。

　だがこれはこれで相手の気を逸そらすことに成功したようだ。

　彼女はスッカリ俺をバロールだと思い込んだらしく、そのまま話の続きを始めた。

「で？　殺し合いは順調なの？」

「『まぁそれなりになぁ』」

「あらそう」

　順調という答えに対し、アリアンロッドはため息をつく。

「残念──さっさと死ねばいいのに」

　本気で。

　アリアンロッドは本気でそう言った。

　冗じよう談だんの欠片かけらもなく、ただ本当に残念と。

「……」

　バロールがほとんど厄やつ介かい払ばらいの形で神話代理戦争に参加させられたのは聞いていたが。

　まさか戦争の勝利よりも、バロールの死の方が重いとまで思われているとは……。

『──ライカ、ちょっとアリアンロッドの方に近づけ』

（……？）

　俺は言う通りアリアンロッドに近づく。

「何？　文句でもあるわけ？」

　アリアンロッドは目を細め、右手を軽く広げる。

　その手の平に小さな炎ほのおが生まれる。

　アリアンロッドは「魔ま術じゆつの織り手」と謳うたわれるほど魔術に精通した女神だ。

　ヘタな真ま似ねをすればただでは済まないだろう。

　が。

『──よし、そいつの胸を鷲わし摑づかみにしろ』

（莫迦かキサマは!?）

　思わずキレる。

『──いいからやれって』

（断固拒きよ否ひしたい気持ちでいっぱいなんだが……）

『──ウヒヒヒ、嫌いやでも俺サマになりきる以外、ここを切り抜ぬける道はないだろうが』

　敵を欺くためとはいえ、最悪だ。

　だがあまり迷っている時間はない。

　クソが！

「ッ！」

　俺は理性を投げ捨て。

　思いっきりアリアンロッドの胸を鷲摑みにした。

「『おー、乳臭くてもおっぱいは柔やわらかいな』」

　そして、自分史上最高に頭の悪いセリフを言わされる。

　もうどうにでもなれ。

「んっっっなっ!?」

　アリアンロッドは驚きよう愕がくし、柳りゆう眉びを逆立てる。

　次の瞬しゆん間かん、彼女の生み出した炎が俺を焼き尽つくそうと襲おそいかかってきた。

「！」

　俺は即そく座ざに肉体のリミッターをはずし、その場を離り脱だつする。

　炎は舐なめるように道路を半分溶とかした。

「このクズッ！　セクハラ魔ま神じん！　死ね！」

　それはまったくもってその通りだと思う。

　アリアンロッドは感情のままに、しばらくバロールを罵ば倒とうし続けた。

　やがてそれにも疲れたのか、大きくため息をつく。

「もういいわ。伝えることは伝えたし、もう帰る」

「『ウヒヒヒ、あーそうかい』」

　こちらが笑うと、アリアンロッドはまたキッと睨にらんできて。

「あなた、まさかこの戦いを勝ち抜けば、周りから認められるとでも思っているんじゃないでしょうね？」

「『まさか』」

「よかった勘かん違ちがいしてなくて──もし万が一この戦いで生き残ったとしても、常若の国テイル・ナ・ノーグにあなたの居場所はないわよ」
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　アリアンロッドはそう捨て台詞ぜりふを吐はいて姿を消した。

　ひとまず目の前の危機は去ったわけだが。

「あの女神、あの器からだはどうするつもりだ……」

『──ありゃ連れん絡らくのために少し体を間借りしてただけだろ。短時間なら魂たましいと魂の癒ゆ着ちやくも少ない。その辺に捨てて終わりだ』

「そうか」

　それならひとまず安心だ。

　器にされた少女も目を覚ませば寮りように帰るだろう。

「それにしても、無む駄だに疲つかれた」

　俺も早く寮に戻もどって、休むとしよう。




　　　　２




　夜。南寮。

　俺は部屋のベッドに寝ね転ころがり、天てん井じようを仰あおいでいた。

　今日から三日間、神話代理戦争は停とまる。

　マリアにはその間、特に用がなければ俺の部屋に集まらなくていいと伝えた。

　なので、今夜はこの部屋に俺ひとり。

　考え事をするのにはちょうどいい時間だ。

「オシリスを殺した神は何者だと思う？」

『──あン？』

　俺の問いかけに、バロールは怪け訝げんな声を返してくる。

「せっかくの停戦期間だ。今後の敵について対策を練っておくに越こしたことはない」

『──そんなことより適当に女を支配して愉たのしもうぜ』

「死ね」

　バロールは相変わらずすぎてため息が出る。

　俺は奴やつの戯たわ言ごとを無視し、話を続ける。

「あの敵は、オシリスを斃たおした力はまだ不明として、少なくとも風に関する権能は持っているのは間違いない」

『──そういや逃にげる時に使ってたな』

「風、暴風、あるいは嵐あらし。その権能を持つ神は、同時に破は壊かいや戦争を司つかさどる場合が多い」

　なぜなら太古において嵐こそが破壊の象しよう徴ちようだったからだ。

　荒あれ狂くるう風は人々の生活の一切合切を根こそぎ奪うばっていく。

　だからこそ人は破壊の神を崇あがめ、鎮しずめようとした。

　そうした信しん仰こうはどこにでも見られる。

　ゆえに、敵の正体を絞しぼり込む手がかりにはなり得ない。

『──あと正体が分かってない神話はギリシャとインドとマヤ・アステカだったか？』

「そうだな」

　バロールがケルト神話。

　フレイヤが北ほく欧おう神話。

　スサノオが日本神話。

　オシリスがエジプト神話。

　ここまでは確定している。

　つまりあの敵は残る三神話の中の神ということになるが。

「ギリシャは候補からはずしていいだろう」

『──何でだ？』

「ギリシャの神格適合者がオシリスを殺す理由がない」

　あの時すでに俺はオシリスを支配していた。

　俺を駒こまとして使い潰つぶすつもりのゼウスが、自分の部下であるギリシャの神格適合者にオシリスを殺せと命じるメリットはほぼない。

　それにギリシャの神格適合者は弓使いだ。

　仮にオシリスを殺せとゼウスに命じられたとしても、アメミットの時と同じく遠えん距きよ離りから射い殺ころす手段を選ぶはず。

　以上ふたつの理由から、ギリシャが犯人である可能性は低い。

『──なら残るはふたつか』

「そうなるな」

　インドとマヤ・アステカ。

　そのどちらかがオシリスを殺した勢力だ。

　しかし、先さき程ほども述べた通り、風の権能だけではヒントが少ない。

　となると、別の角度から考える必要がある。

　たとえば。

「レオンがどの勢力の神を宿しているのか分かれば、自おのずと残る敵の勢力も割り出せる」

　レオンは前向性健けん忘ぼう症しようのため、自分がどの神を宿しているか覚えていない。

　だが彼の力はこれまでいくつも見た。

　今なら前よりもその正体に近づけるかもしれない。

　と、そこでバロールがまた厭いやらしく嗤わらう。

『──なんだ、ついにあの小こ僧ぞうを斃す算段を立てるのか？』

「違ちがう」

　俺は即そく否定する。

「あくまでオシリスを殺した敵の正体を割り出すためだ」

『──ウヒヒヒ』

　俺の返事に、バロールはまた嗤った。

　……もういい。

　別にムキになってコイツを論破する必要はないのだ。

「まず、レオンの敵ないし悪意ある者を察知する能力だが」

　何度もオシリスの居所を見つけ出した能力。

　あれがなければ、俺たちは為なす術すべなく皆みな殺ごろしにされていた。

「悪意を察知するという特性からして、その権能を持つ神はおそらく〝善神〟に類する者と考えられる」

『──善、ねぇ。それってヒントになるのか？』

「ああ、充じゆう分ぶんだ」

　神話には数多あまたの神々がいるが、善悪に分けられることはあまりない。

　多くは旧ふるき神と新しき神。

　滅ほろぼされる側と滅ぼす側。

　そのふたつに分類される場合が多い。

　だが、例外も存在する。

「数ある神話の中でもインド神話は、善のデーヴァ神族と悪のアスラ神族が争うという風に、明確に善悪が分かれている神話だ」

『──つまり？』

「十中八九、レオンはインド神話の神を宿している」

　具体的にどの神かは分からないが、おそらく──

「……」

　──直前にバロールに言われたセリフが引っかかる。

　俺に、レオンと敵対する意思はない。

　だから、彼が宿す神の正体を今すぐ探さぐる必要も、ない。

　そんな思考と感情が、俺にそれ以上考えることをやめさせた。

『──ならあの風の神はマヤ・アステカ神話の神ヤローか』

　バロールも特にそこを掘ほり返すつもりはないらしく、話を進める。

「そう考えていいだろう」

　俺は頷うなずく。

「マヤ・アステカ神話の風の神──そこまで辿たどり着けば、敵の正体も割れる」

『──さすがだな』

　バロールのニヤリと笑う気配が伝わってくる。

『──で、敵はなんて神なんだ？』

「ああ、敵は」

　と、その先を言おうとしたところで。

　カチャッ

　部屋のドアの鍵かぎが静かに開けられた音がする。

　俺以外にこの部屋の鍵を持つのはひとりしかいない。

（シャロ先せん輩ぱいか？）

『──そうじゃねぇか？』

（だが彼女の許もとにも北欧神話経由で停戦の勧かん告こくはあったはずだが？）

　俺たちが訝いぶかしく思っていると。

「雷火くん、こんばんは」

　案の定、シャロ先輩がリビングに顔を覗のぞかせる。

「あれ、マリアさんとか涙るい々るいさんは？」

　シャロ先輩は部屋に俺しかいないことに軽く驚おどろいている。

「週明けまで神話代理戦争は一時停戦です」

「えっ!?　そうなの？」

　どうやら停戦のことを知らなかったらしい。

「北欧神話から停戦を報しらせる使者が来ませんでしたか？」

「ううん？」

「？」

　どういうことだと考え、すぐに察しがついた。

「おそらく、停戦の使者は涙々フレイヤにだけ伝えて帰ったんでしょう。それで涙々はシャロ先輩にそのことを伝え忘れたのかと」

　涙々の場合、単に伝えるのを面めん倒ど臭くさがった可能性も高いが。

「えっと、それじゃあ今日はみんな集まらないのかな？」

「そうなりますね。マリアには俺から伝えておきましたから」

「そっかあ……」

　シャロ先輩は残念そうに眉まゆ尻じりを下げる。

　彼女は所在なさげに目を泳がせ、帰るかどうか迷っているようだった。

「……お茶でも飲んでいきますか？」

「う、うん！」

「なら、少し座って待っていてください」

　俺はキッチンに向かい、ミルクティーを淹いれる準備をする。

「けどそっか、授業もお休みだから、これから三日間は何にもないんだね」

　テーブルのあるカーペットにぺたんと座りながら、シャロ先輩はぼんやりと呟つぶやく。

「何で戦争がお休みになったのか、雷火くんは聞いてる？」

「……」

「雷火くん？」

「それは……」

　俺は少し躊躇ためらってから先輩の質問に答える。

　オシリスの神しん冥めい裁さい判ばんで人が多く死んだこと。

　その影えい響きようを抑おさえるため、神々が一いつ般ぱん生徒たちの記き憶おくを改かい竄ざんすること。

　それらの証しよう拠こ隠いん滅めつに三日を要すること。

「そう、なんだ……」

　シャロ先輩の表情が曇くもる。

「記憶の改竄をするってことは、みんな死んだクラスメイトのことは忘れちゃうの？」

「おそらく」

　俺が頷くと、シャロ先輩の顔がますます悲しそうに沈しずむ。

　俺は何か声をかけようとして……失敗した。

　かけられる言葉を持っていなかった。

　俺は黙だまって俯うつむき、唇くちびるを嚙かむ。

　やがて湯が沸わいた音がして、俺は無言でミルクティーを淹れた。

「どうぞ」

　俺はシャロ先輩の前にカップを置き、対面に座る。

　自分の分の缶かんコーヒーを取ってこようかと思ったが、億おつ劫くうなのでやめた。

　シャロ先輩は、ゆっくりとカップに口をつけた。

　それから、しばらくして。

「わたしたちは覚えていようね」

「……？」

「死んじゃったみんなのこと……ツラいけど、わたしたちだけは、覚えていよう？　わたしたちが忘れなければ、みんないなかったことにはならないよね？」

　神による記憶の改竄は、死んだ生徒を「最初からいなかった」ことにしてしまう。

　完全なる忘ぼう却きやくは、存在の消しよう却きやくと同義だ。

　それは死よりもなお重い。

　その人を、二度と思い出すことさえできなくなるのだから。

　だからこそ、シャロ先輩は覚えていようと言ったのだろう。

「はい……」

　俺は、小さな声で頷いた。

　少し、間が空く。

　シャロ先輩がふと顔を上げ、俺を見た。

「雷火くん」

「はい？」

　俺は答える。

　冷静に。

　普ふ通つうに。

　何でもないように。

　けれど。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

　先輩は、心配するように尋たずねてきた。

　俺の心臓が、少し、止まる。

「何がですか？」

　俺は問い返す。

　早口になっていた。

　動どう揺ようが声に出ている。

「え、えっと」

　俺の硬い声こわ音ねに、シャロ先輩が慌あわてる。

　彼女を怖こわがらせた。

　莫ば迦かか、俺は。

　莫迦なことをしている。

　彼女だって巻き込まれただけの一般人だ。

　俺のように訓練を積んできたわけじゃない。

　それを、自分の態度で怖がらせるなど。

　軽い自己嫌けん悪おが湧わき上がる。

「えっとね……」

　シャロ先輩はまだ口ごもっていた。

　フォローをしようとした時。

「……」

　不意に先輩は立ち上がる。

　それから、テーブルを迂う回かいして、俺の隣となりに腰こしを下ろした。

　彼女の眼まな差ざしが、目と鼻の先に迫せまる。

「雷火くん、ツラそうだから」

「……！」

「だから……大丈夫なのかなって？」

「……」

　思わず目線を逸そらしそうになるのをなんとか堪こらえる。

　何か、答えなければ。

　こちらの動揺を伝えないように。

　彼女を怯おびえさせないように。

　彼女を狼狽うろたえさせないように。

　俺の弱いところを見せてはいけない。

　だから。

「雷火くんは凄すごいと思うよ」

「……」

「わたしを助けてくれて、護まもってくれた。凄くて、強くて、カッコいい男の子」

「……」

「でも、凄くて強くてカッコよくても、ツラい時はツラいって言っていいと思うの」

「……俺は」

　俺は。

　凄くも、強くも、カッコよくも、ない。

　エミリーを護れなかった。

　多くの生徒を死なせた。

　なにより俺の心を蝕むしばむのは、あのオシリスの特別審しん問もん。

　幻まぼろしの中で、俺は何度もゼウスに殺された。

　まったく歯が立たなかった。

　一ミリも勝ち目を見み出いだせなかった。

　十年越ごしの悲願に手を伸のばし、それがまるで届かなかった絶望。

　今日も、結局はゼウスの言いなりだ。

　未いまだに俺は神の掌てのひらの上で踊おどらされている道化に過ぎない。

　こんな俺に……俺が……。

　本当に、妹を、誰だれかを、救えるのだろうか？

　そんな考えがずっと頭から離はなれない。

　その苦しみを声にして吐はき出しそうになる。

「……ッ」

　寸前で、また堪える。

　ここで自分の弱さを吐き出してしまったら。

　俺は俺の弱さに負けてしまう。

　それはダメだ。

　俺は奥歯を嚙み締しめ、俯く。

「あ……」

　シャロ先せん輩ぱいの困ったような声が聞こえる。

　俺はそれに応こたえる余よ裕ゆうもなくて。

　すると。

　ふとやわらかいものに頭を包み込まれる。

「……！」

　一いつ拍ぱく遅おくれて、シャロ先輩に頭を抱だかれたのだと気づいた。

　俺は驚おどろきのあまり硬こう直ちよくし……やがて気づく。

　温かい。

　頰ほおや額に感じる彼女の体温に思考力が奪うばわれていく。

　まるで俺の苦く悩のうを、彼女が和やわらげてくれているようだった。

　シャロ先輩は何も言わない。

　無理に俺から何かを聞こうとしない。

　ただやさしく俺を赦ゆるしてくれていた。

　弱く、愚おろかで、情けない俺を。

「わたしはね、雷火くん」

「……？」

「ブリュンヒルデさんみたいに戦えないけど、いつも雷火くんの力になりたいと思ってるよ」

「……」

「だから、もしわたしにできることがあったら、いつでも言ってね」

「…………」

　シャロ先輩の言葉に、俺は答えられなかった。

　その代わり、ただ、彼女にも気づかれないくらい小さく頷うなずく。

『──ウヒヒヒ、まるでガキだな、ライカ』

（うるさい……黙れ）

『──ハッ、シャロちゃんにあやしてもらってるそのザマで何言ってんだ』

　バロールはさらにケタケタと笑う。

『──大体慰なぐさめられ方がガキっぽいんだよ。せめてもう少し大人の慰められ方をしたらどうだ？』

（なに？）

『──こうするんだよ』

　その時、バロールが左目の魔ま眼がんを発動させる。

『──なあシャロちゃん、どうせなら一いつ緒しよに裸はだかになって、ベッドの上で俺サマたちのことを慰めてくれよ』

「おい！」

　声を荒あららげるが、もう遅おそい。

　シャロ先輩が俺から体を離す。

　それからプチプチと制服のボタンをはずし始めた。

「シャロ先輩！」

「雷火くん……」

　先輩からの返事はあるが、服を脱ぬぐのはやめてくれない。

　紐ひもがほどかれ、スカートが床ゆかに落ちた。

「っ！」

　驚いて、俺は思わず目元を手で覆おおう。

　顔が熱くなっているのが分かった。

　その時、シャロ先輩が俺の胸に寄りかかってくる。

「雷火くんも……脱いで」

　シャロ先輩はそう言って、俺の制服まで脱がし始める。

「ッ！」

　バロールの命令に従わされているのだ。

　このままでは彼女は、奴やつの命じた通り娼しよう婦ふのように俺を慰める。

「シャロ先輩、やめてください！」

「！」

　俺が先輩の腕うでを摑つかんだ時、勢い余って彼女はバランスを崩くずす。

　そのまま俺は彼女を押おし倒たおすようにベッドに倒れ込んだ。

　俺の体が彼女の上に覆い被かぶさる。

「雷火くん……」

　紅潮した頰。

　やや荒い吐と息いき。

　露あらわになった肩かたとうなじ。

　白のブラジャーに包まれた豊かな双そう丘きゆう。

　シャロ先輩の潤うるんだ瞳ひとみが、俺を見上げた。

「……いいよ」

「……！」

　彼女のやさしい、けれど淫いん靡びな、小さな声が、俺の鼓こ膜まくを震ふるわせる。

　それだけで耳が蕩とろけそうになり、逆に全身は強こわ張ばる。

　ツバを吞のみ込む。

　心臓が早はや鐘がねを打っているのが分かった。

　俺の目に、彼女の赤い唇くちびるが映る。

　その艶つややかな輝かがやきが、この上なく魅み力りよく的に思えた。

「ッ」

　一いつ瞬しゆん、体重を落としかけた自分を理性が抑よく制せいする。

　莫ば迦かが……勘かん違ちがいしてはいけない。

　俺は力を抜ぬき、体を起こす。

「スミマセン。今のはバロールの悪ふざけです」

「あ……そ、そうなんだ」

　俺が事実を告げて謝罪すると、シャロ先輩はさっきとは違ちがった意味で頰を赤くする。

　彼女はいそいそと立ち上がり、はだけた服を整え始めた。

　床に落ちたスカートも穿はき終えると、彼女は気まずそうに軽く笑う。

「じゃ、じゃあ今日は何もないみたいだし、わたしも部屋に帰るね」

「はい。それじゃあ」

「またね、雷火くん」

　手短に別れの言葉を残して、シャロ先輩はそそくさと部屋を出て行く。

　その背を見送って……俺はようやく重たいため息をついた。

　ベッドに背中から倒れ込み、部屋の照明を腕で遮さえぎる。

『──チッ、この根こん性じようナシの玉ナシ野や郎ろうが』

「本気でブチ殺すぞクソ魔ま神じん」

　つい口調が乱暴になる。

　精神状態がボロボロだ。

　ここで敵に襲おそわれたらひとたまりもないだろう。

「二度とシャロ先輩にああいうことをさせるな」

『──ウヒヒヒ、何言ってんだお前』

「？」

『──そりゃ最初は俺サマの命令に従ってただけだが、最後のアレはシャロちゃんの意思だぞ』

「は？」

『──だってお前、途と中ちゆうで俺サマの命令を破は棄きしてただろうが』

「……！　……!?!?」

　俺は途中でシャロ先輩に「やめてください」と命令していた。

　つまり、そのあとの言葉は……？

　不意に、甘い香かおりが鼻先をくすぐる。

　先さき程ほど押し倒した時の、シャロ先輩の残のこり香がだ。

　それを意識した途と端たんに、全身の産うぶ毛げが立って、汗あせが噴ふき出した。

『──童どう貞ていを捨てるチャンスを逃のがしたな』

「黙だまれ！」

　怒ど鳴なりつけるが、頭の中は混乱でいっぱいだ。

　俺は思考を放ほう棄きしてそのまま眠ねむろうとするが、シャロ先輩の声や仕草が何度もリフレインし、悶もん々もんとしてなかなか寝ね付つけなかった。
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　翌朝。土曜日。

　俺はいつもより遅い時間に起きた。

「……」

　昨夜のことで少し寝不足かもしれない。

　歯を磨みがき、軽く身み支じ度たくを整えて食堂へと向かった。

　休校のせいか、食堂も人がまばらだ。

　俺は食券を買ってカウンターへ。

「はいよ、Ａ定食ね」

「……！」

　食券を受け取った職員を見て、俺はふと気づく。

　その女性は、以前学園の食堂で俺をからかった調理師だ。

「ん？　私の顔に何かついてる？」

「いえ、あの」

　俺は言葉を探し。

「……すみません。どこかで会ったことがある気がして」

「えっ？」

　女性はキョトンとしたあと、豪ごう快かいに笑う。

「アッハッハ！　お兄さん、その歳としで物忘れ激しいね。ついこの前、会ったじゃないか」

「あ……やっぱりそうですよね。ちなみに、いつ会いましたっけ？」

「あらら、そんなことまで忘れちまったの？　お兄さんが授業をサボって別の寮のお嬢さんをここに連れ込んだ時じゃないか」

「……そう、でしたね」

　俺は一いつ拍ぱく遅おくれてぎこちなく頷く。

　別の寮りようのお嬢さんというのは、おそらく櫛くし鉈なだ姉妹しまいのことだろう。

　だが俺がふたりと一緒にこの女性と会ったのは学園の食堂だ。

　南こ寮こではない。

　それから俺は適当に話を切り上げ、カウンターを離はなれた。

「……」

　記き憶おくの改かい竄ざん。

　神々による記憶操作の影えい響きようだ。

　改めて食堂を見み渡わたす。

　そこには休日特有のだらけた空気が満ちていた。

　百人単位で人が死んだ直後にも拘わらず。

　平和な日常という異常事態。

　誰も死んだクラスメイトのことを口にしない。

　調理師の女性の急な配はい置ち換がえもおそらく、聖餐管理機構エウカリステイアの職員が大勢死んだ影響だ。

　だが彼女はすでに自分は最初から南寮の職員だと思い込み、昨日まで南寮で働いていたはずの同僚が消えたことに気づいてすらいない。

　こうなると分かっていた。

　だがいざ直面すると……思いのほか、ショックが大きかった。

「はーい、Ａ定食の人ー」

　俺はノロノロと朝食を取りにいく。

　それからテーブルに戻もどる。

　食しよく欲よくはもうなかった。

「……」

　だが、箸はしを動かし、白米を口に運ぶ。

　気分を理由に栄養摂せつ取しゆを怠おこたるのは愚おろかだ。

　そのせいで自分のパフォーマンスを落とし、結果として動きが鈍にぶり、死んだら、戦場では自業自得としか言いようがない。

　だから、俺は無心で食事を摂とる。

　でも、何を食べても。

　何の味がしているのか、さっぱり分からなかった。

「よう、雷らい火か」

　その時、國くに崎さきの声が聞こえた。

　朝食から顔を上げると、案の定友人の姿を見つける。

「おはようさん」

「おはよう國崎」

　國崎は朝食のトレイ片手に、俺の隣となりに座る。

「おっ、それＡ定か？　俺Ｂ定」

「そっちは朝からハンバーグか」

「今朝は魚より肉の気分だったんだよ」

　軽いやり取り。

　國崎は笑いながら、いきなりハンバーグを半分口に放ほうり込んだ。

　それからまたお喋しやべり。

　他愛もなく、朝からくだらない話。

　おかしな点を指し摘てきすると、よく分からない持論を返される。

　國崎があまりにも笑いながら喋るので、釣つられて俺も笑ってしまった。

　ふと食事を忘れていたことに気づき、箸で焼き魚の身をほぐす。

　それを口の中に放り込むと、ちゃんと魚の味がした。

「そういやさっき、マリアちゃんから連れん絡らくがあったんだけど、今日みんなで自然公園にピクニックに行こうってよ」

「ピクニック？」

「そーそー。シャルロッテ先せん輩ぱいが弁当作ってきてくれるって。せっかくの連休だし、気分転てん換かんに遊ぼうぜ」

　気分転換、か。

　あるいはシャロ先輩やマリアが、俺に気を遣つかってくれたのかもしれない。

　いや、もしかしたら目の前の國崎も。

　この悪友はこう見えて人への気遣いは人一倍だ。

　なんだか、気がつけば心配されてばかりだな。

　俺は自分に苦く笑しようしつつ朝食を食べ終え、南寮の四人で自然公園に行く約束をしてから國崎と一度別れた。







　その日の正午より少し前。

　俺たちは北区にある自然公園へとやってきた。

　北区の自然公園は見渡す限り芝しば生ふとなっている。

　今日ピクニックに来たのはいつものメンバーに、櫛鉈姉妹とレオンの計九人。

　この人数でめいっぱい広がって遊んでも問題ないほどの広さだ。

「よぉーし、それじゃあまずは何する？」

　遊び道具満まん載さいのバッグを肩かたから下ろし、國崎は意い気き揚よう々ようとみんなに問いかける。

「これって何？」

「それはフリスビーだよ、涙るい々るいちゃん」

　涙々の質問に國崎が答える。

「どうやって遊ぶの？」

「んー、まぁ思いっきり投げて、それを取ってくる感じかな。パスとかもできるけど」

「なるほどねー。それじゃあ國崎、取ってこーい！」

「うわっ！　ちょっ、本気で投げすぎ！」

　涙々が全力で投げたフリスビーを、國崎は律りち儀ぎに追いかけ始める。

「わぁー、小こ次じ郎ろうくん結構足速ーい」

　天てん華かは笑い、國崎の置いていったバッグの中身を漁あさる。

「いろいろ持ってきたねー。フットサルボールにバドミントンにグローブに」

　そこで天華はシャロ先輩や櫛鉈先輩を見上げる。

「先輩たちは何やりたいですかー？」

「うーん、わたしはいつもインドアだから」

「姫ひめ子こは何かやりたいものはある？」

「昼ひる寝ね」

　櫛鉈先輩に話を振ふられたスサノオはあくびをしながら答える。

　この荒あら神がみはいつも眠ねむそうだ。

「もうっ、姫子ったら」

　櫛鉈先輩は苦笑し、妹の肩を揺ゆする。

　相変わらず傍はた目めには仲なか睦むつまじい姉妹にしか見えない。

　もちろんそれは偽いつわり……なのだが。

「……」

　俺はスサノオの顔をチラリと見やる。

「むぅ……」

　寝ねぼけ眼まなこのスサノオは特にこちらを見もしない。

　この場の集まりに、何の関心も持っていないように見える。

　奴やつが興味あるのは闘とう争そうだけ。

　それがスサノオという神の本質だと思っていた……が。

　あの神しん冥めい裁さい判ばんの夜、もしかしたらスサノオは櫛鉈先輩を護まもったのかもしれなかった。

　なぜなら彼女はあの時、己おのれの武器である天あめの羽は々ば斬きりを持っていなかったからだ。

　天あめの羽は々ば斬きりは魔まを払はらう力を持つ。

　あの神しん剣けんがあれば、スサノオは神しん冥めい裁さい判ばんからも己の身を護れたはずだ。

　だが、スサノオは肝かん心じんな時に天あめの羽は々ば斬きりをどこかに置いてきていた。

　それは櫛鉈先輩に天あめの羽は々ば斬きりを預け、彼女を死の幻げん覚かくから護っていたからではないか？

　そんな想像がずっと頭を離れない。

　しかし、俺にはその可能性を素す直なおに受け入れることができなかった。

　神が人間を損そん得とく抜ぬきに助けるなんて……。

　そんなことあるはずがないと。

　何か神に相応ふさわしい醜みにくい理由があるはずだと。

　俺の心の中の何かが必死になって否定している。

　正解はいくら考えたところで分からない。

　素直にスサノオを問い詰つめるのが答えを得る一番の近道だろう。

　だが、問うてどうするという気持ちもある。

　スサノオが櫛鉈先輩をどういうつもりで護ったとしても、それが俺に関係あるか？

　奴を滅ほろぼし、本物の櫛鉈姫子を救おうとしている俺に。

　いったい何の関係がある？

「～～～」

　俺は頭を振って、無意味な思考を中断する。

　と。

「雷火くんはどれがいい？」

「ん？」

　俺は天華に問われ、視線を下げる。

　彼女はバッグの中身を取り出し、芝生の上に広げていた。

　その中のどれで遊ぼうかという質問なのだろうが。

「何でもいいよ」

「みんなそう言うんだから～。じゃあバレーボールでパスやろう！」

　笑いながら文句を言いつつ、天華はリーダーらしくやることをあっさり決める。

　そこでタイミングよく國崎がフリスビーを取って戻ってくる。

「はあ、はあ、あれっ、どうしたの？」

「いいところに戻ってきたね小次郎くん！　パスやるよー」

　天華はそう言って、いきなりボールを國崎に向かって放り投げる。

「ミスが一番多かった子は公園一周ね～」

「えぇ!?　メチャクチャ広いぜこの公園！」

　フラフラの國崎は悲鳴を上げつつ、なんとかボールをトス。

「わっわっ！　こっち来ないで～」

　シャロ先輩は危なっかしくそれを返す。

　そのボールはヘロヘロだったが、いちおう俺の方まで飛んできた。

　あんまりシャロ先輩には回さないようにしよう。

　そう思いつつ、俺は無難にレオンにトスする。

「というか、罰ばつゲームとかいらないんじゃないか？」

「そうだね～。パスだけでも楽しいよ」

　レオンは俺の意見に頷うなずきつつ、スサノオへボールを回す。

　と、そのスサノオは立ったまま寝ていた。

「姫子！」

　櫛鉈先輩が少し焦あせって悲鳴を上げる。

　が。

「ぐぅ～」

　スサノオは眠ったままボールを打ち返してきた。

　剣の達人は寝ていても間合いに入った者を斬きったらしいが……器用な奴だ。

「姫子ちゃん凄すごーい！」

　天華はそれを見て大笑いした。

「私は罰ゲームアリでいいかなー。その方がおもしろいし」

　涙々は賛成に票を投じながら、ボールをマリアへ。

「私はどちらでもいいと思いますが」

　しばらくは賛成派反対派で意見が揺れたが、結局天華たちに押し切られる形で罰ゲームはアリになった。

　だが、この面子メンツは全体的に運動神経がいい。

　櫛鉈先輩も意外とボールの扱あつかいが上う手まかった。

　なのでまぁわりとみんなミスをしない。

　ひとりを除いて。

「ヒエェ～」

　シャロ先輩は飛んできたボールに右往左往し、その場でバランスを崩くずして転ぶ。

「お、お尻しり痛い～」

　シャロ先輩は泣き言を言いながら落としてしまったボールを拾う。

　パスが始まってから、彼女が転ぶのはこれで三度目だ。

　なるべくフォローしているつもりなのだが、さすがに彼女に飛んできたボールを全すべて俺が打ち返すわけにもいかない。

　特に天華や涙々が意地悪しているわけではないのだが……。

　そうこうしている内にいい時間になり、そろそろ昼食を、ということになった。

　その前に。

「それじゃあ罰ゲームはシャロ先せん輩ぱいね～」

「ひぃぃ～」

　天華の無む慈じ悲ひな宣告に、シャロ先輩は絶望的な声を上げる。

　と、さすがに良心が咎とがめたのか、天華はう～んと首をひねり。

「けどシャロ先輩じゃ、公園一周する前に倒たおれちゃいそうだよね～」

「うん、うん」

　シャロ先輩は何度も激しく頷く。

　これは罰ゲームはナシかな、と誰だれもが思った時。

「じゃあ、代わりにこのボールで何かモノボケやって」

　天華はより難易度の高い無茶振ぶりを要求した。

「え、えぇぇ～!?」

　さっきとは意味合いの違ちがう悲鳴を上げるシャロ先輩。

「というわけで、いってみよ～！」

「えっと……」

　シャロ先輩は手て渡わたされたボールを抱かかえたまま固まる。

『──退たい屈くつだなァ。罰ゲームならストリップくらいさせよーぜ』

（やったら殺すぞ？）

　バロールに釘くぎを刺さし、念のため左目も閉じる。

　放ほうっておくと本当に魔眼で命令しかねないからな、このエロ魔ま神じんは。

　と、そこで固まっていたシャロ先輩がようやく動いた。

　彼女は手に持っていたボールを制服のお腹なかに入れ。

「に……妊にん婦ぷさん？」

「ブッ！」

　シャロ先輩が恥はずかしそうにボケた瞬しゆん間かん、二、三人が同時に噴ふき出した。

「お、おもしろかった？」

「いや、ていうか」

「先輩……かわいい」

　國崎や涙々がお腹を押さえながら答える。

　どうやら何かがツボったようだ。

　特に大笑いしている天華は、グッと親指を立てて。

「シャロ先輩サイコー！　あたしが孕はらませたい！」

「えぇぇ!?」

　天華のお墨すみ付つき（？）も出て、罰ゲーム終しゆう了りよう。

　それから俺たちはボールなどを片づけ、代わりにレジャーシートと弁当を広げ始めた。

「おっ、飯か」

　スサノオは昼食の時間になってようやく起きた。

「これは旨うまそうだ」

「こらっ、姫子」

　勝手に食べ始めようとした妹を櫛鉈先輩が窘たしなめる。

　ちなみにシャロ先輩が用意したお弁当は計九人分、重箱にしてふたつ。

「凄い量ですね」

「うん、頑がん張ばっちゃった」

　シャロ先輩はかわいらしく胸を張る。

「おお！　シャルロッテ先輩の手料理！」

「お塩とかもあるから、塩気が足りなかったら使ってね」

「リョーカイです！　んじゃまあ、みんな！」

　興奮した國崎がそのまま音おん頭どを取る。

　全員の「いただきます」が重なり、各おの々おのが好きな物に手を伸のばし始めた。

　俺も卵焼きを紙皿に取って口へと運ぶ。

「雷火くん、美お味いしい？」

　シャロ先輩が尋たずねてくる。

「はい。美味しいですよ」

「よかった」

　ホッとしたようにシャロ先輩は両手を合わせる。

「でも、やっぱりひとりでこの量を作るのは大変だったんじゃ？」

「そんな凝こった物は作らなかったから、案外なんとかなったよ。おにぎりをたくさん握にぎるのはちょっと大変だったけど」

「それなら次からは俺にも声をかけてください。手伝いますから」

「えっ！　で、でも女子部屋に男の子は入れないし、あっ、わ、わたしは別に雷火くんが部屋に来てくれるのは構わないんだけど」

「？　いえ、おにぎりなら俺の部屋でも作れますし、言ってもらえれば必要な数だけ握って持っていきますよ」

「あっ、うん……そうだね」

「？」

　なぜかガッカリした様子のシャロ先輩に俺は小首を傾かしげる。

『──ライカが自分の部屋に来るもんだと思ったんじゃねーのか？』

　なるほど。男がいきなり女性の部屋に行くと言い出したら、驚おどろかれるのも当然か。

「すみません。驚かせてしまって」

「ううん、わたしが勝手に勘かん違ちがいしただけだから」

　シャロ先輩は気にしないでと手を振ふる。

　そこでバロールがため息をつき、

『──絶対分かってないだろ、お前』

　と、呆あきれた口調で言ってきた。

　……謂いわれのない罵ば倒とうを受けた気がする。

「このお肉美味しいね、シャルロッテ」

　ふとレオンがシャロ先輩に話しかける。

「ありがとうございます、レオンさん」

「これ、何ていうの？」

「唐から揚あげです」

「へぇー、はじめて食べたよ」

　そう言って、レオンは笑え顔がおで唐揚げをもうひとつ頰ほお張ばる。

　その話を聞いていた國崎が。

「唐揚げはじめて食ったのか？　珍めずらしいな」

「そう？」

「唐揚げはいちおう日本食だから」

　首を傾げるレオンに俺が横からフォローを入れる。

　なるほどなぁ、と國崎は一度頷いたが。

「あれ？　でもこの前プールで唐揚げ串くしシェアしたような……」

「小次郎くん」

「えっ、何へぶっ!?」

　名前を呼ばれて振り返った國崎の脳天に、天華は軽いチョップを喰くらわせる。

　ツッコミにしては痛そうだが、今のは國崎が悪い。

「……」

　レオンは困ったように笑っている。

　彼が数日前の出来事を覚えていないのは仕方ない。

　前向性健けん忘ぼう症しようのせいで、一日以上の記き憶おくがもたないのだから。

　それを忘れて失言した國崎は気まずそうに頭を押さえている。

「あー、わりぃ」

「気にしないでいいよ」

　レオンは笑ったまま。

「それに何度も〝はじめての感動〟を味わえるなんてお得だよ」

　彼は冗じよう談だんめかして言う。

　その表情は相変わらず人を安心させる柔にゆう和わな微笑ほほえみだった。

　いつも通り……いつも通りの。

　レオンは変わらない。

　そのことに安心する。

　木曜の夜、レオンは神しん冥めい裁さい判ばんの影えい響きようで倒れて以降、一度も目を覚まさなかった。

　なので、東寮りようの彼の部屋まで送り届けたあともずっと心配していたが、こうして見る限りどこも異状なさそうで本当によかった。

「レオン。それならこっちの卵焼きも食べろよ。シャロ先輩の卵焼きは絶品だ」

　俺は箸はしで卵焼きを取って、レオンの方へ差し出す。

　俺は一度彼の紙皿の上に置くつもりだったが、

「わあ、美味しそうだね」

　と、彼は箸から直接卵焼きを食べてしまう。

「うん。本当だ、美味しい！」

「だろ？」

　レオンが喜んでくれて、俺も満足する。

　と、妙みような視線を感じる。

「何だ？」

　俺とレオンのやり取りをジッと眺ながめていたみんなに問いかける。

　國崎が恐おそる恐るという感じに口を開く。

「雷火、お前ってソッチ系なの？」

「妙な勘違いをするな」

「でも、男にあーんってお前」

「他意はない」

「ホントか？」

「ウソを言ってどうする」

「いや、ウソだったら俺の貞てい操そうの危機じゃん？」

「じゃん、じゃない、莫ば迦か」

　俺は國崎の額をペチンと叩たたく。

　と、そこで。

「あの、雷火さん、よかったら私にも卵焼きを」

「……マリアも食べさせて欲しいのか？」

「はい！」

　マリアは食い気味に激しく頷うなずく。

　すると。

「えっ、ずるい」

「ずるくありません」

「でも……あ、だったらわたしも」

「えー、だったらあたしも～」

「雷火。こっちもね～」

　マリアに続いて、シャロ先せん輩ぱい、天華、涙々までもが手を挙げた。

　まさか全員に食べさせろと？

「なぜこうなるんだ國崎？」

「ワハハ、爆ばく発はつしろ」

　俺は助けを求めたが、國崎は笑顔でその手を叩き落とした。




　　　　２




　午後になると、俺たちは自然と遊ぶグループと休むグループの二組に分かれた。

　みんな好き勝手に遊び、疲つかれた人から休きゆう憩けいし、休んだらまた遊びに混ざるという風にぐるぐると、ふたつのグループを行き来しながらこの休日を楽しんでいた。

「ふぅ……」

　俺も少し遊び疲れ、一度休憩するために木こ陰かげのレジャーシートに戻もどった。

　初夏のそよ風が、汗あせばんだ肌はだに心ここ地ちよい。

　俺は仰あお向むけになる。

　空が青い。

　そして、静かだ。

　木の葉が風に揺ゆれる音しか聞こえない。

　大勢の人たちが死んだ直後とは思えない。

　平和な午後。

　そう呼ぶに相応ふさわしいのだろう。

　素す直なおにそう思えないのは、これが神々の記憶操作によって作られた仮かり初そめの平和だからだろうか。

『──はぁ、退たい屈くつだ』

　バロールが愚ぐ痴ちをこぼす。

　享きよう楽らくを愛する魔ま神じんにとってはそうだろう。

　だが過程はどうあれ、平和は平和だ。

　友達と過ごす貴重な時間を、今はただ嚙かみ締しめておこう。

　このあとに待ってる凄せい惨さんな戦いや。

　運命の残ざん酷こくさに押おし潰つぶされないように。

「よう、雷火」

　その時、声をかけられる。

「スサノオ……」

「人前では姫子でいいと……ああ、今は周りに誰だれもいないか」

　訂てい正せいの言葉もそこそこに、スサノオはあくびをひとつ。

「んん、、眠ねむい」

「そうか」

　さっきまで櫛鉈先輩と遊んでいたはずだが、腹が膨ふくれて眠気が限界に達したか。

　彼女は俺の隣となりに腰こしを下ろし。

「ちょうどいい。腕うでを貸せ」

「は？」

　俺が返事をするのも待たず、スサノオはグイグイと人の左腕を引っ張る。

　そうして勝手に人の左腕を枕まくらにして、またたく間に寝ね始めた。

「すぅー……」

「……」

　俺は呆れる。

　こいつはどこまで奔ほん放ぽうな奴やつなんだ。

　よっぽど腕を引っこ抜ぬいてやろうかと思ったが、ガッシリと摑つかまれている。

　そこまでして寝たいのか？

　というか、仮にも俺たちは敵同士だ。

　その目の前で寝るか普ふ通つう？

　俺は眉まゆ根ねを寄せる。

　確かに俺にはスサノオを殺せない。

　なぜなら俺の目的はコイツの殺害ではなく『支配』だからだ。

　そうして無傷で櫛鉈姫子を奪とり返すのが目的だ。

　おまけにこの場には天華ゼウスがいる。

　停戦期間中に監かん督とく者の前で力を使うわけにはいかない。

　……

　……

　それだけか？

　本当に？

　俺は自分に問う。

　俺がここでスサノオに何の手出しもしないのは。

　本当に、そのふたつだけの理由からなのか？

　数日前までは、確かにこの神に対する殺意を抱いだいていた。

　だが、今は？

「すぅ……すぅ」

　細やかな寝息が聞こえる。

　その寝顔は無む垢くで、邪じや心しんが感じられない。

　それは顔が櫛鉈姫子の物だから……だけではないだろう。

　中身スサノオが邪じや悪あくなら、その悪あく辣らつさは表面にも滲にじみ出る。

　そうでないということは……。

　つまり……。

「あぁー！」

　その時、再び声をかけられる。

「マリア？」

「雷火さん、何やってるんですか!?」

「何って」

　俺は答えようとして、自分の現状を改めて鑑かんがみる。

「……何やってるんだろうな？」

「誤ご魔ま化かさないでください！」

　怒おこられた。

　マリアは頰ほおを膨らませ、俺の右隣に腰を下ろす。

　それから俺の右腕を指差して。

「ん」

「……」

　俺が無言で右腕を伸のばすと、マリアは当たり前のように頭を載のせてきた。

　そこでようやく彼女の表情が柔やわらかくなる。

「まったくもう、最近の雷火先輩は少し目を離はなすとすぐこうなんですから」

　いったい何がこうなのか分からなかったが、無む闇やみに反論しないでおく。

『──ウヒヒヒ、両手に花だな』

（そうか？）

『──いいからそのままふたりの胸を揉もめよ。揉み比べようぜ』

（却きやつ下かだ）

『──何でだよ、気になるだろ』

（ならん）

『──お前やっぱりコジローが言ってたみたいに女より男が』

（お前まで何を言ってる）

　俺がウンザリしながらバロールに受け答えしていると。

「うぅん……」

　スサノオが寝返りを打った。

　そのまま俺を抱だき枕にしてくる。

「……ッ！」

　容よう赦しやのないハグに、俺は慌あわてる。

　彼女の体の柔らかい部分が激しく密着していた。

「おいっ、姫子！」

「ん～」

　呼びかけるが、まるで起きる気配がない。

『──ウヒヒヒ、やっぱコイツはイイ体してやがるなァ』

（うるさい！）

　俺はバロールに怒ど鳴なりつけるが、奴は笑うのをやめない。

　と。

「ああ！　何でみんなそうやって抜け駆がけするんですか！」

　スサノオの暴挙に気づいたマリアが悲鳴を上げる。

「マ、マリア？」

「いい加減にしないと私も怒りますよ雷火先輩！」

　そう言いながら、マリアはスサノオに負けじとばかりに俺に体を寄せてくる。

　左右を少女に挟はさまれ、身動きがまったく取れない。

（いい加減にしてくれっていうのは、俺のセリフだと思うんだが？）

『──コジローが聞いたら血けつ涙るいを流すぞ』

　俺は真しん剣けんに困っているんだが……。

　と。

「雷火くん……何してるの？」

　三み度たび、声をかけられる。

「何とも言えませんが、とりあえず助けてください」

「えっと……」
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　シャロ先せん輩ぱいは困った顔をする。

　まぁ、俺も逆の立場だったら同じ顔をするだろう。

　とはいえ、さすがにそろそろ誰かに助けて欲しいのだが……。

「もうっ、姫子ったら！」

　そこへ、櫛鉈先輩という救いの手が差し伸べられた。

「姫子、起きなさい。神しん仙ぜんさんに迷めい惑わくでしょう」

「んあぁ？」

　櫛鉈先輩に強引に引き起こされ、スサノオは半分まぶたを開ける。

　だが完全には目を覚まさず、今度は櫛鉈先輩に抱きつき、再び寝息を立て始めた。

「ああもう、しょうがないわね」

　櫛鉈先輩は苦く笑しようしたあと、俺に向かって軽く頭を下げる。

「スミマセン。姫子が変なことをして」

「いえ、別に。……ほら、マリアももう離れてくれ」

「……はい」

　マリアも渋しぶ々しぶと俺から離れる。

「えっと、それでシャロ先輩は俺に何か用ですか？」

　ようやく落ち着いたところで、俺はシャロ先輩に尋たずねる。

「あっ、うん。よかったら一いつ緒しよにバドミントンしないかなって」

「いいですよ」

　俺は頷うなずいて立ち上がる。

「私も混ぜてください」

　マリアもそう言ってレジャーシートから腰を浮うかす。

　俺たち三人は櫛鉈姉妹しまいを残して移動し、ラケットを持って三角形に並んだ。

「いくよー」

　シャロ先輩がラケットで手を振ふってから、シャトルをポーンと打ち上げる。

「マリアー」

　俺は飛んできたシャトルをマリアの方へ打つ。

「はい。えいっ！」

　マリアはシャトルをシャロ先輩へ返す。

　そうやって、単にシャトルを落とさないようにループさせるだけの遊び。

　それだけなのに意外と楽しい。

　特に屋外だとシャトルが風に煽あおられやすいため、落とさないようにと思うと結構慌てる場面も出てくる。

　そうやってシャトルを追いかけるのに熱中してしまうのだ。

　本当に何の目的もないただの遊びだが、ずっと続けたくなってくる。

　それくらい、楽しい。

　プールの時も思った。

　友達と過ごす休日は、こんなにも楽しい。

　その感情は、俺の十年間を一いつ瞬しゆんだけ忘れさせてくれる。

　胸に穿うがたれたツラさや痛みが和やわらぐのが分かる。

　……。

　……。

　ああ……クソッ。

　こんな。

　こんな……。

　……。

　……。

　こんな時間が……ずっと続けば……。




　ズキンッ




「ッ」

　俺は突とつ然ぜん左目に走った痛みに驚おどろく。

　思わず手で押さえたせいで、俺はシャトルを落としてしまった。

　左目の疼うずきは止まらない。

　ズキン、ズキン、と。

　その疼きが訴うつたえてくる。

　ここに魔ま眼がんがあると。

　戦いは続いていると。

　何も終わっていないと。

　──まだ妹を奪とり返していないと。

　俺を咎とがめてくる。

「雷火くん」

「雷火さん」

　シャロ先輩とマリアが駆かけ寄ってきて、俺を心配そうに見つめてくる。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

「目がどうしたんですか？」

「いや……何でもない」

　俺は平静を装よそおって答える。

　しかし、マリアはまだ心配そうに。

「ケガをしたのでしたら、私の『癒いやし』で」

「……大丈夫だ。問題ない」

　目から手を離してみるが、視力は正常。特に出血もしていない。

　疼きは始まった時と同じく唐とう突とつに消えていた。

　しかし痛みは消えても、原因はよく分からないままだ。

（バロール。今のはお前の仕し業わざか？）

『──はあ？　何のことだ？』

　質問に質問で返された。

　どうやらバロールの悪ふざけではないらしい。

　まぁ、この魔ま神じんはこういう手段で嫌いやがらせするタイプではないが。

「おーい、マリアっちー」

　その時、ふとマリアが大きな声で名前を呼ばれる。

　そちらを見ると、少し離はなれた場所から涙々が手を振っていた。

「何ですかー？」

「ちょっとこっちに混ざってくれなーい？　人数が足らなくてさー」

「あっ、えっと……」

　マリアは俺と涙々たちを交こう互ごに見比べる。

「行ってこいよ。涙々たちも困ってるみたいだし」

「うぅ、そうですね。行ってきます」

　マリアは小さく頷く。

　彼女はラケットをその場に置いて、小走りに涙々たちの方へ駆けていった。

　この場には俺とシャロ先輩だけが残る。

「雷火くん、本当に大丈夫？」

「ええ、ご心配おかけしました」

　俺は軽く頭を下げる。

「さて、どうしましょうか？　ふたりで続けますか？」

「えっと……あっ、ちょっと待って」

　ふとシャロ先輩は会話を打ち切る。

「……？」

　急に黙だまった彼女を怪け訝げんに思いつつ、俺は言われた通り待った。

　一分ほどして、先輩はおずおずと口を開く。

「あの、雷火くん」

「何ですか？」

「お願いがあるんだけど……いいかな？」

「はい」

「えっとね」

　シャロ先輩は言いにくそうに。

「……ブリュンヒルデさんも、雷火くんとバドミントンしたいって言ってるんだけど」

「ブリュンヒルデが？」

　俺は無意識に眉まゆ根ねを寄せる。

　それを見て、シャロ先輩はしどろもどろになって。

「あのね、ずっとわたしの中で見てて、やってみたくなったんだって。だから、そのよければ、ブリュンヒルデさんにもやらせてあげたいんだけど……いいかな？」

「……」

　俺は黙る。

　そして頭の中で、シャロ先輩の言葉を訝いぶかしんでいた。

　彼女の体は彼女の物だ。

　それは間ま違ちがいないことで、ブリュンヒルデはそこに勝手に棲すみついているようなもの。

　シャロ先輩がブリュンヒルデに気を遣つかう理由は微み塵じんもない。

　なのになぜ、彼女は時折あの戦乙女ヴアルキリーの肩かたを持つような発言をするのだろうか？

　ずっと、不思議に思っていた。

「シャロ先輩はなぜ、そんなにブリュンヒルデのことを気遣うんですか？」

「え？」

　俺が尋ねてみると、先輩は首を傾かしげて。

「わたし、そんなに気を遣ってるかな？」

「はい」

「う～ん」

「俺からすれば、先輩は変です」

「そ、そんなに？」

「先せん輩ぱいは」

　俺は一度、言葉を切る。

「神々やつらが……憎にくくないんですか？」

「……」

　シャロ先輩はまばたきをして、少し俯うつむく。

　それから彼女は俯いたまま。

「『神様』のことは……わたしも怖こわいと思うし、憎くないって言ったらウソになるよ」

　でも、と彼女は言う。

「ブリュンヒルデさんは、雷火くんを護まもってくれるから」

「！」

「わたしにはできない、戦うことができる人だから。最初はもちろん怖かったけど、ブリュンヒルデさんのことは……うん、嫌きらいじゃないよ」

　シャロ先輩はそう言って、顔を上げた。

　彼女の目を見て、俺はそれが虚きよ言げんでないと悟さとった。

「……」

　俺はしばし言葉を失う。

　先輩がいわゆるストックホルム症しよう候こう群ぐんにかかっていたなら、それは間違っていると言うつもりだった。

　だが返ってきたのは予想外の答え。

　奴やつが、俺を護れるからだって？

　莫ば迦かな。

　どちらかと言えば、俺が護ってやった回数の方が多い。

　この戦争を勝ち抜ぬくための戦力としては中の下だ。

　けれど、この場合それはあまり関係ない。

　問題はシャロ先輩が。

　正しく自分の意思で、ブリュンヒルデに好意的な判断を下していることだ。

　そして。

　もしかしたら俺自身も。

「……雷火くん？」

　シャロ先輩が、尋たずねるように小首を傾げた。

　俺は一度深く目を閉じて。

　開ける。

「分かりました。先輩がいいと言うのなら、ブリュンヒルデを起こします」

「うん」

　シャロ先輩は頷うなずく。

　俺は魔眼を発動する。

「起きろ、ブリュンヒルデ」

「──ん」

　小さく声を漏もらし、ブリュンヒルデの神格が表に出てくる。

「神仙雷火……！」

　ブリュンヒルデはまず俺の顔を見て、緊きん張ちようするように息を吞のんだ。

「何だ？」

「……」

　返事がない。

　俺は少し待つ。

　けれど、やはりブリュンヒルデは視線を泳がせるばかりで、何も言わない。

　俺は嘆たん息そくし、地面に落ちたシャトルを拾う。

「ほら、向こうへ行け」

「何？」

「何、じゃない。……お前がバドミントンをやりたいと言ったんだろう？」

「……！」

　俺の言葉に、ブリュンヒルデは目を丸くする。

　まるでそんなこと、言われるなんて思ってなかったみたいに。

「やり方は分かるのか？」

「問題ない！　シャルロッテの中でずっと見ていたからな」

　ブリュンヒルデは興奮気味に答える。

　そのはしゃぎようときたら、まるで子供のようだ。

「じゃあ、ちょっとそっちに離れろ」

「うむ」

　俺たちふたりは距きよ離りを取る。

「行くぞ」

「いつでも来い！」

　やたらと気合い充じゆう分ぶんだな。

　俺はブリュンヒルデに向かって軽くシャトルを打つ。

「むっ、来たな。とうっ！」

　ブリュンヒルデは力いっぱいラケットをフルスイング！

「なっ！」

　信じられない速度で飛んできたシャトルをギリギリで受け返す。

「莫迦。もっと軽く打て」

「な、何？　こ、こうか？」

「まだ強い」

「では……このくらいか？」

「俺にちょうど返るくらいの強さでいいんだ」

　何が問題ないだ。

　ブリュンヒルデは慌あわてるとすぐにフルスイングしてくるので、その度たびにシャトルはあさっての方向へ飛んで行ってしまう。

「くっ！」

　その度に俺は飛んだり跳はねたりして返球する羽目になった。

　三人でやっていた時の倍疲つかれる。

　おまけに気苦労も絶えない。

「脚あしを上げるな！　スカートを押さえろ！」

「むっ!?」

『──白か』

　倍どころか３倍疲れる。

　まったくコイツは。

　これが戦場の戦乙女として名高きブリュンヒルデとは。

　彼女が有能だったら有能だったで腹が立つのかもしれないが、それにしてももう少し何とかならないものか。

　これじゃまるで。

　まるで……。

「───」

　俺は目測を誤り、空から振ぶりする。

「フッ、ついに落としたな！」

「うるさい……」

　なぜか勝ち誇ほこるブリュンヒルデに対し、俺は平静を装よそおいつつ心の中で舌打ちする。

　どうかしてる。

　何でそんな風に思った？

　ブリュンヒルデが、まるで〝人間〟みたいなどと。

　少し莫迦で。

　直情的で。

　甘い物が好きで。

　褒ほめられたがりで。

　俺の剣けんになりたいと言った。

　愚おろかな。

　……神。

　神。

　神だ、こいつは。

　支配を与あたえるまで、彼女は俺を殺そうとしていた。

　他ほかの神々と同じように。

　なのに何で、ほんの一いつ瞬しゆんでも、俺は。

「……」

　昨夜から、俺はおかしい。

　相当に参っているみたいだ。

　スサノオのことも、ブリュンヒルデのことも。

　憎めばいい。今まで通りに。

　それが一番、簡単だ。

「どうした神仙雷火？　早く打てっ！」

　こちらの苦く悩のうなど知らないブリュンヒルデが催さい促そくしてくる。

　本当に人の気も知らないで……。

「ああ、クソッ！」

「うわっ！　どこへ打っている！」

　力みすぎてメチャクチャな方向へ飛んでいったシャトルを、ブリュンヒルデが慌てて追いかける。

　少しいい気味だと思い、そのあと莫迦らしくて自己嫌けん悪おに陥おちいった。
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　やがて陽ひも傾かたむく。

　遊び疲れた俺たちもそろそろ寮りように帰ることにした。

「忘れ物は……うん、ナシ！」

　國崎は頷いて、遊具の入ったバッグを肩かたに担かつぐ。

「みんなも忘れ物なーい？」

　天華が最後の確かく認にんをしてから、みんなで家路につく。

「結構遊んだねー」

「帰ったら脚がパンパンかも」

「よくマッサージしないとですね」

　そんな風に雑談しつつ、俺たちは自然公園をあとにした。

　それから駅までの帰路。

「雷火君」

「ん？」

　俺は後ろを歩いていたレオンに呼びかけられ、振ふり返る。

「何だ？」

　少し歩調を落として彼に並んで、尋ねる。

「今日はピクニックに誘さそってくれてありがとう。楽しかった」

「ああ、なんだそんなこと」

　礼を言われるほどのことじゃない。

　そう言おうとしたが、レオンはそれを手で制した。

「そんなことじゃないよ。本当に嬉うれしかったんだ」

　レオンははにかむ。

「今朝、日記を読んで、自分の現状を知って、とても不安になった」

「……」

「でも、こんな僕を友達と呼んで、遊びに誘ってくれる人がいるって知って……雷火君が僕を誘いに来てくれて、とても嬉しかったし──凄すごく安心したんだ」

　俺は黙だまってレオンの話を聞いている。

　彼の言葉は、ひとつひとつ嚙かみ締しめるように響ひびいて、俺の心にスッと染しみた。

「だから、もしかしたら何度も言ってるかもしれないけど、言わせて欲しい──僕と〝友達〟になってくれて、ありがとう」

「ああ……」

　俺は頷く。

「俺も、レオンと友達になれてよかった」




　　　　４




　私──涙々フレイヤは、そんな会話をしている雷火とレオン君をコッソリ見つめていた。

　ふたりは親しげに笑っている。

　そこに浮うかぶのは親愛の情。

　誰だれがどう見ても、ふたりは『友達』だった。

　レオン君の持つ記き憶おく障害を考えれば、それは奇き蹟せきのような関係だ。

　彼はきっと明あ日すの朝にはまた今日のことを忘れてしまう。

　ここで交かわした友情も忘ぼう却きやくする。

　けど、きっと。

　このふたりはその度に何度でも友達になれる気がする。

　少なくとも雷火に、そのつもりがある限りは……だけれど。

「んー、どうしたのるいるい？」

　隣となりを歩いていた天華が私の様子に気づいて尋たずねてくる。

「ううん、別に。ただ──」

　私は雷火たちから隠かくれるように忍しのび笑いを漏もらして。

「──ふたりとも本当に仲がいいなぁと思って」

「雷火くんとレオンくんのこと？」

「そうそう」

「確かに。仲よすぎだよねぇ、あのふたり」

「実は友達以上の関係だったらどうする？」

「えー、嫉しつ妬としちゃーう！」

「おい、聞こえてるぞ」

　その時、私たちのクスクス笑いを聞きつけ、雷火が咎とがめるように声をかけてくる。

　とはいえ、それは本気で怒おこっていない。

　せいぜいが友達同士の悪ふざけを止める声こわ音ねだ。

「あはは、ごめんごめん」

「ごめんなさーい」

「ったく、國崎じゃないんだから」

「えっ？　俺が何なに？」

　そこで國崎が加わって、また雷火をからかう流れになる。

「？」

　同じく当事者のレオン君はキョトンとしながら笑っていた。

　それは私たちが笑っているから、彼も笑っているんだと思う。

　彼にとって雷火は少し特別な友達なのかもしれないけれど──たぶん今日一いつ緒しよに遊んだ私たちのことも、きっと友達と思ってくれている。

　私だってもちろんそう。

　雷火は疑うかもしれないけれど。

　このグループのことを、私はわりと本気で気に入っている。

　男の子たちをからかうのは楽しいし。

　女の子たちとワイワイお喋しやべりするのも楽しい。

　そこにレオン君が加わって、さらに賑にぎやかになるなら大だい歓かん迎げい。

　神話代理戦争に決着がつくまでの仮かり初そめの関係だとしても。

　今はこの友情ごっこを楽しむつもり満々だ。




　今は、まだ──
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　その日の夜。

　俺は自分の部屋で缶かんコーヒーをちびちび飲みながら考え事をしていた。

「……」

　口の中に広がる苦味を舌でゆっくりと味わう。

　そうしながら前まえ髪がみをイジり、俺は昼間のことを考えていた。

　みんなとのピクニックはとてもよかった。

　おかげで気力がだいぶ回復した。

　この調子ならほどなく元の制せい心しん力りよくは戻もどるだろう。

　だが、それにはもうひとつ課題をクリアしなければならない。

　その課題とは、己おのれの内側から生じた問題だ。

　主な原因は、ブリュンヒルデと、スサノオ。

　彼女たちに対する感情の置き所。

　それが揺ゆらぎ始めている。

　かつては憎にくいだけの存在だったはずなのに。

　いつから俺はこんなことに悩なやむようになった？

　夜の遊園地でブリュンヒルデに告白された時からか？

「……」

　別に、それで奴やつらが友達のように大切な存在になったわけではない。

　ただ扱あつかいづらくなった。

　捨て駒ごまとして使い潰つぶすことに、若じやつ干かんの躊ちゆう躇ちよを覚える。

　敵として完全に滅ほろぼしづらく感じる。

　それだけ。

　たったそれだけだ。

　俺の目的はゼウスから天華を奪とり返すこと。

　今後も『支配』の魔ま眼がんを軸じくとした戦略と最終的な目標は変わらない。

　だからこそ、この心の置き場を定める必要があるのだが。

「……チッ」

　簡単には答えが出ない。

　俺が四苦八苦していると……。

『──なあライカ、今夜はこっちからシャロの部屋に夜よ這ばいに行こうぜ。それで昨日の続きをしよう』

「死ね」

　このクソ魔ま神じんだけは通常運転だ。

　コイツに対する評価だけは今も昔も変わっていない。

　ある意味、ブリュンヒルデやスサノオもバロールのようだったら随ずい分ぶん楽だった……かもしれないと思ったが、こんな奴が三さん柱にんもいたら悪夢そのものだ。

　こんな奴は一柱ひとりで充じゆう分ぶん──と、益やく体たいもないことを考えていると。

　コンッコンッ

　部屋のドアがノックされる。

「ん？」

『──シャロか？』

「いや、先せん輩ぱいなら鍵かぎを使って開けるはず……」

　俺は玄げん関かんへ向かい、覗のぞき穴あなから客人の顔を確かく認にんする。

「國崎？」

　俺は相手が一階の友人だと知って、ドアを開けた。

「よっ、雷火。何かしてたか？」

「いや別に。こんな時間にどうした？」

「んーああ、ちょっと話があってよ」

「？　まぁ入れ」

「おう、さんきゅ」

　俺は國崎を招き入れ、リビングに移動する。

「何か飲むか？」

「いや、いいや」

「そうか」

　俺は飲みかけの缶コーヒーをさっと飲み干し、ゴミ箱に捨てる。

　それからテーブルを挟はさんで國崎の反対側に座った。

「そういや夜時間に雷火の部屋って来たことなかったな」

「言われてみれば、そうだな」

　俺は言われて気づいたみたいに頷うなずく。

　夜時間はシャロ先輩たちが部屋にいるので、そもそも彼をこの時間に呼ぶわけがないのだが。

「それで、話って？」

「うーん、えっとなぁ」

　國崎はなかなか話を切り出そうとしない。

「あー……やっぱコーヒーもらっていいか？」

　やっと口を開いたかと思えば、今いま更さらそんなことを言った。

「まあいいが、缶コーヒーでいいか？」

「ああ」

　俺は立ち上がり、ミニ冷蔵庫から缶コーヒーを二本取り出す。

　……何か話しづらいことなのか？

　妙みように話を先延ばしにしている気がする。

　俺は缶コーヒーを國崎の前に置き、もう一度反対側に座る。

　彼はカキッとプルタブを開けて、缶に口をつけた。

「ぷへっ！　ブラックかよ！」

「ウチは基本ブラックだ」

「ったく、雷火は何でもかんでもカッコつけすぎ！」

「？　単に好きなんだが」

「しれっと言いやがって……まあいいや」

　國崎は口くち許もとを拭ぬぐって、缶を置く。

　深く息を吸う音が聞こえ、國崎の視線がチラリとこちらへ向けられた。

「あー、その、何だ」

「さっきから随分言いにくそうだな」

　さすがに焦じれてきて、俺は口を挟む。

「先に断っておくが、さすがに女子部屋に侵しん入にゆうしようなんて誘さそいなら乗らないぞ」

「違ちげぇよ！」

　國崎はツッコミを入れてくる。

「……つーか雷火が冗じよう談だん？　珍めずらしい」

「やけに緊きん張ちようしてるみたいだからな」

　俺と國崎は友達だ。

　なのに、彼がこんなに緊張するなんて……いったい彼の「話」とは何の話なんだ？

「ふぅ……」

　國崎は息を吐はく。

「じゃあまぁ、いい加減率直に訊きくわ」

「ああ」

　俺が頷くと、國崎は意を決して。

「雷火ってさ……マリアちゃんとは、その……つき合ってたりするのか？」

「……何？」

　虚きよを突つかれ、俺は返事に困る。

　國崎は探さぐるような表情で俺の顔を見て。

「だーかーら、マリアちゃんって雷火のカノジョだったりする？　もしくは元カノとか」

「……いや、違ちがう。何度も言ったが、マリアとは同じ施し設せつの出身だ」

「それだけ？」

「それだけだ。強しいて言えば、幼おさな馴な染じみか」

「あ～～～よかったぁ～～」

　俺が答えると、國崎はドッと盛せい大だいなため息をついた。

　彼の額は緊張でやや汗あせばみ、耳は真っ赤になっていた。

「何で俺にそんなこと訊いたんだ？」

　なぜそうなるのか分からず、俺は尋たずねる。

「いや、そりゃ訊くだろー？　雷火とマリアちゃんってやたら親密で、なんかこー特別な関係って感じがするし」

　國崎はそう答えたが、俺の質問の意図とは異なった。

「そうじゃなくて……どうしてそんなことを確認する必要があったんだ？」

「は？　……いやいや、フツーそれ訊く？」

「変か？」

「変っていうか、察してくれよなー」

　國崎はガシガシと頭を搔かき混ぜる。

「…………」

「だぁー！　鈍にぶいなお前は！」

　國崎は大おお仰ぎように天てん井じようを見上げ、叫さけぶ。

「だから、俺はマリアちゃんのことが好きなんだよ！」

「……！」

　俺はポカンと口を開けた。

　國崎が、マリアを……好き？

「お前、そうだったのか？」

「いや、そこまで驚おどろかれると俺も反応に困るんだが……」

「スマン。確かに異性に対して積極的なのは知ってたが、マリアのことが好きだったとは気づかなくて」

「あーうん……まぁ、節操ないよな俺って」

「あっ、いや、そういう意味で言ったわけじゃ」

　お互たがいしどろもどろになってしまう。

　これじゃ話が進まない。

「コホンッ……ま、まぁ、話は分かった」

　俺は咳せき払ばらいをして話を戻もどそうとする。

　が、國崎はすでに俺に確認したいことを確認したのだ。

　ここから何を話せばいいのか、俺にはまったく分からなかった。

「……」

「って、雷火ーそこで黙だまらないでくれよ！　いたたまれねぇよ！」

「スマン」

「だーかーら、謝るなって」

「しかし、何を話せばいいのか……」

「あー……じゃあ、そうだな。あれだ、恋こいバナしよう恋バナ」

「恋バナ？」

「そ。男同士で深夜に恋バナ」

　國崎は冗談っぽく笑った。

「で？　雷火はシャルロッテ先せん輩ぱいのこと好きなのか？」

「ブッ！」

　不意打ちの質問に俺はコーヒーを噴ふき出す。

「國崎の話をするんじゃないのか!?」

「恋バナなんだから雷火のも聞いとかないと不公平だろー」

「そ、そうか？」

「そうそう」

　完全に話が國崎のペースだ。

「いつの間にか雷火と先輩ってだいぶ親しくなってたよな」

「そうかもしれないが……」

「ぶっちゃけどうなんだよ？　雷火と先輩って、もうそういう特別な関係なのか？」

「……！」

　國崎の質問に、俺はつい視線を横へ滑すべらせる。

　目に入るのは自分の部屋のベッド。

　つい先日、そこでシャロ先輩を押おし倒たおしたことを思い出す。

　あの時の先輩の声と表情が脳のう裏りをよぎる。

　瞬しゆん間かん、顔から火が噴き出しそうになり、俺はベッドから顔を背そむけた。

　一人芝しば居いをする俺に國崎が首を傾かしげ。

「雷火、なーんか挙動不ふ審しんじゃね？」

「そんなことない」

「いーや、絶対何かあったろ」

「ない。絶対にない」

「なんだよ喋しやべれよー。でないと恋バナになんねーだろー」

「知るか」

「……」

「……」

「いいから吐け！　照れ屋か！」

「しつこい！」

　國崎が摑つかみかかってきたので俺も応戦する。

　くだらない争いが数分続き。

「ぜぇ、ぜぇ、お前ホント口が堅いな」

「ぜぇ、國崎の方が、ぜぇ、しつこい」

　お互い無む駄だに息を切らし、暴れるのをやめる。

「つーか今度こそノド渇かわいたわ。コーヒー以外ない？」

「水くらいしかないな」

「じゃあそれでいいや」

　ふたり分のミネラルウォーターを取ってきて、しばし小休止。

　で。

「まぁ、なんか、今の態度で先輩がまだ雷火のカノジョじゃないのは分かった」

「分かってくれて嬉うれしいよ」

　実際その通りなので、俺はテキトーに返事する。

「じゃあさ、雷火はシャルロッテ先輩のこと好きなの？」

「……また話を戻すつもりか？」

「違うって。好きかどうかは雷火の気持ちの問題だろ」

「……」

　男女の、好きとか、嫌きらいとか。

　そういう感情があることは知ってる。

　だが。

「考えたこともない」

「何で？」

「………………俺にはやるべきことがあるからだ」

　神々を殺し、妹を救い出す。

　それが俺の最優先事じ項こうだ。

　そのために血ち反へ吐どを吐き、力を身につけた。

　そして、ついに妹を見つけ出した。

　……なのに、未いまだに俺の手は妹に届かない。

「だから、恋れん愛あいなんかにうつつを抜ぬかしている暇ひまは、ない」

「ふーん……」

　國崎はよく分からないといった顔で相あい槌づちを打つ。

　それから、ニッと笑って。

「それじゃあ、恋バナは雷火のそのやるべきことってのが終わってからだな」

「……」

「それでよー、俺の話なんだけど」

　國崎は話を切り替かえる。

「マリアちゃんって何か好きな物とかある？」

「確か、和風の細工物が好きだったはずだが……それが？」

「そんなのプレゼントするに決まってるだろ」

　國崎は笑う。

「雷火とマリアちゃんが恋こい人びと同士じゃないなら、俺も遠えん慮りよせずに告白できるしな！」

　國崎がマリアに告白。

　そうか、ここまでの話の流れからすれば当然そうなるのか。

　……

　……ん？

　……あれ、何だろうか。

　少し、モヤッとする。

『──ウヒヒヒ、思ったより独どく占せん欲よくの強い奴やつだな』

（誰だれがだ）

『──お前だよお前。今、ちょっと心が揺ゆらいだろ』

（揺らいでない）

『──ウソつけ。マリアちゃんをほかの男に奪とられたくないか』

（黙れキサマ）

　俺はバロールの戯たわ言ごとを一いつ蹴しゆうする。

　しかし、それでもまだ胸の内はモヤモヤしたままだ。

　マリアは同じ施し設せつで育った幼おさな馴な染じみで。

　俺のためにこんな島にまでついてきてくれた頼たよりになる仲間。

　それだけのはず。

　それ以上でも以下でもない、俺の大切な。

　大切な、マリア。

「あっ！　でも告白の前にデートしたいな！　なあ雷火」

「何だ？」

「こうなったら明日あしたマリアちゃんとシャルロッテ先輩も誘さそって、四人で出かけようぜ。で、上う手まいことふたりずつに分かれよう」

「何でそんなこと」

「俺がひとりでマリアちゃん誘っても断られんじゃん。頼たのむぜ親友～」

「いや、それで何で先輩まで誘う必要が」

「ん？　いやほら、雷火だけひとりでいなくなるのも不自然だろ。ついでに雷火も先輩とデートできて、一石二鳥じゃん」

「だから俺は今はそういうことは」

「なあ～頼むよ～」

「だから」

　國崎は俺に絡からみつくように、頼むよ～、と連呼してきた。

　しばらく押し問答が続く。

「……悪いが、そういうのは自分で誘ってくれ」

「ちぇ～」

　十分ほど断り続けて、ようやく國崎は諦あきらめる。

　まあ、とりあえず断れたことに安あん堵どするが。

　一方で、逆になぜそこまで頑かたくなに彼の頼みを断ってしまったのか、その理由については、最後まで俺の中で言葉として形にならなかった。








第三章　破は滅めつの足音
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　日曜日。最後の停戦日は何事もなく過ぎた。

　無論それは嵐あらしの前の静けさであり、俺は月曜日からの戦いに備え、体を休めることに努めた。







　月曜日。

「おはよう」

　俺は学園へ登校し、いつも通りの挨あい拶さつをして、席につく。

　行ぎよう儀ぎよく並べられた机。

　ＨＲホームルーム前のざわめき。

　クラスメイトたちの会話。

　それは一見して臨時休校前と変わらない教室の姿。

　だが……違ちがう。

　休校前より減った机の数。

　人が減った分だけ広くなった教室。

　そのことをまるで話題にせず、休みの間に何をしていたという話題で談だん笑しようするクラスメイトたち。

　すでに散々思い知っていたが、やはり誰も何も覚えていない。

　この教室だけで、十人も生徒がいなくなったのに。

　それに気づいているのは五人だけ。

　俺、涙るい々るい、マリア……それに天華ゼウスに姫子スサノオ。

　マリアも一度神々の記き憶おく操作を受けたが、その後に俺が改かい竄ざんされた記憶について補完している。

　その記憶の補完作業の過程で、神々が行った記憶操作の内容も分かった。

　主に消されたのは神しん冥めい裁さい判ばんの夜の記憶及および、死亡した人間に関する全記憶。

　死んだ生徒は「最初からいなかったこと」にされ、死んだ教師については、その教師の担当教科を「別の人間が担当していたこと」にされている。

　俺とマリアの記憶の齟そ齬ごを確かめた結果、各教科の担当教師が半分も違っていた。

　さらに机椅い子すの数や生徒名めい簿ぼも一新され、出席番号も一から割り振ふり直されている。

　これも改竄された記憶との矛む盾じゆんを消すための措そ置ちだろう。

　ほかにも細かな変化がいくつも見られる。

　まったくもって念入りな配はい慮りよだ。

　俺も元の記憶がなければ、この教室は「最初からこうだった」と信じて疑わなかっただろう。

「はーい、お待たせ～」

　ほどなくして、担任の匣はこノの木ぎ先生が教室に現れる。

　いつも通りに気け怠だるげな姿と態度で。

　前と何も変わらない。

　……アイツは、死んだ生徒たちのことを覚えているのだろうか？

　ゼウスは、物的証しよう拠この隠いん滅めつは聖餐管理機構エウカリステイアに手伝わせる、と言っていた。

　名簿の変へん更こうや整理には、神々に改竄される前の記憶が必要だ。

　つまり、今回の隠いん蔽ぺい行こう為いに手を貸した聖餐管理機構エウカリステイアの職員……全員ではないかもしれないが、一部の職員には記憶操作が行われていない可能性が高い。

　匣ノ木竜りゆう斗とはその一部の職員に入っているのだろうか？

　こうして見る限りの態度からでは分からない。

　だがもしも、何もかも覚えていて。

　それでもなお、今まで通りの態度を取っているのだとしたら。

　普ふ通つうではない。

　狂くるっている。

「……」

　俺はまぶたを閉じて、気持ちを落ち着かせる。

　今のはただの妄もう想そうだ。

　実際、記憶を失っていない職員はいると思うが、それが匣ノ木先生とは限らない。

　またそれをわざわざ確かめるメリットもなければ、リスクも高い。

　だから、このことについて考えるのは無意味だ。

「それじゃあ今日のＨＲホームルームはここまで～」

　匣ノ木先生はそう言ってＨＲホームルームを終える。

　と──その目が一いつ瞬しゆん、こちらを向いた気がした。

「……？」

　担任はそのまま教室を出て行った。

　単なる気のせいかもしれなかったが、なんとなく引っかかる。

　その時、ふと隣となりの席のマリアが立ち上がる。

「雷らい火かさん、少しお話が」

「話？　今すぐか？」

「はい。あとできれば、涙々さんも一いつ緒しよに」

「んー私ー？」

　マリアは俺だけでなく、涙々にも声をかける。

　この面子メンツは……。

　俺は彼女の意図を察する。

「シャロ先せん輩ぱいも呼ぶか？」

「いえ、とりあえずこの三人で」

「分かった」

　そこで國くに崎さきが俺たちのやり取りに気がつく。

「あれ？　三人でどこ行くんだよ」

「ちょっとな。内ない緒しよ話ばなしだ」

「えー、何だよそれー俺も混ぜてくれよ」

　國崎は不満そうに口くち許もとをへの字に曲げる。

「内緒話だって言ってるだろ。心配しなくても、変な話じゃないよ」

　俺は土曜日の國崎の話を思い出し、そうつけ加える。

「ふーん、まぁそっか」

　國崎はまだ不満そうだったが、それで浮うかしかけた腰こしを下ろした。

「……」

　天てん華かはこの面子の意味に気づいているようで、何も言わない。

　俺たちはふたりの視線に見送られながら教室を出て、人ひと気けのない場所まで移動した。

「それで、何があったマリア？」

「学園に異変が起きています」

　俺の率直な質問に、マリアも端たん的てきに結論から述べた。

「異変？」

「はい。正確には学園の地下に──ここに異常な量の魔ま力りよくが集積されています」

「魔力が集積……？」

　それを聞いて、俺はマリアが涙々を呼んだ理由に納なつ得とくする。

　涙々フレイヤは卓たく越えつした魔ま術じゆつの神だ。

　事が魔力の異常事態についてならば、彼女に意見を求めるのは理に適かなっている。

「涙々もマリアの言う魔力の異常は感じているか？」

「まあね。朝から肌はだがピリピリしてたし」

　涙々は気怠げに首しゆ肯こうする。

「何て言えばいいのかなー……オシリスがこの島を冥めい界かい化したじゃない？　あの儀ぎ式しきの余波で溢あふれた島中の魔力が一点に集められてる感じ」

「オシリスの……」

　俺は前まえ髪がみをイジり、考え込む。

　オシリスはすでに無力化されている。

　彼女の神しん冥めい裁さい判ばんは、全島民が死し滅めつする前に打ち破った。

　だがある意味でそれは、神しん冥めい裁さい判ばんという儀式自体が中ちゆう途と半はん端ぱな形で終わったということでもある。

　そのせいで本来神しん冥めい裁さい判ばんで消費されるはずだった魔力が島内に残留したとすれば。

　それを利用し、何かをしようとしている奴やつがいる？

　そこまで考えて、ひとつの結論に到いたる。

「意図は不明だが、そんなことが可能な容疑者は一柱ひとりしかいない」

「誰だれ？」

「オシリスの心臓を抉えぐった例の神格適合者だ」

　涙々の質問に俺は答える。

「推論ではあるが、奴の正体はマヤ・アステカ神話の神だ。そして、マヤ・アステカ文明において、心臓は重要な意味を持つ」

　マヤ・アステカ文明では大規模な生いけ贄にえの儀式が盛さかんだった。

　彼らは沈しずんだ太陽が再び昇のぼるには生け贄が必要であると考え、毎日のように儀式を行ったとされる。

　特に心臓は太陽に捧ささげる重要な物であり、夜の邪じや悪あくを清める神聖な物だった。

「奴はオシリスの心臓を抉ると同時に、そこから彼女の保有する魔力や、あるいは神しん冥めい裁さい判ばんそのものの権限を奪うばい取ったのかもしれない」

「そんなこと可能かしら？」

　涙々が口を挟はさむが。

「無論、違う可能性もある。だが、奴が犯人である可能性が最も高く、最も危険だ。であれば、手を打っておく必要がある」

「けどなぜ、その魔力を島の中心──学園に集めたのでしょうか？」

「確かに謎なぞね。そんなの、私たちに気づいてって言っているようなものだわ」

　マリアの意見に涙々も同意を示す。

　これには俺もしばし考える時間が必要だったが。

「あるいは敵は、この学園を神しん殿でんに見立てているのかもしれない」

　かつての生け贄の儀式は神殿の最上段で行われた。

「この学園は島の一番高い場所に建てられている。マヤ・アステカの神格適合者が何をするつもりにしても、ここが最もその目的に適した場所なんだろう」

「なるほどね」

「その通りだと思います」

　涙々とマリアは納得する。

（バロール。お前は何か意見はあるか？）

『──いいや。知識を持っているのはお前だ。その辺りの判断は任せるさ』

　珍めずらしく謙けん虚きよなことを言い、バロールはそれ以上何も言わない。

　ひとまず意見は纏まとまった。

　では、具体的に何をするかだが。

「その意図はともかく、コトを起こす場所は間ま違ちがいなく学こ園こだ」

　前回は取り逃にがしたが、今度こそ逃がさない。

　次こそは必ず斃たおす。

「今夜、総力を以もつてマヤ・アステカの神格適合者に奇き襲しゆうを仕し掛かける」
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　私──櫛くし鉈なだ撫なで子こはその日の放課後も、妹の姫ひめ子こを迎むかえに一年生の教室に向かった。

「姫子」

　私は机に突つっ伏ぷして寝ねている妹に声をかける。

「んむ……おはよう、撫子」

　寝ぼけ眼まなこを擦こすり、姫子は私を見上げた。

「おはようじゃありません。また居い眠ねむりして」

　この子がちゃんと授業を受けているのか心配になる。

　私は怒おこっているのに、姫子は相変わらず目をショボショボさせて、

「そうは言っても、眠いものは眠い」

　と、悪びれもせずに答えた。

「もう……」

　私はそれ以上怒るのを諦あきらめる。

　それから、視線を近くの神しん仙ぜんさんに移して。

「神仙さん、姫子は授業中も寝てたりしませんか？」

「えーと……」

　彼は困ったように言葉を濁にごす。

　その表情で充じゆう分ぶん答えになっていて、私はため息をつく。

「もう、姫子ったら」

「すぅー……」

　気がついたらまた寝ているし。

　本当に……帰ってきてから、すっかり不良になってしまって。

「櫛鉈先輩」

「はい？」

　神仙さんに話しかけられ、私は視線を彼に戻もどす。

「どうかしましたか？」

「いえ、別にたいしたことではないのですが」

　彼は少し声を潜ひそめて。

「最近、何か変わったことはありましたか？」

「変わったこと……ですか？」

　私は問われて、思わず姫子をチラリと見る。

　……変わったことなんていくらでもある。

　姫子の口調。

　姫子の性格。

　あの生徒連続失しつ踪そう事件から無事に帰ってきて以来、姫子は変わってしまった。

　それこそまるで……中身がナニカと入れ替わってしまったみたいに。

「……っ」

　瞬しゆん間かん、ブルリと体が震ふるえ、私はそれ以上考えることをまたやめた。

　だって、姫子が、実は、無事でも何でもないんじゃないかなんて。

　そんなことは考えたくない。

　だから、これからも考えない。

　だって、姫子はそこにいるのだから。

　口調や性格が違ちがうなんて些さ細さいなこと。

　私の隣となりにいて、一いつ緒しよにいてくれるなら、それ以上のことは望まない。

「さあ……何も思いつきません」

「そう、ですか」

　私の返答に、神仙さんは若じやつ干かん目を伏ふせる。

　彼はもっと何かを訊ききたそうにしていたが、私はもうこれ以上訊かれたくなかった。

「ごめんなさい。私たちはそろそろ帰りますね」

　私はそう言って、また眠り始めていた姫子を強引に起こす。

「ほら、姫子。帰りましょう」

「んん～、だが、眠いぞ」

「早く起きないと晩ご飯抜ぬきにするわよ？」

「……！　分かった分かった」

　姫子は仕方なさそうに答え、あくびをする。

　それから適当にカバンを持つと、神仙さんに向けて口角をニッと吊つり上げて。

「またな、雷火」

「……ああ」

　姫子の言葉に神仙さんは少し眉まゆを顰ひそめた。

「……？」

　普ふ通つうの挨あい拶さつのようだったけれど、どうしたのかしら？

　と、私が小首を傾かしげている間に、姫子はさっさと行ってしまう。

「あっ、待って姫子！　それでは神仙さん、また明日あした」

「はい」

「ああもう待ちなさい姫子！」

　姫子がドンドン先に行ってしまうので、私は神仙さんの返事も待たずに小走りに教室を出る。

　姫子はもう何メートルも先に行っていた。

　以前は私を置いて先に行くなんてこと絶対にしなかった。

　妹はいつも私の後ろからついてきていたのに……。

「……っ！」

　私は脳のう裏りをよぎった考えを振ふり払はらい、急いで姫子に追いつく。

「もうっ、待ってってば」

「ん？　おう、悪い悪い」

　姫子は謝って、やっと私に歩調を合わせてくれる。

「もう……」

　さっきから何度目の、もうっ、なのかも分からない。

　私が膨ふくれていると、不意に姫子が、

「撫子」

　と、私の名前を呼んで、いきなりカバンを奪った。

「ひ、姫子？」

「今日のカバンは重いだろう。持ってやる」

　確かに今日は時間割の関係でいつもよりカバンが分厚い。

　そのことに姫子は気づいて、私のカバンまで持つと言ってくれたのだ。

「でも、それじゃあ姫子が疲つかれるでしょう？」

「これくらい屁へでもない」

　女の子らしからぬ口調で、姫子は問題ないと答える。

「……もうっ、もう少しその口調を女の子らしくしなさい」

「嫌いやだ」

　姫子はぶっきらぼうに言う。

　私はまた、もうっ、と言ってしまった。

　でも、少しホッとしている。

　やっぱり姫子はやさしい姫子のままだ。

　そう思うと、安心した。







　私たちは少し買い物をしてから北寮りようへ帰った。

　姫子は本当は西寮なのだけれど、今は外がい泊はく申しん請せいを取らせて私の部屋に泊とめている。

　またこの子がいなくならないか心配だからそうしているのだけれど、さすがにそろそろ寮監に怒られるかもしれない。

　けれど、まだしばらく姫子と離はなれたくないとも思う。

「うーん……」

　さらに外泊申請を延ばす方法を考えつつ、私は買ってきた食材を部屋の冷蔵庫に入れた。

　この部屋の冷蔵庫は元々ひとり用の小さなサイズなので、ふたり分の食材を入れるとすぐにいっぱいになってしまう。

　姫子が私の手料理が食べたいと言ってくれるから、作るのはあまり苦にならない。

　ただこの生活を続けるなら、そろそろ冷蔵庫は買い換かえるべきかもしれない。

　そう思いながら、私は今日の夕飯を作る準備を始めた。

「すぅー」

　くぅー

　後ろからは姫子の寝ね息いきとお腹なかの虫が鳴く音が聞こえる。

　眠って、眠って、食べて、眠って。

「まるで子供に戻ったみたい」

　私はクスッと笑い、料理を続ける。

「んん～」

　ちょうど夕飯時になると、姫子は自然と目を覚ました。

　それから開口一番。

「飯は？」

「はいはい。できてるわよ」

　私はエプロンの紐ひもをほどき、料理をお皿に盛ってテーブルへ運ぶ。

「いただきます」

「はい。どうぞ」

　私が言うと、姫子は勢いよくご飯を食べ始める。

　何度も𠮟しかったので、最近はようやく手て摑づかみをしなくなった。

　まだ箸はしの扱あつかいが雑だけれど、まぁ、それは別にいい。

「姫子、美お味いしい？」

「んむ」

　姫子は頷うなずきながらも食べるのをやめない。

　これだけよく食べると作るのも大変だけれど、嬉うれしいことに変わりはない。

　むしろ前より健けん啖たんになったのはよいことかもしれない。

　去年ずっと家から出なくなっていたせいか、この島で再会した頃ころにはすっかり食も細くなってしまっていたから。

　そんなことを私が思っていると。

「おかわり」

　姫子はそう言って、お茶ちや碗わんをこちらに差し出してくる。

「はいはい」

　私は思わず口くち許もとを緩ゆるめて、妹のお茶碗を持って立ち上がった。







　やがて食事と食休みも終わり。

　私たちはお風ふ呂ろに入っていた。

「姫子、ちゃんと肩かたまで浸つかりなさい」

「そうは言ってもな、狭せまい」

「文句言わないの」

　私は湯船の中で姫子の肩を後ろから抱だき締しめながら言った。

　この歳としになって姉妹しまいで一緒にお風呂に入るのもおかしいけれど、こうしないと姫子はすぐにお風呂をサボろうとするので仕方ない。

　これでも最初は口で注意していたのだけれど、言っても聞かないので実力行使に出た。

　以来、毎日ふたりでお風呂に入るようになっていた。

「姉あね御ご殿どのの胸が背中に当たる」

「そう」

「もう出てもいいか？」

「ダメ」

「むう……」

　姫子はブクブクとお風呂で泡あわを立てる。

　それから私が妹の背中を流す。

「最近、少し筋肉がついてきたわね」

「そうか？」

「前はもっとぷにぷにしてたのに」

　私は姫子の二にの腕うでを洗いながら呟つぶやく。

「こういう己オレは嫌か？」

　姫子が肩かた越ごしに振り返り、尋たずねてきた。

　私はしばし迷ってから、少し笑って。

「そんなことないわ。むしろ健康的でよいことよ」

「そうか」

　姫子は頷き、

「なら、いい」

　安心したように、そう呟いた。

　私が嫌きらいじゃないと答えたことに喜んでいるのだろうか？

　だとしたら、私も安心する。

「それに姫子のここはちゃんと女の子らしく成長してるから大だい丈じよう夫ぶよ」

　私はちょっとふざけて、妹の胸を後ろから寄せ上げる。

　それに姫子は少し嫌そうな顔をして。

「己オレはあまり好きじゃないな。邪じや魔まになる」

「そんなこと言って、その内お姉ちゃんよりも大きくなるんじゃないの？」

「あっ、揉もむな」

　そのまま私たちはしばらくの間じゃれ合った。

　それから私も体を洗い、また姫子と一いつ緒しよに湯船に浸かって温まったあと、お風呂から上がった。

「姫子、いらっしゃい」

「ん」

　私は姫子を呼び、ドライヤーで髪かみを乾かわかす。

　これも放ほうっておくと、妹はそのままにしてしまうのだ。

　だから私がやってあげている。

　姫子も自分ではやらないが、私が世話を焼くことには抵てい抗こうしなかった。

「……」

　姫子は私に髪をイジられながら窓の外を眺ながめている。

　最近、夜になると姫子は外を眺めていることが多い。

　昼間のように眠ねむることもなく、ただずっと外を見ている。

「……」

　その横顔を見ていると、私は不安になる。

　姫子の気持ちは、常にここではないどこかにあるように感じてしまうから。

　彼女が本当に求める物はこの部屋に。

　私の許もとにはないと言われている気がして。

　どうしようもなく、怖こわくなる。

「はい。終わったわよ」

　髪を梳とかすところまで終わらせ、私は姫子の背中をポンと叩たたく。

　それから姫子は立ち上がって、新しい制服に着き替がえた。

　私と同じ部屋着もあるのだけれど、姫子はあまりそちらを着たがらなかった。

　それはまるでいつでも部屋から出て行けるように準備しているみたいで。

　姫子が制服を着る衣きぬ擦ずれの音に、私は心の中で怯おびえてしまう。

　気がつけば、ずっとこんな調子。

　姫子の一挙手一投足に、

　安あん堵どしたり。

　不安になったり。

　そればかり。

　でも、そのことを直接姫子に言うのも怖くて。

　神仙さんたちに不安を吐と露ろするのも怖くて。

　姫子は無事に私のところに帰ってきてくれた。

　ただそれだけを信じて。

　縋すがって。

　祈いのっている。

　どうか。

　どうかもう二度と姫子がいなくならないように、と。

　そう祈っていた……のに。

「……やはり、己オレには堪こらえ切れんか」

　不意に、姫子が小声で呟くのが聞こえた。

「！」

　私は顔を上げる。

　姫子はちょうどキッチンのシンクにコップを置いたところだった。

　水を飲んでノドを潤うるおした姫子はこちらを振ふり返り。

「姉御殿。少し外に散歩に行ってくる」

「え？　そ、外って。こんな時間に？」

「ただの気晴らしだ。先に寝ねていてくれ」

「あっ、ちょっと待って、姫子！」

　私は慌あわてて呼び止めるが、姫子は待たない。

　そのまま玄げん関かんから出て行って、扉とびらを閉めてしまう。

「……！」

　私は急いで部屋着を脱ぬぎ捨て、制服に着替えた。

　早くしないと姫子が外に……。

　外。

　外？

「？」

　なぜか急に思考にノイズがはしる。

　この寮りようは夜の門限に厳しい。

　当然、夜間の外出も禁止されている。

　だから、夜時間に外へ出ようなんて、今まで一度も思いつきもしなかった。

　もちろん、それが寮則だから従っていたのだけれど。

　けどまるで……今の今まで、寮の外に出るという概がい念ねんそのものを忘ぼう却きやくしていたような。

　そんな奇き妙みような違い和わ感かんがあった。

　その違和感のせいなのかは知らないけれど、変な頭痛もする。

　でも、頭の痛みになんか構っていられない。

　だって姫子がまた……またどこかへ行こうとしているのだから。

「姫子！」

　私は部屋を出て、廊ろう下かを走る。

　姫子の姿はすでにどこにも見当たらなかった。

　私は急いで一階に下りる。

　玄関前のエントランスにも人ひと影かげはない。

「あのっ、妹が、姫子がここを通りませんでしたか？」

　私は玄関傍そばの寮監室に向かい、早口に尋ねた。

「何言ってる？　夜は外出禁止だ。誰だれか来たら呼び止めている」

「そう、ですよね……」

「君も外に出ようとするんじゃないよ」

　寮監の先生に追い返され、私は廊下をトボトボと歩く。

　姫子は玄関から出ていない。

　なら、私と入れ違ちがいに部屋に帰った？

　……違う。

　きっと玄関以外の出口から外に出たんだ。

　私はエントランスの掲けい示じ板ばんに貼はられた寮の案内図を確かめる。

　すると、食堂脇わきの廊下に裏口があるのを見つけた。

　私は足早に裏口に向かった。

　途と中ちゆう、誰にも見つからないように慎しん重ちように移動して、裏口の前まで来る。

　裏口のドアは鍵かぎが開いていた。

　やっぱり姫子はここを使ったんだ。

　確信するとともに、ドアノブに手をかける。

「ッ！」

　すると、ズキンッ、と鋭するどい痛みが私を襲おそった。

　まるで頭の中を茨いばらの輪で締しめつけられているような。

　私が寮の外に出るのを咎とがめているような痛みだ。

　さらに、段々と、私の中から外に出たいという欲よつ求きゆうが失われていくのが分かった。

　それどころかこのドアの向こうに外がある、という事実すら霞かすみがかかったようにボンヤリと忘れていく。

　あと少ししたら、完全に外のことを忘れて。

　私が何でここにいるのかも分からなくなりそうだ。

　……冗じよう談だんじゃ、ない！

　この向こうには姫子がいる。

　ここでジッとしていたら、また姫子がどこかに行ってしまう。

　その恐きよう怖ふが、私を突つき動かした。

　私はドアノブを回し、外に出る。

　寮の外に出た瞬しゆん間かん、私は頭痛から解放された。

「はっ……はっ……」

　急に苦痛から解放され、私は胸を押さえて呼吸を整える。

「……」

　寮の外は、特別おかしくなどなかった。

　窓から見る夜の風景。

　それと同じ物が広がっている……気がした。

「……！」

　私は名状しがたい悪お寒かんを覚え、肩かたを震ふるわせる。

　何もおかしなところなどないのに。

　どう見てもただの『夜』なのに。

　何でこんなに怖いんだろう？

　けど、ここでジッとしているわけにもいかない。

　妹はきっとこの『夜』のどこかにいる。

　嫌いやな予感がした。

　こんな『夜』の世界に姫子を放ほうり出したら。

　きっと取り返しのつかないことになる。

　そんな気がした。

「ッ！」

　私は、この『夜』から妹を奪とり戻もどすために全力で走り出した。




　　　　３




　夜時間。午後九時頃ごろ。

　俺たちは敵がいつ現れてもいいように、学園付近で待ち伏ぶせていた。

「学園内の魔ま力りよくに動きがあったわ」

「よし」

　俺は涙々の言葉を聞き、小さく頷うなずく。

　敵が何をするつもりにしても、集めた魔力を利用するのは間違いない。

　溜ため込んだ魔力を動かせば、当然反応がある。

　その反応を涙々に探さぐらせていたが──ついにその時が来たらしい。

　この場にいるのは俺、涙々、ブリュンヒルデ、レオンの四人。

　この四人で敵を奇き襲しゆうし、無力化する。

　神しん冥めい裁さい判ばんの時のようなことには絶対にさせない。

　今度こそ、敵に何もさせずに斃たおす。

　マリアの『祝福』はすでに受けている。

　俺は二丁の銃じゆうを取り出し、もう一度三さん柱にんを振り返る。

　全員、戦う準備は整っていた。

「ブリュンヒルデ、レオン、行くぞ。涙々は手て筈はず通りに進めろ」

「はーい。雷火たちが敵をグラウンドに追い込んだら『レガリア』を起動すればいいのね？」

「そうだ」

　学園には英えい霊れい宮きゆう殿でんに置ち換かんできる校舎があり、涙々の『レガリア』を使う条件は整っている。

　彼女の英霊軍で包囲すれば、敵を取り逃にがすこともないだろう。

「『レガリア』を使うタイミングは任せる。状じよう況きようを見て判断しろ」

「了りよー解かい」

　涙々は頷き、ここから別行動を取る。

　一方、俺たちは校門を一気に飛び越こえ、学園内へと侵しん入にゆうした。

　以前はグラウンドで涙々と戦ったが、今回の目的地は屋上だ。

　マヤ・アステカの神格適合者がこの学園を神しん殿でんの見立てに使っているのなら、その儀ぎ式しきは神殿の最上段──つまり校舎の屋上で行うはず。

　俺たちは静かに扉の鍵を壊こわし、屋内へ侵入する。

　階段をのぼり、屋上へ。

　屋上へ通じるドアの前で、いったん停止する。

「おそらくこの先に敵がいる」

「うむ」

　ブリュンヒルデは剣けんの柄つかを握にぎり締める。

「万が一、誰もいなかった場合は一度校舎内に身を隠かくす。その後はフレイヤと合流し、四人で周囲を索さく敵てきする」

　俺はこれからの行動方針を確かく認にんする。

　と、そこでレオンが。

「でも、それだと奇襲にならなくない？」

「残念ながら、屋上にいなかった時点で俺たちの存在に気づかれた可能性が高い。それでも四対一の優位を盾たてに敵を探し出して正面から斃す」

「見つからなかったら？」

「その場合はこの地に集められた魔力を散らすか、あるいは利用する。最低限、敵の目的を挫くじくのが目標だ」

「分かった」

　レオンは頷く。

「じゃあ、レオン。頼たのむ」

　俺が促うながすと、レオンは曲刀シミターを構えた。

　そして、ヒュインッ、とドアの鍵だけを破は壊かいする。

　それからなるべく音を立てずに、しかし素す早ばやく屋上へ出て、銃を構えた。

　俺は正面。

　ブリュンヒルデは左。

　レオンは右。

　三方向を確認する。

　敵を視認した瞬間、合図をするはずだった。

「……！」

　だが、俺は一いつ瞬しゆん、判断を鈍にぶらせる。

　敵は、いた。

　しかし、想定していた敵の姿とは異なっていた。

「応おう、雷火。会えて嬉うれしいぞ」

　そう言って、敵──スサノオは嬉しそうに笑った。

「スサノオ……なぜここに!?」

　ここにはマヤ・アステカの神格適合者がいるはず。

　それがなぜ、スサノオと入れ替かわっている？

「ただの散歩だ」

　驚きよう愕がくする俺に対し、スサノオはあっさりと答えた。

　その口調にウソはなく、この邂かい逅こうが本当にただの偶ぐう然ぜんであると告げている。

　おそらく、スサノオはここへ偶たま々たま通りがかり……彼女の接近に気づいたマヤ・アステカの神格適合者は、一時的に屋上から身を隠したのだろう。

　そうとは知らずに俺たちは屋上を目指し。

　ご覧の通りスサノオと鉢はち合あわせる結果となった。

　偶然にしても不運過ぎる。

『──ライカはツキに見放されているな』

　バロールがおもしろがるように笑う。

　こちらは笑い事ではない。

　よりにもよってスサノオ。

　こんな時、一番出会いたくない奴やつが……。

「運よく出会えたのは重ちよう畳じよう」

　スサノオは嬉き々きとして笑えみを浮うかべ。

「さて、では戦やるか」

　案の定。

　スサノオは天あめの羽は々ば斬きりを構える。

　ただでさえ天地をアメノ覇するムラ神皇剣クモに対する攻こう略りやくの糸口は摑つかめていない。

　それに……。

　まだこいつに対する感情は揺ゆらいだままだ。

　敵として見み做なすべきなのか。

　それとも違ちがうのか。

　不意打ちのような状況も相まって、心が定まらない。

　だが彼女は待ってくれない。

「今日は己オレから行くぞ！」

「ッ！」

　咄とつ嗟さの反応が遅おくれる。

「雷火君！」

　レオンが前に出て、スサノオの剣けん撃げきを受けた。

「クッ……！」

　しかし、力ではレオンが押し負ける。

　力ではやはりスサノオが上だ。

「スサノオ！」

　そこへブリュンヒルデが横よこ槍やりを入れ、レオンを助ける。

　スサノオは二柱ふたりから距きよ離りを取って、愉たのしそうに笑った。

「呵か々かッ！　卓たく越えつした剣士を一夜に二柱ふたりも喰くらえるとは、己オレは真まことに運がいい！」

　スサノオは躊躇ためらいもなくレオンとブリュンヒルデを同時に相手取る。

　前にも述べた通り、レオンの剣は舞まいの如ごとく。

　剣けん舞ぶは鋭するどく、剣けん閃せんは残像すら網もう膜まくに残さない。

　一方、ブリュンヒルデもその剣技はスサノオやバロールが認めるところ。

　いかに膂りよ力りよくで勝まさろうと、技わざに秀ひいでた剣士を二柱ふたり相手にすれば、たちまちの内にスサノオの制服は朱しゆに染まっていく。

　いかに致ち命めい傷しようは避さけていても、圧あつ倒とう的てき劣れつ勢せいなのは傍はた目めにも分かる。

　だが。

　スサノオの表情は歓かん喜きに満ちていた。

　明らかに自分が不利であっても強者との戦いに喜き悦えつし、嗤わらう。

　紛まぎれもない戦せん闘とう狂きようの貌かおだった。

「……！」

　俺は奥歯を嚙かみ締しめ、気持ちを切り替える。

　不測の事態ではあっても、戦場で迷い続ける暇ひまはない。

　準備が整っていなくても敵は現れる。

　ならば、戦わなければならない。

『──しっかしどうするんだライカ？』

　バロールが尋たずねてくる。

　天地をアメノ覇するムラ神皇剣クモへの対策がまだ練れていないことは奴も承知だ。

　その上で、どうするのか、と訊きいてきているのだろう。

（基本はスサノオの無力化を狙ねらう）
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『──無力化って、殺すのか？』

（殺すばかりが手段ではない）

　と、俺がバロールに返答していると。

「なあに、何でスサノオがいるのよ？」

　異変に気づいた涙々が屋上に現れる。

「よく来た涙々」

「雷火、どういう状況？」

「運悪くスサノオと鉢合わせた」

「あらら、どうするの？」

「殺さずに無力化する。重傷は負わせるな。やむを得ない場合はこちらが撤てつ退たいする」

　幸か不幸か、この場は四対一だ。

　こちらが負ける可能性は低く、注意深く戦えば状況はコントロールできる。

「天地をアメノ覇するムラ神皇剣クモだけは撃うたせるな。涙々は空から奴を牽けん制せいしろ」

「はーい。フォールクヴァングの英えい霊れい宮きゆう殿でんは使わない方向？」

「基本的に撃たせないつもりとはいえ、万が一がある。奴に天地をアメノ覇するムラ神皇剣クモを撃たせてしまった時、英霊宮殿は動かない巨きよ大だいな的だ」

『レガリア』を破壊されると神自身にもフィードバックがある。

　涙々は嫌いやなことを思いだしたように顔を顰しかめ。

「前回もそれでやられたしね。じゃあ、使わないことにするわ」

「ああ、それと」

「？」

「マヤ・アステカもうひとりの神格適合者が潜ひそんでいる可能性がある。そちらも警けい戒かいしておけ」

「分かったわ」

　涙々は頷うなずいてから再び上空へ。

　彼女が制空権を取っている限り、俺たちの優位はさらに盤ばん石じやくになる。

　スサノオとて、涙々の存在には気づいているだろう。

「呵々ッ！」

　だが、奴の哄こう笑しようはさらに大きくなる。

「まったく、厄やつ介かいな相手だ……」

　俺はため息をつきたくなるのを堪こらえる。

『──『予よ見げん』も『幻げん象しよう』も使わないのか？』

（マヤ・アステカの神格適合者が近くに潜んでいる可能性がある以上、易やす々やすと切り札を切るのは危険だ）

『──魔ま眼がん抜ぬきでスサノオを無力化するって？』

（これだけの戦力差がある状じよう況きよう下かで、その程度の戦術目標も達成できない方が恥はじだ）

　スサノオが強力な神格であることは知っている。

　だが、敵の強さに怯ひるんで、状況に対する冷静さを失ってはならない。

　それは臆おく病びよう者の愚おろかしさだ。

　スサノオは確かに強い。

　だが俺たちが苦戦したオシリスとは異なり、その強さはあくまで戦士のそれだ。

　策を弄ろうすることもなく。

　正面からの戦せん闘とうを好み。

　部下も連れず。

　能力に捻ひねりもない。

　奴はただ力の強い獣けものだ。

　獣は所しよ詮せん、獣。

　俺と涙々の『レガリア』抜きでスサノオを無力化。

　この四人なら充じゆう分ぶんに達成できる。

「───」

　方針を固めたならば、もう惑まどうこともない。

　感情と肉体をコントロールし、俺は一いつ己この戦闘機械になる。

　俺は銃じゆうを構え、屋上のアスファルトを蹴けった。

　スサノオに向かって接敵する。

「ブリュンヒルデ！　敵をその場に縫ぬい止めろ！」

「なっ！」

　突とつ然ぜんの声にブリュンヒルデは戸と惑まどうが、その体は命令に従う。

「ハァ！」

　大上段振ふり下ろし。

　スサノオはこれを難なく受け止める。

　それで充分。

　俺は足を止めたスサノオの太ももを狙い、銃じゆう弾だんを見み舞まう。

「おっ！」

　スサノオはブリュンヒルデの剣をはじき、その場から離り脱だつする。

「レオン！　端はしに追い詰つめるぞ！」

「分かった！」

　レオンは素す早ばやくスサノオを追いかけ、曲刀シミターを閃ひらめかせる。

　銃弾を避けて体勢が悪くなっていたスサノオは、彼に押し込まれながら屋上の端へと移動していった。

「ブリュンヒルデはスサノオが左に逃にげるのを塞ふさげ！　俺は右を塞ぐ」

「了りよう解かいした！」

「涙々は上空から、全体をサポートしろ！」

「はーい」

　俺は全体の陣じん形けいを指揮し、自身も突とつ撃げきする。

　かつて戦術すら確立されていなかった時代においては、集団戦ですら個々の判断と力量に任せた無む秩ちつ序じよな戦いだった。

　それでは圧あつ倒とう的てき強者に勝てない。

　各おの々おのが役割を持ち。

　互たがいにミスをフォローし。

　間断なく攻せめ。

　手数で押し。

　敵の防ぼう御ぎよ能力を上回る。

　それが数の利であり、戦術だ。

　そして、その利が完全に働いたならば。

　たとえ敵が荒あらぶる神であったとしても、負ける理わ由けがない！

「クッ！」

　スサノオはレオンとブリュンヒルデの剣撃を受け、屋上のフェンスに叩たたきつけられる。

　俺たちは奴やつを囲み、退路を断った。

「退ひけ、スサノオ。いくらお前でもこの状況では勝てない」

「……呵々ッ」

　俺の勧かん告こくに対し、スサノオはニヤリと口の端はしを吊つり上げる。

「無ぶ粋すいなことを言うな。これからがおもしろいところだ」

「……」

　やはり退かせるのは無理か……。

　コイツの性格は分かっていたが、思わず舌打ちする。

「なら仕方ない。しばらく動けないようになってもらうぞ」

「お前にできるかな？」

「看病は、櫛鉈先せん輩ぱいにしてもらうんだな」

　俺は銃口をスサノオに向ける。

　それに奴は、呵か々かッ、と笑って。

「姉あね御ご殿どのに迷めい惑わくをかけるのは心苦しい」

　呟つぶやき。

　そして。

　スサノオは、轟ごうッ、とフェンスを体当たりで突つき破り、屋上から飛び降りる。

「！」

　当然、自殺ではない。

　今のは俺たちから距きよ離りを取るための行動。

　即すなわち。

「全員追え！　天地をアメノ覇するムラ神皇剣クモを撃たせるな！」

　俺が叫さけぶと同時に、ブリュンヒルデとレオンも屋上から跳とぶ。

「チッ！」

　俺もワイヤーを使い、一気に屋上から地上へ。

　だが、どうしても他ほかより出で遅おくれる。

　俺が地上に降りた時、すでにスサノオはグラウンドの中央にいた。

「我が神武の証あかしを天に……」

　スサノオが天あめの羽は々ば斬きりで天を裂さき、天叢雲剣アメノムラクモを喚よぼうとする。

　だが、その前に。

「黄金グルヴエイグ魔術テイアーズ」

　上空から射出された黄金剣の弾だん雨うが、スサノオの動きを阻そ害がいした。

「！」

　奴は黄金グルヴエイグ魔術テイアーズの対処に時を削けずられる。

　その隙すきに、ブリュンヒルデたちが追いつく。

　ここでも数の差が影えい響きようする。

「……」

　少し、欲よくが湧わく。

（バロール）

『──何だ？』

（『支配』の条件は、あくまで神格の上下関係に依い存ぞんするんだったな）

『──ああ、格下の者は無条件で支配でき、同格か格上の者には『レガリア』の攻こう略りやくなどで格付けをしてやる必要がある』

（なら、尋じん常じようの勝負で敵を完かん膚ぷなきまでに負かすことによって、その格付けを決めることはできないのか？）

『──……』

　バロールはしばし沈ちん黙もくする。

『──さあ……それは試ためしたことがないな』

（なぜだ？）

『──そりゃお前、敵を完膚なきまでに負かしたら、その時にはもう殺してるからだよ』

（……アテにならん奴だ）

『──あン？』

　自分の能力なら、あらゆる状況を想定して実証実験くらいしておけ。

　そう文句を言ってやりたいが、万が一の時のことを考えないのも神の傲ごう慢まんゆえか。

　確証は得られなかったが……どうするか？

　今バロールに尋たずねた策を試すか、否いなか？

　試す場合の問題点はふたつ。

　ひとつは、スサノオに負けを認めさせることで、『レガリア』の攻略ナシの『支配』が本当に可能かどうか。

　もうひとつは、そもそもスサノオが負けを認めるかどうか。

　前者はとりあえず試してみればいい問題だが。

　後者はかなり困難だ。

　個人の心証からすると、スサノオは死ぬまで戦い抜くタイプだ。

　はたしてその心を折ることができるか？

　……答えは出ない。

　しかし、これほどの好条件で、再びスサノオと戦える機会がこの先あるのか？

　四対一という状況もそうだが。

　何よりも、それをスサノオが卑ひ怯きようと思っていないことが大きい。

　これだけ自分が不利であっても、それを「言い訳」に負けを認めないことはないだろう。

　無論、その負けを認めさせることが重労働なのだが。

　不可能な目標ではない。

　それにこの仮説を試せるのは今回限りかもしれない。

「……」

　頭を回す傍かたわら、俺の手足は機械的に動く。

　戦せん闘とうと思考の分断。

　その余よ裕ゆうも数の利があってこそ。

　それ以上に、レオンの存在が大きい。

　近接戦闘においてスサノオと互ご角かくかそれ以上。

　もちろん、『レガリア』抜ぬきでの話だが、それにしても凄すさまじい技量だ。

　元々、レオンひとりでもスサノオと互角の勝負を演じていたのだ。

　そこに俺やブリュンヒルデ、さらにフレイヤまで加われば、もはや負ける方が難しい。

「ぬあぁっ！」

「ッ！」

　スサノオの横よこ薙なぎの一いち撃げきが、ブリュンヒルデとレオンをまとめて弾はじき返す。

「チッ！　なんて怪かい力りきだ！」

　ブリュンヒルデが舌打ちする。

　ふたりがかりでも、単純な膂りよ力りよくではスサノオが上か。

　それがどうした？

「焦あせるなブリュンヒルデ」

「神仙雷火」

「俺たちに負ける要素はない。焦らずに攻めろ」

「呵々ッ！　言ってくれるではないか！」

　俺の言葉に、スサノオがこの上なく愉たのしそうに嗤わらう。

　まったく、とことん厄やつ介かいな相手だ。

　こちらが絶対的優位であることに変わりはない。

　だが裏を返せば、絶対的劣れつ勢せいでありながらスサノオは一歩も退かずに、俺たち四人と渡わたり合っているということだ。

　あまり余裕を見せていい相手でもないか？

　このあとスサノオをどうするにせよ……。

　もう少し本気で戦う必要があるか。

　と。

「呵々ッ呵々ッ」

　スサノオが再び嗤う。

　その眼は、ギラギラと輝かがやいていた。

「やっと瞳ひとみに殺気がこもったな、雷火。ほんの一いつ瞬しゆんだが、確かにお前の殺意を感じた」

「……」

「それでいい。そうでなくてはおもしろくない」

　血ち塗まみれの姿で、スサノオは満足そうに頷うなずく。

　戦いこそが己おのれの全て。

　でなければこの場面であんな風に笑えない。

　その凄せい絶ぜつな姿で戦う様には、ある種の美すら感じられた。

「ようやくお前が闘とう争そうの場に立つというなら、己オレも本気を出さねばなるまい」

「……！」

　ただならぬスサノオの気配に俺たちは全員身構える。

　奴も莫ば迦かではない。俺たちが天地をアメノ覇するムラ神皇剣クモを撃うたせないつもりなのは、重々承知のことだろう。

　なら、何か別の装神具アーテイフアクトかスキルを使う気か？

　鳴き声ひとつで大地を枯からした地じ枯がらしの権能か？

　それとも海の支配者としての権能か？

　何にせよ、スサノオの持つ逸いつ話わは全すべて網もう羅らしている。

　対処は充じゆう分ぶん可能だ。

　それよりも重要なのは、スサノオが自ら「本気」と言ったこと。

　奴やつが本気で戦い、本気で負けたのなら。

　あるいは心の底から敗北を認める可能性もなきにしもあらず。

　試す価値はある。

「ブリュンヒルデ、レオン、涙々、スサノオを斃たおすぞ」

　俺は仲間を鼓こ舞ぶし、銃じゆうを構える。

「ハァァ……」

　スサノオが火花が散るような深い息を吐はいた。

　来る……奴の本気が!!

　張り詰つめた空気がいよいよ弾けようとした──

　まさにその時。

　まったく予想外の第三者が、その場に乱入してきた。




「姫子！」




　その声が聞こえた瞬間、俺たち五人は一いつ斉せいに動きを止めた。

（この声は……!?）

『──まーた厄介なことになってきたなぁ』

　あくまでバロールは愉しそうに言う。

　俺は、まさか、と思いながら振ふり返る。

　今まさにこちらへ駆かけ寄ってくる声の主は、

「櫛鉈先せん輩ぱい……！」

　予想通り、姫子スサノオの姉である櫛鉈撫子先輩だった。




　　　　４




　なぜ櫛鉈先輩がここに……？

　まず浮うかんだ疑問はそれだった。

　一いつ般ぱん生徒は夜時間に寮りようの外に出られない。

　正確には、寮の外に出ようという考えに到いたれない。

　そういう魔ま術じゆつがかけられている。

　なら、考えられる可能性は二点。

　ひとつは、櫛鉈先輩は今日一度も寮に帰っていない。

　室内にいなければ寮にかけられた魔術も意味がないからだ。

　もうひとつは。

　これは……ないとは思うが。

　櫛鉈先輩も神格適合者であるという可能性。

　ある意味それが正着の答えだが。

　そうするとエミリーの心臓を抉えぐった神格適合者は彼女ということに……。

　確かにマヤ・アステカの神格適合者が周辺に潜ひそんでいる可能性があった。

　もし櫛鉈先輩の正体がそれなら、ここにいることと辻つじ褄つまは合う……。

　いや、やはりおかしい。

　彼女がもし俺たちの敵なら、この場に姿を現すはずがない。

　それともそう思わせて油断させるために？

「……っ」

　ダメだ。これ以上は思考の泥どろ沼ぬまに嵌はまる。

　考える材料がないなら、本人より引き出すほかない。

「櫛鉈先輩、なぜここにいるんですか？」

「神仙さん、なぜって……いえ、それよりこれは……」

　櫛鉈先輩の視線が俺たちの持つ剣や銃、空飛ぶ涙々に注がれる。

　さらにその目は血塗れのスサノオに留まり。

「ひ、姫子!?　な、何なのそのケガは!?」

「……」

　スサノオは答えに迷うように沈ちん黙もくする。

「と、とにかく手当を」

「そこで止まってください」

　こちらへ駆け寄ろうとした櫛鉈先輩に俺は銃を向ける。

「！」

　櫛鉈先輩は驚おどろいて足を止めた。

「神仙雷火？」

　ブリュンヒルデの問い。

　どうやら櫛鉈先輩が神格適合者である可能性に思い到れていないようだ。

「……」

　同じ視線をレオンも送ってくる。

「あとで説明する」

　両者の批難の視線をいったん脇わきに置き、俺は櫛鉈先輩を見み据すえる。

　が。

「雷火」

　スサノオの声。

　静かな怒ど気きがこもっている。

「姉あね御ご殿どのにそんな物を向けるな」

　天あめの羽は々ば斬きりの失われた剣けん先さきが俺に向けられる。

　今すぐにも飛びかかってきそうな勢いだ。

　俺は仕方なくそちらにも銃を向け。

「確かく認にんしたいことがあるだけだ。俺だって櫛鉈先輩を撃ちたくない」

「ならすぐに下ろせ」

「お前にも関係あることだ。どうしても先に確かめる必要がある」

「知らん」

　スサノオの放つ殺気がドンドン強まっていく。

「……ッ！」

　このままではいつ戦闘再開になってもおかしくない。

　そうして場の緊きん張ちようがついに弾はじける寸前。

「わ、私は姫子を心配して捜さがしにここまで来ました！」

　櫛鉈先輩が俺たちを止めるように、大声で叫さけんだ。

　それは先さき程ほどの俺の問いに対する答え。

　彼女は続ける。

「きゅ、急に外に散歩に行くと姫子が言って、、、私、また姫子がいなくなるんじゃないかって……だ、だから、、」

　櫛鉈先輩は声をつっかえさせながら言う。

　俺はスサノオに目をやり。

「散歩に行くと言ったのは本当か？」

「間ま違ちがいない」

「……」

　スサノオは夜時間に出歩くために適当なウソをついた。

　それは不自然なことではない。

　では、肝かん心じんの櫛鉈先輩が夜時間に外を出歩いていた理由は？

　一般生徒は魔術によって「外に出たいと思わなくなる」暗示をかけられている。

　しかし、スサノオのウソによって一時的に暗示が解けていたとしたらどうか？

　つまり本来考えることすらできない「外に出る」という行こう為いを、スサノオの口から説明されたことで、「情報」として脳が「外に出られる」ということを認識してしまった。

　無論、それだけではすぐにまた忘ぼう却きやくしてしまう情報だろう。

　だが、櫛鉈先輩の妹に対する執しゆう着ちやくは強い。

　妹への執着が、一度綻ほころんだ魔術を凌りよう駕がしたのだとしたら。

　この状じよう況きようにも説明はつく。

　俺はひとまず銃口を下げる。

「スミマセンでした櫛鉈先輩。俺の誤解だったようです」

「……それは構いません」

　櫛鉈先輩の声は硬かたい。

「ですが、これはいったいどういうことなのですか？」

　今度は彼女の方が俺たちを詰きつ問もんする番だ。

　だが、当然のことながら説明などできない。

　そんなことをすれば、先輩が監ゼ督ウ者スに消される。

　いや、すでに見られたこと自体がマズいか。

　どうする？

　俺は元より、マリアも記き憶おく操作の魔術は持っていない。

　なら涙々フレイヤのセイズ魔術は？

　あれは心を操あやつる魔術だ。

　記憶を消したり上書きしたりする程度、造作もないだろう。

　しかし、記憶や心を操る魔術は本来危険なものだ。

　一般生徒である櫛鉈先輩は、先日の神々による記憶改かい竄ざんを受けている。

　こんな短期間に二度も記憶を操作すれば、後こう遺い症しようが残る可能性がある。

　かといって、単純な説得も難しい。

「……」

　櫛鉈先輩の目は疑念と敵意が渦うず巻まいている。

　彼女には俺たちが妹を襲おそっているように見えているだろう。

　しかも実際その通りであると言えなくもない。

　今すぐに俺たちを批難しないのは、かつて彼女を助けた信しん頼らいがあるからだろう。

　その信頼ももはや砂上の楼ろう閣かくだ。

　ほんの一いつ瞬しゆんで脆もろく崩くずれる。

　この場において、最も穏おん当とうな解決法は……。

「……」

　俺はスサノオに視線を送る。

　彼女妹の言葉なら、櫛鉈先輩も耳を貸すかもしれない。

　だがその選せん択たくもまた危あやうい。

　なぜなら姫子の中身はスサノオだからだ。

　この状況……そこを隠かくし通して説明できるものなのか？

　それに無事だったはずの妹が、実は神に体を奪うばわれていたと知って、櫛鉈先輩の精神は耐たえられるのか？

「……っ」

　恐おそろしいほどの手て詰づまり感。

　少しでもマシと思える選せん択たく肢しがまるで思い浮かばない。

『──ウヒヒヒ、どうするんだよライカ？』

　破は滅めつを愛する魔ま神じんが愉たのしそうに問う。

　それに言葉を返す余よ裕ゆうもない。

　そして。

　何ひとつとして解決しないまま。

　次の破滅がやってきた。

　ビュンッ

　それは最初、小さな風音に過ぎなかった。

　しかし──次の瞬間、それは轟ごう風ふうへと変わる。

「きゃあああ！」

　突とつ如じよ発生した旋つむじ風かぜに櫛鉈先輩が巻き込まれる。

　鋭するどい風がカマイタチのように彼女の制服を切り裂さいた。

「撫子！」

　スサノオが叫ぶ。

　その足は一直線に櫛鉈先輩に向かっていた。

「待てスサノオ！」

　俺は咄とつ嗟さに制止する。

　だが奴やつは聞かなかった。

　直前のやり取りを思えば、耳を貸してくれないのも当然だ。

　いや、それ以前に。

　櫛鉈先輩の窮きゆう地ちに、奴が立ち止まるわけがなかったのかもしれない。

「ハアァ！」

　スサノオの天あめの羽は々ば斬きりが旋風を斬きる。

　形なき風を剛ごう剣けんの剣圧で吹ふき飛ばし、彼女は姉へ駆かけ寄る。

「……」

　ボロボロになった櫛鉈先輩はその場に倒たおれそうになった。

　その体をスサノオが抱だき留めようと手を伸のばす。

　だが、しかし。

　その時、先程と同じ、ビュンッ、という風の音がした。

　先程と違ちがうのは、それが旋風の前兆などではなく。

　高速で飛来するフェンスの鉄骨の風切り音だったことだ。

「スサッ!?」

　警告する間も、銃じゆうで撃うち落とす間もなかった。

　折れた鉄骨の先せん端たんは鋭く、スサノオの背を狙ねらっていた。

　スサノオは気づいていない。

　今の奴には櫛鉈先輩のことしか頭にない。

　一方──




　──櫛鉈先輩は、妹の背に迫せまる脅きよう威いをしっかりと捉とらえていた。




「姫子！」

　櫛鉈先輩が自分へ駆け寄ってきたスサノオを、グイッ、と押し返す。

「!?」

　スサノオにとっては予想外の行動。

　あれほど力強い荒あら神がみが、人間の手で尻しり餅もちをついた。

　その頭上を。

　先端の尖とがった無数の鉄骨が通り過ぎ。

　ドスッ、ドスッ、という嫌いやな音とともに。

　櫛鉈先輩の全身を貫つらぬいた。

「え……」

　スサノオの小さな声。

　乾かわき、色のない声。

　無。

　無。

　無。

「………………撫子」

　スサノオが立ち上がる。

　よろよろと、櫛鉈先輩へと近づく。

「姫、、、子、、」

　櫛鉈先輩はまだ生きていた。

「レオン！　例の蓮れん華げを！　早く櫛鉈先輩を治ち癒ゆするんだ！」

「！」

　俺の声に、硬こう直ちよくしていたレオンが動き出す。

　俺は頭上を振ふり仰あおぎ。

「涙々！　お前は治癒魔術くらい使えないのか!?」

「少しは使えるけど、あんまり期待しないでね」

「何でもいいから早くやれ！」

　俺は怒ど鳴なる。

　その間にも。

「撫子」

　スサノオの手が、櫛鉈先輩の頰ほおに触ふれる。

「姫子……」

　櫛鉈先輩はその手を、やさしく、やさしく、握にぎった。

　そして。

　そして……可か憐れんに微笑ほほえんで。

「よかっ、、、た」

「───」

　その言葉の意味。

　妹の無事を心の底から安あん堵どする気持ち。

　それだけで充じゆう足そくする想おもい。

　彼女は成し遂とげた。

　かつての俺にはできなかったことを。

　たとえその相手が……姫子スサノオであったとしても。

「……」

　櫛鉈先輩はもう一度小さく微笑んで。

　妹を護まもって。

　手を、ダランと落とした。

　その手が動くことは二度とない。

　涙々とレオンが治癒を続けているが、もう意味はない。

　生きていなければケガの治しようなどないのだから。

「あ……」

　スサノオがゆっくりと立ち上がる。

　その目に涙はなかった。

　その代わりに乾いていた。

　まばたきもできぬほど目を見開き、スサノオは。

「あ、あ、亜吾啞啞亞亞亞亞嗚嗚嗚々々々々々!!」

　スサノオの天あめの羽は々ば斬きりが天を裂き、天叢雲剣アメノムラクモを喚よぶ。

「々々々々々々─────────!!」

　奴は一瞬の躊躇ためらいもなく、光の剣を学園の校舎めがけて振り下ろした。

　迸ほとばしる絶ぜつ叫きようが、そのまま放出されたような煌きらめきが世界を白く染め上げる。

「！」

　俺は咄嗟に目を覆おおう。

　とても至し近きん距きよ離りで見ることなど適かなわぬ光の奔ほん流りゆうだった。

　10秒か、20秒か……瞼まぶたの裏の光が収まる。

「フゥー、フゥー」

　疲ひ弊へいしたスサノオが肩かたで息をしていた。

　校舎は跡あと形かたもなく吹き飛んでいた。

　もはやわずかな基き礎そしか残っていない。

　だがはたして敵の……櫛鉈先輩を殺した神格適合者を斃たおせたのかどうかは、誰だれにも分からなかった。

「ぐっクゥッ！」

「やめろスサノオ！」

　再び天叢雲剣アメノムラクモを振り上げようとするスサノオを俺は羽は交がい締じめにする。

「離はなせ雷火！」

「その剣は一日に何発も撃てるものじゃないだろう!?　無意味に乱発するな！」

「無意味だと!?」

「っ！」

　スサノオに振りほどかれ、俺は数歩さがる。

　奴はカッと見開いた目で俺を睨にらみつけ。

「……ッ」

　よろめき、倒れそうになる体を天叢雲剣アメノムラクモで支える。

　やがてその剣も光の粒りゆう子しとなって消えた。

　支えを失い、されどスサノオは倒れず。

　両の拳こぶしを握り締め、天を仰ぎ。

　最後に、ダランと拳を解いた。

　視線を空から地上へ下ろし。

　現実を直視する。

「……撫子」

　わずかな希望を込こめた声。

　だがその声に応こたえる声は……もう、ドコにもなかった。
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　翌日。

　俺とスサノオは病院に来ていた。

　つい数日前に訪おとずれた第二西区病院。

　まさか……こんな短期間に二度も訪れることになるとは思わなかった。

　いや、思いたくもなかったという方が適切か。

「……」

　ブリュンヒルデたちは寮りように帰らせた。

　今日の授業は休むように伝えてある。

　特にブリュンヒルデ──というかシャロ先せん輩ぱいには、マリアの部屋で彼女と一いつ緒しよに待機しているように指示しておいた。

　櫛くし鉈なだ先輩と友達だった彼女を今ひとりにするのは、とても危あやうい気がしたから。

　朝になると記き憶おくを失ってしまうレオンのことは涙るい々るいに頼たのんだ。

　彼の部屋までついていき、彼の記憶のリセット後、前述の指示を改めて伝える役割だ。

　正直、レオンのこともシャロ先輩と同じくらい心配だった。

　彼も櫛鉈先輩の死にショックを受けていたから……。

　ああ、でも……。

　そんなことを言っている自分が、本当は一番……。

「……」

　頭の芯しんにしこりができたような鈍どん痛つうが、さっきからずっと消えない。

　俺は壁かべにもたれかかり、所在なく時間を過ごしていた。

　その隣となりのベンチには、項うな垂だれたスサノオが座っている。

　病院へ来たいと言ったのは彼女だ。

　正確には、櫛鉈先輩をせめて故郷に還かえしてやりたい、と。

　俺はその頼みに頷うなずいた。

　今は医師のひとりを魔ま眼がんで支配し、櫛鉈先輩の遺体を日本へ送る手続きを取らせている最中だ。

　手続きには半日はかかるらしい。

　すでに時刻は昼過ぎ。

　時間の進みが遅おそいような、それとも早いような。

　それすらも曖あい昧まいで……気を抜ぬくと、力まで抜けそうになる。

「……っ」

　俺は奥歯を嚙かみ締め、組んだ二にの腕うでを強く摑つかむ。

　抑おさえないと……溢あふれてしまいそうだ。

　エミリーを救えなかった。

　櫛鉈先輩を救えなかった。

　多くの生徒を救えなかった。

　数え切れない罪が、俺を責せめ苛さいなむ。

「すまなかったな、雷らい火か。手間を取らせて」

　その時、不意にスサノオが謝罪の言葉を口にする。

「己オレでは撫なで子こを故郷に還してやることすらできなかった……礼を言う」

「……お前が謝ることじゃない」

　俺は絞しぼり出すように、言った。

「こうするのが一番いいと……俺も思う」

　言って、溢れて。

　俺は自分の腕に爪つめを立てた。

　制服の上からでも皮ひ膚ふを突つき破るほどに、強く、強く。

「俺のせいだ」

「……？」

「あの時……櫛鉈先輩を制止するのではなく、彼女が無実である可能性を考こう慮りよに入れて、拘こう束そくしつつ護れるように取り押さえるべきだった」

　あの場には俺以外にも仲間がいた。

　制圧・監かん視し・警けい戒かいの役割分担は可能だった。

　そうすれば彼女が神格適合者であってもなくても、どちらの状じよう況きようにも対応できた。

「先輩を孤こ立りつさせ、敵に付け入る隙すきを与あたえたのは、俺だ」

　俺が愚おろかだったせいで。

　櫛鉈先輩は死んだ。

「俺が殺したも同然だ」

「……」

　俺の独白に、スサノオは何も応えなかった。

「……っ」

　俺は何か言って欲しかったのか？

　自分の女め々めしさに自己嫌けん悪おする。

　と、そこへ。

「神しん仙ぜん雷火さん」

「？」

　呼びかけに振ふり返ると、そこにはひとりの看護師が立っていた。

「先生が確かく認にんしたいことがあるそうです。こちらへ来ていただけますか？」

「……はい」

　モヤモヤとした気持ちを抱かかえたまま、俺はスサノオから離れた。

　病院の廊ろう下かを看護師に従って歩き、ある一室に案内される。

　そこは普ふ段だん会議室に使われているような、広く、机と椅い子すがあるだけの部屋だった。

「こちらでお待ちください」

「はい」

　俺が頷くと、看護師は部屋を出て行く。

　それから、ガチャリ。

　鍵かぎを閉められた。

「!?」

　俺はドアノブに手を伸のばす。開かない。

　閉じ込められた？

『──何だ？　敵か？』

（分からん）

　看護師は大人だった。

（おい、大人でも神格適合者になれるのか？）

『──普通は無理だ。だからガキどもをこの島に集めてるんだろ』

　その通りだ。

　でなければ、世界共通検査に年ねん齢れい制限を設ける意味がない。

（なら、アイツは極ごく稀まれな例外か？）

『──そんなの俺サマに分かるわけないだろうが』

（役立たずが）

　八つ当たりを済ませ、俺は室内を見み渡わたす。

　扉とびらはひとつ。

　窓はなし。

　扉は普通の素材のようだが、破は壊かいすれば騒さわぎになる。

　いや、すでにそんなことを言っている段階ではなくなっているのか？

　次の行動を俺が思案していると。

　カチッ、と音がして、部屋の奥の壁がスライドした。

「！」

　どうやら壁に偽ぎ装そうされたドアのようだ。

　奥にもうひと部屋ある。

『──ウヒヒヒ、〝入れ〟ってよ』

　おもしろがるようにバロールが笑う。

　莫ば迦か莫ば迦かしい。

「おい、そこに誰だれかいるなら出てこい」

　返事はない。

「そちらが出てこないなら、俺はこちらの扉を破壊して出て行く」

　喋しやべりながら俺はパイプ椅子を手に取る。

　まだ返事はない。

　俺は無言でパイプ椅子を振り上げ、それを扉のドアノブめがけて振り下ろ──

「わーっ、待った待った」

　──す前に、奥の部屋から声が上がった。

　そして、その声の主が姿を現す。

　現れたのは。

「……匣はこノの木ぎ先生？」

「やあ」

　俺のクラスの担任は相変わらずへらへらしていた。

「何で匣ノ木先生がここに？」

「そりゃウチのクラスの生徒が死体見つけたって聞いたら飛んでくるよ」

「……その奥の部屋は？」

「面談室」

「冗じよう談だんにつき合う暇ひまはないんですが」

　俺は警戒心を強めながら相手の出方を観察する。

「ここには医者が呼んでいると聞いて来たんですが？」

「あー、まぁほら、僕も先生には違ちがいないし」

「ふざけてるんですか？」

「まあまあ、そんな怒おこらないで」

　匣ノ木先生は苦笑いしてみせる。

「茶番はもういいです」

　俺は眉み間けんに皺しわを寄せて睨にらむ。

「ウソで俺を呼び出して、いったい何の用ですか？」

「うーん、はは」

　先生はまた誤ご魔ま化かすように笑い。

「じゃあまあ、とりあえず確認したいんだけど」

　笑いながら。

「神仙雷火君……キミはまだ人間か？」

「!?」

　俺は咄とつ嗟さに銃じゆうを抜き、照準を相手の眉間に合わせた。

「その質問……キサマ、俺が神格適合者だと知っているな？」

「うん、まあね」

「……！」

　俺は一気に緊きん張ちよう感かんを高める。

　しかし。

　一方、先生はホッと胸を撫なで下ろしていた。

「ああ、よかったよ。その敵てき愾がい心しん、警戒心、緊きん張ちよう、臆おく病びようさに慎しん重ちようさ。どれも神様は持っていない感情だ。キミは紛まぎれもなく人間なんだね」

　銃を突きつけられたまま匣ノ木先生……いや。

　聖餐管理機構エウカリステイアの匣ノ木竜りゆう斗とは安心したように呟つぶやいた。

「……」

　確かに、神ならこんな問答いちいちしないだろう。

　気に入らない人間が目の前にいるなら、即そく殺す。

　それが神という生き物だ。

「俺が人間だったらどうした？」

「キミの仲間になりたい」

　間かん髪はつ入れずに匣ノ木は答えた。

「仲間？」

「もちろん僕だけの話じゃない。聖餐管理機構エウカリステイアそのものが、キミと手を組みたいということだよ」

　聖餐管理機構エウカリステイアが……俺と？

　本当ならメリットは計り知れない。

　だがリスクも大きい。

「意味が分からないな。なぜ俺と？」

　俺は考える時間を稼かせぐため、会話をつなぐ。

「キミは神様の力を持ち、しかも人間側に立っている。それで理由にならないかな？」

「……待て。その前に訊ききたいことがある」

「何かな？」

「聖餐管理機構エウカリステイアはどうやって俺が神格適合者だと見破った」

「監視カメラ」

「それらしい物は寮りようでも街中でも見かけなかったが？」

「隠かくしてあるんだ。神様に見つかったら殺されちゃうからね」

　シンプルだが、ウソには聞こえない。

「次の質問だ」

「どうぞ」

「なぜ俺が人間としての自我を保っていると思った？」

「理由はここ」

　そう言って、匣ノ木は天てん井じよう──病院の建物を指差す。

「キミは数日前、自分で斃たおしたエミリー・ヴァンブラッドをこの病院に運んだ。普通ならあり得ない行動だ」

「……」

「だけどキミは敵を支配する能力を持っている。その時点では、まだ単に支配した手て駒ごまを失いたくないだけの行動とも考えられた」

「……」

「でも、キミは今日になって、今度はただの人間の櫛鉈撫子の遺体をここへ運んだ。彼女を故郷に弔とむらうために」

「……」

「神様はそんなことしない」

「……」

「それが、キミが人間のままだと思った理由だよ」

　匣ノ木はそう締しめくくる。

　人間なかまを丁重に扱あつかっている──だから神仙雷火は人間だ。

　彼らはそう思ったらしい。

　確かに当たっている。

　でも……。

　櫛鉈先輩を故郷を還かえしたいと最初に願ったのはスサノオだった。

　コイツらの推論は穴だらけだ。

　もっとも、俺が彼らと同じ立場だったら同じ結論を出していただろう。

　俺が「間ま違ちがっている」と言えるのは、実際にスサノオと会話しているからだ。

　いや……今はそんなことはどうでもいい。

「目的は何だ？」

「だからキミと仲間に」

「仲間に？　それこそ冗談だろう」

　俺は一いつ笑しように付す。

「キサマらは俺を利用したいだけだ」

「そうだよ？　利害関係の一いつ致ちした相手と手を組むことを仲間、あるいはパートナーと呼ぶ。普ふ通つうじゃないか」

　匣ノ木はまた一いつ瞬しゆんの躊躇ためらいもなく頷うなずく。

　その返答で、俺を苛いら立だたせることが怖こわくないのか？

　銃を向けられながら、奴やつの言葉は淀よどみない。

　まるで銃など見えていないようだ。

『──へらへらしながら、頭のネジが一本はずれてる奴だな。わりと俺サマの好みだ』

（キサマの好みなどどうでもいい）

　俺はバロールを黙だまらせ、匣ノ木との話を続ける。

「聖餐管理機構エウカリステイアが神話代理戦争に手を貸していることは知っている」

「そう」

「そんなキサマらを信用できるわけが」

「……ふむ」

　匣ノ木は顎あご鬚ひげを手でジョリジョリと擦こする。

　少し思案するように俯うつむいてから、顔を上げ。

「キミ、やっぱり、あれだね」

「何だ？」

「思ってたより普通の16歳だよね」

「はあ？」

「神様に手を貸した聖餐管理機構エウカリステイアが赦ゆるせない。だから僕のことも赦せない。若者らしい潔けつ癖ぺきさだ」

「……莫ば迦かにしているのか？」

　トリガーにかけた指に力がこもる。

　キサマらが神々に手を貸さなければ。

　神話代理戦争を起こす手助けなどしなければ。

　誰だれも……誰も死ななかったかもしれないというのに。

「どうでもいいだろう、そんなことは？」

　匣ノ木は真顔で答える。

「キミの精神性はだいぶ理解できたよ。けど、キミは頭もいい。利と感情を分けて考えられるタイプだ。僕のことが嫌きらいだろうが何だろうが、話くらいは聞いてくれるはずさ」

「……」

　端たん的てきに言って、不ふ愉ゆ快かいだ。

　俺の内面を見み透すかしたような物言いも、その目も。

　だが……奴の語る〝利〟を無視できないのも事実だ。

「いいから、目的を話せ。お前らは俺と手を組んで、何をするつもりだ？」

「それは──」

　それからしばらく匣ノ木は話を続けた。

　聖餐管理機構エウカリステイアの目的。

　俺にしてもらいたいこと。

　さらにその見返りとしての情報提供。

　その、全すべてを聞き終えた俺は。

「ふざけるな！」

「雷火君」

「ッ！」

　俺は激げき昂こうし、ドアを蹴け破やぶって部屋を出た。

　後ろから聞こえる制止の声を無視し、俺は足早にその場から離はなれていった。
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　私──マリア・ミントは寮の自室で、シャルロッテ先せん輩ぱいとともに待機していた。

　授業は雷火先輩の指示で休んだ。

　サボッたことに少し罪悪感はあるが、非常事態なので仕方がない。

　それよりも気にかかるのは雷火先輩のことと……シャルロッテ先輩だ。

「……」

　シャルロッテ先輩は部屋の隅すみでずっと膝ひざを抱かかえていた。

　その原因はブリュンヒルデから聞いている。

　櫛鉈先輩が、死んだから。

「お茶、飲みますか？　緑茶ですけど」

「……うん」

　シャルロッテ先輩の返事は小さい。

　か細く、今にも消えてしまいそうだ。

　彼女と櫛鉈先輩は友達だった。

　だからこそ、そのショックは大きいのだろう。

　彼女とは雷火先輩を巡めぐるライバルだけれど、その痛みを分かってやらないほど私は薄はく情じようでもなかった。

「どうぞ、温まりますよ」

「ありがとう……」

　シャルロッテ先輩は湯飲みを胸に抱だく。

　飲む気配はなく、ただその温かさで冷えた心を癒いやしているようにも見えた。

（何か、声をかけるべきでしょうか……）

　私は彼女を慰なぐさめる言葉を探して……胸中で首を横に振ふった。

　こういう言葉には、言う資格のある人間が言わなければ意味がない。

　たとえば私がシャルロッテ先輩を慰めたとして、彼女はきっとお礼を言うだろう。

　しかしそれは、彼女を慰めたのではなく、気を遣つかわせただけだ。

　今のシャルロッテ先輩を慰められるのは雷火先輩くらいしか……。

「……」

　雷火先輩は、慰める時に相手を抱き締めたりするのだろうか？

　シャルロッテ先輩は、慰められる時に相手に抱きついたりするのだろうか？

　その場面を想像すると、ちょっとモヤモヤするけれど。

（今日くらいは見み逃のがして差し上げます）

　まぁ、できればしないで欲しいけど、仕方ない。

　なんてことを私が思っていると。

　リーン　リーン

「！」

　突とつ然ぜんの鈴すずの音に私は顔を上げる。

　机の上のペン置きに紐ひもで結んだ鈴が鳴っていた。

　あれは合図だ──教会からの。

「マリアさん、あれって……？」

「教会からの連れん絡らくです」

　私は立ち上がり、机に向かう。

　椅い子すに座り、机にノートを広げた。

　ペンを手に取る。

　すると、フッ……と意識が薄うすれる。

　同時に、ペンを持った手が勝手に動き、字を書き始めた。

　自動書記。

　教会から送られてくる魔ま術じゆつ的信号を受信して、自動で書き起こす。

　この島において数少ない、外界との通信手段だ。

　数分で自動書記は終わり、私の意識も目が覚めるように覚かく醒せいする。

　それから私は自ら書き起こした教会からの連絡を読み始める。

　内容は、雷火先輩に以前頼たのまれた「レオン・ブレイドブライトの身辺調査」だった。

　彼は本当に前向性健けん忘ぼう症しようなのか？

　もしそれがウソだったら、様々な前提が覆くつがえってしまう。

　だから、雷火先輩は念には念を入れて、調査を教会の諜ちよう報ほう部に頼んだのだ。

　まあ、今となっては今いま更さらな報告な気もするけれど。

　もうすでにレオンさんとは何度も共きよう闘とうしている。

　彼自身の人格も極きわめて善意的で、関係も良好だ。

　案の定、調査報告書にも、レオンさんは間違いなく前向性健忘症だと書かれ、近きん隣りん住民たちの証言や医師の診しん断だん書の写しも添てん付ぷされていた。

　私はホッと胸を撫なで下ろし、安心した気持ちで続きを読んでいく。

「マリアさん、何て書いてあるの？」

　シャルロッテ先輩が不安そうに尋たずねてくる。

　私は努めて明るい声で。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。念のためレオンさんの身辺調査してもらっていたんですが、特に何も問題は……!?」

　そこで私の言葉は止まる。

　原因は、調査報告書に書かれたレオンさんの過去。

　彼の故郷が滅ほろんだ原因について。

　それを読んだ瞬しゆん間かん、私は背筋が凍こおった。

　こんな。

　こんなことがあっていいのだろうか？

　まるで運命の悪戯いたずら。

　そこにはこう書いてある。




　十年前の神話戦争にて、住民の99％が石となって死亡──

　生き残りの証言によれば、人々を石に変えたのは魔ま眼がんを持つ神──




「……シャルロッテ先輩！　スミマセン、今すぐ雷火先輩のところへ向かいます！　一いつ緒しよにきてください！」

「えっ、え？」

「急いで！」

　私はつい大声を上げ、未いまだに座っているシャルロッテ先輩を無理やり立たせる。

　そのまま彼女の手を引いて、私は部屋を飛び出した。

　急がなければならない。

　もし、レオンさんの故郷を滅ぼしたのがバロールなら。

　最悪の場合、あのふたりが殺し合うことになってしまう！




　　　　３




　第二西区病院。

　匣ノ木との話し合いを決けつ裂れつさせたのち、俺はスサノオのいたベンチまで戻もどってきた。

　が。

「スサノオ？」

　そこに座っていたはずの神がいなくなっていた。

「あの莫迦が、どこへ行った!?」

　俺は慌あわてて、病院の外へ向かう。

　幸い外に出てすぐにスサノオは見つかった。

「ひとりでどこへ行く気だ!?」

「ん？」

　俺の怒ど声せいに、スサノオは足を止める。

　その足取りは急いでいる風でもなく、表情も静かなものだった。

「なぜ勝手にいなくなった？」

「勝手と言われてもな……お前がいなくなったあと、撫子を大和やまとへ還かえす手続きが済んだと報しらせが来たから、もうここに用がなくなっただけだ」

　どうやら俺が匣ノ木と話している間に、諸もろ々もろの手続きが終わったらしい。

　それを聞き、スサノオは病院をあとにしようとしたというわけだ。

「……っ！」

　スサノオの言い様に、俺はついカッとなる。

「用がないだと……！　やはりキサマは櫛鉈先輩のことなどどうでもいいと!?」

「そんなことは言っていない」

　スサノオは首を横に振る。

「ただ感傷に浸ひたるより先にやらねばならないことがある」

　感傷より先に……。

　そこで俺は、コイツが何をしようとしているか思い当たる。

「お前、まさか」

「撫子の仇かたきは己オレが取る」

「───」

　やはり、と思った。

　スサノオならそう言う気がした。

「ではな、お前たちとの決着はまた今度に」

「待てスサノオ」

　そのまま歩き出そうとするスサノオを再び呼び止める。

「何だ？　まさか止める気か？」

「止めはしない。だが、提案がある」

「提案？」

「俺たちと共闘しろ、スサノオ」

　俺は言う。

「敵の──マヤ・アステカの神格適合者はかなり高位の神格だ。一対一では危ない。だが俺たちが手を貸せば、確実に仇が討うてる」

「お前は敵が何者か分かっているのか？」

　スサノオの問い。

　俺は頷うなずく。

「暴風を操あやつるマヤ・アステカの神──その正体は、おそらくケツァルコアトルだ」

　──ケツァルコアトル。別名クルルカン。

　マヤ・アステカ神話の創造神の一柱ひとり。

　マヤ・アステカ神話において、世界は五度生まれ変わっている。

　ケツァルコアトルはその第２の太陽の時代の創造神である。

　創造神としてのケツァルコアトルは非常に善良な神だ。

　文化神や農耕神としても崇あがめられたり。

　人ひと身み御ご供くうを辞やめさせたり。

　第４の太陽の時代に滅んだ人類を第５の太陽の時代に復活させたり。

　人間に対して情け深く慈じ愛あいに満ちた神と云いえる。

　しかし。

　ケツァルコアトルは創造神であると同時に、滅びをもたらす神でもあった。

　実際、ケツァルコアトルは第１・第３の太陽の時代を滅ぼしたと云われる。

「奴やつは創造神にして破は壊かい神、極めて強力な二面性と、主神クラスの神格を持っている」

「……」

　スサノオは腕うで組ぐみをして、黙だまって俺の話を聞いている。

　創造と破壊──敵が尋じん常じようではないふたつの権能を有する神だと聞いても、奴の表情はさざ波ひとつ立っていなかった。

　ただただ固い決意を秘めた瞳ひとみをしたまま、一度頷き、

「敵の正体は分かった。だが、己オレは行くだけだ」

　と、先さき程ほどと同じ結論を口にした。

　俺は少し苛いら立だちながら。

「だから、仇かたき討うち自体は構わない。ただ俺たちと協力を」

「悪いがそれも断る」

「なぜだ!?」

「気分だ」

　スサノオはスッパリと言う。

「撫子の仇は己オレの手で取らなければ気が済まん。それだけだ」

「莫ば迦かな。俺たちと一緒に戦えば確実に」

「仇討ちというのは敵を殺すのが目的ではない。己おのれの気持ちを晴らすためのものだ。であればこそ、己の心に偽いつわりを以もつて挑いどむ意味はない」

　その時、スサノオの眼光に殺気が宿る。

　ともすれば、後あと退ずさりしてしまいそうになる圧力だった。

　直接俺に向けて放たれたものでもないのに……。

　そこで俺はスサノオの抱いだく復ふく讐しゆう心が、紛まぎれもなく本物であると確信した。

　だが、だったら尚なお更さら──！

「俺も櫛鉈先せん輩ぱいの仇は討ちたいと思っている！　俺たちの目的は同じのはずだ！」

「そうか。なら、早い者勝ちだな」

　スサノオはそう言って、また背を向ける。

「……っ」

　ダメだ。コイツにただの説得は通じない。

　何か、もっと効果的な言葉は──

「──お前まで死んだら櫛鉈先輩の妹は……姫ひめ子こはどうするつもりだ!?」

「───」

　俺の言葉に、スサノオの歩みが一いつ瞬しゆん止まる。

　奴が櫛鉈先輩を本当に大切に想おもっているなら。

　先輩が大切に想っている姫子を──自身が乗っ取っている器うつわの人間のことを──自分勝手に壊こわすことはしないはずだ。

　それが俺に唯ゆい一いつ突つける奴のウィークポイント。

　だが。

　スサノオはこちらに背を向けたまま。

「万が一、己オレが敗れることがあっても、姫子だけは生かして帰そう。それは確約する」

「なっ!?」

　スサノオは一方的に言い残して、そのまま姿を消した。

　俺は慌てて周囲を見回し、建物の屋根を越こえて跳とんでいくスサノオの後ろ姿を発見する。

「クソッ！　あの莫迦が！」

　俺は悪態をついてスサノオを追いかけた。

　しかし、いかに夜時間前とはいえ、まだまだ生徒は外を出歩いている。

　その間を縫ぬって追いかけるには、スサノオはあまりに速すぎた。

　あっという間にその背中を見失う。

『もうすぐ夜時間です。生徒は寮りように帰りましょう』

　先程から警備員たちのアナウンスが聞こえる。

　日暮れまであと一時間もない。

　俺はアテもなく彷徨さまよう。

　スサノオはどこへ……？

　これ以上、誰だれかが死ぬのは……!?

「雷火先輩！」

「！」

　名前を呼ばれ、俺は足を止める。

　振ふり返ると、こちらへ走ってくるマリアとシャロ先輩の姿が目に留まった。

　走るマリアの表情は、それが非常に逼ひつ迫ぱくした状じよう況きようであると、俺に伝えていた。

「どうしたマリア？」

「これを」

　マリアは言葉少なに、一枚の紙を俺に手て渡わたす。

　彼女の自動書記によって書かれた報告書のようだ。

　俺は無言でそれに目を通す。

　そして……グシャリと、紙を握にぎり潰つぶした。

「……っ」

　ノドが急速に渇かわいていく。

　まばたきができない。

　心臓が早はや鐘がねを打った。

　胸を手で押さえる。

（バロール）

『──何だ？』

　コイツも左目で同じ報告書を読んでいたはずなのに、とぼけたような返事をしてきた。

　レオンの故郷は石化の魔ま眼がんを持つ神によって滅ほろぼされた。

　それがどういう意味を持つか。

　分からないはずがないのに。

（お前がレオンの故郷を滅ぼしたのか？）

『──さあな』

（……とぼけるな！）

『──そう怒ど鳴なられてもなあ』

　バロールは嗤わらう。

　そんなこと知るかよ、と開き直るように。

『──神おれサマたちが十年前、どれだけ人間どもを殺したか忘れたのか？　十五億人だぞ──いちいちその全員のことなんか覚えてるかよ』

「……」

　俺は言葉を失った。

　人間と魔ま神じんとの認にん識しきの差異。

　隔かく絶ぜつにも等しい感情の隔へだたりに、何を言えばいいのか分からなくなる。

「雷火先輩！」

「！」

　マリアの声で、俺はハッとする。

「落ち着いてください。雷火先輩は何も悪くありません。悪いのはバロールです」

『──オオーン！　マリアちゃんってばヒデーなあ、ウヒヒヒ』

　バロールはわざと大おお袈げ裟さに嘆なげいてみせる。

　当然聞こえていないマリアは話を続ける。

「ですが、これをレオンさんに知られるのはマズいです。万が一知られれば、最悪彼が敵に回る可能性が」

　レオンが、俺の敵に……？

　それは考えただけでも息が止まるような想像だった。

『──ウヒヒヒ、安心しろよライカ。アイツは一日も記き憶おくが保もたないんだろォ？　もし気づいたとしても、すぐ忘れるって』

「黙、、れ……バロール」

　たとえ事実でも、キサマにだけはそれを言う資格はない。

　しかし、この魔神を罵ば倒とうしている場合ではない。

　スサノオの件。

　レオンの件。

　まずは落ち着いて対処することが先決だ。

　俺は頭を振り、雑念を振り払はらう。

「シャロ先輩。ブリュンヒルデを起こします」

「う、うん！」

　俺は魔眼を開き、ブリュンヒルデの神格を呼び出す。

「ブリュンヒルデ。今すぐスサノオを捜さがしてこい。アイツは一柱ひとりで櫛鉈先輩の仇かたきを討うつつもりだ。奴が敵と当たる前に止めろ」

「了りよう解かいした」

　ブリュンヒルデは頷うなずき、鎧よろいを身に纏まとう。

「もしすでにスサノオと敵が交戦していたなら加勢しろ……ただし、危険だと判断した時は、即そく座ざに撤てつ退たいしろ」

「むっ……分かった」

　最悪逃にげろという命令にブリュンヒルデは少し不満そうな顔をしたが、最後は頷いた。

　そして、先程のスサノオ同様、魔ま力りよくを込こめた脚あしで建物の屋根を越えていく。

　こういう時の奴の実直さは役に立つ。

「マリア。報告助かった。だがもう夜時間になる。急いで寮に戻もどって……」

　次に俺がマリアに指示を出そうとした時。

　その声は響ひびいた。




「バロォォォルウゥ!!」




　それは怨えん嗟さの声だった。

　憎にくしみだけが込められた声だった。

　同時に、声の主が放った殺意が俺を襲おそった。

　それは百万からなる怒いかりだった。

　丹たん念ねんに丹念に練り上げられた激情だった。

　先程のスサノオのそれとも違ちがう。

　純度の高い本気の殺意が、今度は紛れもなく俺に向けられていた。

　そして。

　俺はこの声に、聞き覚えがあった。

　また、ノドが渇く。

　呼吸が速くなる。

　このまま逃げたいと思った。

　本当に、本当に、このまま振り返りたくなかった。

　それでも、ここにはマリアがいた。

　最悪の場合に備えて、彼女を護まもるために、振り返らなければならなかった。

「……っ」

　俺は祈いのりながら振り返る。

　どうか、違ってくれ、と。

　その祈りは、当たり前のように裏切られた。

　彼は黄昏たそがれの中で佇たたずんでいた。

　全身に怒りを漲みなぎらせ。

　その瞳ひとみに憎しみを滾たぎらせながら。

　レオン・ブレイドブライトが、俺に殺意を向けていた。

「レオン……！」

「よくも僕を騙だましてくれたな!?」

「違う！　俺は！」

「母さんとみんなの仇だ！」

　レオンがその手に曲刀シミターを喚よぶ。

　彼はその刃やいばを俺に向け、一直線にこちらへ向かってきた。

「ッ！」

　俺は止やむ無く銃じゆうを構える。

　そうして、望まぬ戦いが始まった。




　　　　４




　私──フレイヤはその戦いを遠くから見つめていた。

「……ほう」

　熱い吐と息いきが漏もれる。

「やっぱり、男の子同士の戦いっていいわぁ」

　私は体の火ほ照てりに腰こしをくねらせる。

　本当に堪たまらない。

　激情に心を焦こがしたレオンの剣けん舞ぶ。

　悲ひ哀あいに心を痛いためる雷火の銃技。

　あれほど仲のよかったふたりが心をすれ違わせ。

　互たがいの絶技を以もつて殺し合う。

　これ以上に美しい光景がほかにあるだろうか？

「ああ、もう」

　このまま自じ慰いに耽ふけってしまいそうだけれど、我が慢まんする。

　本番はまだまだこれから。

　存分に愉たのしみ尽つくさないと損をするというもの。

　この状じよう況きようを作るために、それなりに準備期間を要したのだから。

　全すべてはオシリスを斃たおした直後から始まった──




　──時は遡さかのぼり、先週の木曜日深夜。植物園。

　オシリスの神しん冥めい裁さい判ばんを打ち破った雷火たちは敵を『支配』するため、彼女の『レガリア』が隠かくされた温室に入っていった。

　私はといえばオシリス戦で力を使い果たしたこともあり、外で休きゆう憩けいしていた。

　近くにいるのは地面に寝ねかせたままのレオン君だけだ。

　マリアっちたちは雷火のところへ行ってしまった。

　スサノオは最初から私の傍そばにいない。

　そんなわけで、今は私とレオン君のふたりきりだった。

「うぅ……う、、あ……ぁ」

　レオン君はずっと呻うめいている。

　すでに神しん冥めい裁さい判ばんは終わっているはずだけれど、何か悪夢でも見ているのだろうか？

「暇ひまねー」

　どっちにしろ、私にはあまり興味のないことだ。

（レオン君も外身はいいんだけどな～。中身がお子様すぎるのよねぇ）

　私の好みはもっと洗練された魂たましいだ。

　そういう意味で言うと、雷火はかなりいい。

　冴さえたところも危あやういところも含ふくめて、とても愛めで甲が斐いがある。

「けど、最近は少し憎しみが薄うすれちゃったかしら」

　雷火が私神に向けてくる憎ぞう悪お。

　その昏くらい炎ほのおで肌はだを炙あぶられる度たびに頭の芯しんがゾクゾクした。

　なのに、なんだか最近それが弱くなっている。

（ちょっと仲よくしすぎたかなー）

　けど彼とベタベタする時間も捨て難がたい。

　あれはあれで愉しい。

　あっちを立てればこちらが立たず。

　困った、困った。

　と。

「う、あ……み、んな……石に」

　今のはレオン君の寝ね言ごと？

　私はふと地面に身を横たえた彼の口くち許もとに耳を寄せる。

「母、さん、逃げ、、て……石」

「石？」

　いまいち要領を得ない。

　寝言なんてそんなものかもしれないが……もう少し耳を傾かたむける。

「アイツ、、、眼が、……」

「眼……」

　石。眼。アイツ。

　みんな。母さん。逃げて。

　その時点で、私に確信があったわけじゃない。

　ただ、おもしろそう、と思っただけだ。

　私のセイズ魔ま術じゆつは心を操あやつる。

　それを応用することで、他者の心や夢も覗のぞくことができる。

　傍に雷火たちがいたらそんなこと赦ゆるさないだろう。

　千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンス。

「～～～♪」

　私は面おも白しろ半分にレオン君の悪夢を覗き見して。

　この上なく、最高の材料を発見した。







　雷火の中にいるバロールがレオンの仇と知り、私は策を巡めぐらせ始めた。

　ちょうど停戦も重なり、準備期間はたっぷりあった。

　と言っても、やったことは至ってシンプル。

　レオンに彼の仇の正体を教えてあげただけ。

　その結果は、私の望み通りとなった。

　嗚あ呼あ、悲鳴が聞こえる。

　戦士たちの悲哀と絶ぜつ叫きようが。

　風に乗って届くのは血と汗あせと硝しよう煙えんの匂におい。

　鼻び腔こうを擽くすぐる男の子たちの闘とう争そうの香かおり。

　全て愛いとおしい。

　同時に昂たかぶる。

　ずっと見ていたいと思う。

　かつて英えい雄ゆうホグニとその親友を延々と殺し合わせたように。

　だけれど、嗚呼、でも早く決着がついて欲しいとも思う。

　でないと本当に、生殺しだ。

　私のこの昂ぶりは、この戦いの勝者に抱だかれることでしか解消できない。

　嗚呼、だから早く終わらせて。

　嗚呼、でもまだ戦い続けて。

　私神のために。

　私女のために。

　存分に愉しませて。

　そうしたら勝者には、ご褒ほう美びに私がたっぷり愛してあげるから。

　だから死ぬまで殺し合って──
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　死ぬまで殺し合いの中で生き、そのまま果てるが本望。

　己オレ──スサノオは生まれた時からずっとそう思っていた。

　父ちち御ご殿どのも。

　姉上も。

　弟君も。

　みなが己オレの存在を厭いとった。

　己オレは世界から放ほう逐ちくされ、誰だれからも愛されなかった。

　だから、己オレは暴れた。

　生まれたままの性さがに従って。

　殺し。

　滅ほろぼし。

　荒あらした。

　それ以外に、己オレが己オレであると証明する手段を持たなかった。

　だからこそ、か。

　俺があの時、あの女に絆ほだされたのは。

　唯ゆい一いつ俺に心を分けてくれた相手。

　アイツのために、俺ははじめて他者のために力を奮った。

　なら、今宵こよいは。

　確かに今日、己オレが剣つるぎを手に取った動機は撫子のためだ。

　だが、決して彼女のためではない。

　これは己オレの気持ちの清算のため。

「……やはり現れたか」

　己オレは閉じていた瞼まぶたを開く。

　そして、振ふり向きざまに剣を振るった。

　ギイィン！

　背後から飛来した戈ほこを刃やいばではじく。

　風の権能を用いた超ちよう速そく射出。

　昨夜と同じ手段だ。

「己オレが一柱ひとりになれば、必ず奇き襲しゆうしてくると思ったぞ」

　だからこそ、戦いやすい場に誘ゆう導どうした。

　ここはほんの三日前に雷火たちと訪おとずれた北区の自然公園。

　遮しや蔽へい物がほとんどなく広々とした空間は、敵の居場所を察知しやすい。

「出てこい。でなければ、キサマの居場所めがけて天地をアメノ覇するムラ神皇剣クモをブチ込むぞ。まあ、今度も避よける自信があるのなら話は別だが」

　己オレは天あめの羽は々ば斬きりの欠けた切っ先を傾ける。

　戈が飛んできたのはその逆方向だ。

　敵は風を操り、自分の居場所とは反対方向から戈を投とう擲てきしたのだ。

　確かに一度目であれば有効な手だろうが。

「己オレも暴風の神としての側面を持っている。キサマの風の権能、冷静に見み極きわめればその力の道筋を読むことくらい容易たやすい」

　己オレはあえてハッキリと言ってやる。

　全て見み抜ぬいていると。

　ここへ誘おびき出された時点で、逃にげ場はないと。

　これでも出てこないようであれば……。

　と。

　ザッ、と芝しば生ふを踏ふむ音がして。

　その仇かたきは姿を現した。

（何だ……こやつは？）

　ソイツは異常な面めん貌ぼうの男だった。

　生気なく、表情のない、土気色の顔。

　泥どろ団だん子ごをこね合わせたような歪いびつな隆りゆう起きが見られる四し肢し。

　人体としてのバランスが取れているようで取れていない体たい軀く。

　まるで別々の人形のパーツをつなぎ合わせ、自分勝手な容かたちを作り上げたかのような歪さがあった。

　敵の名はケツァルコアトル。

　破は壊かい神にして創造神として祀まつられる神。

　どうやら一ひと筋すじ縄なわではいかない相手らしい。

　だがその程度で退く己オレでもない。

　己オレは口の端はしを、ニィ、と吊つり上げる。

　さて、仇かたき討うちと参ろうか。

「行くぞ！　我が逆げき鱗りんに触ふれたことを後こう悔かいするがいい！」
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「雷火先せん輩ぱい！」

「離はなれていろマリア！」

　俺は後ろのマリアに向かって叫さけびつつ、視線は一いつ瞬しゆんたりとも前から動かさなかった。

　そうでなければ一瞬で死ぬ。

「！」

　剣風が頰ほおを撫なで、刃が鼻先を掠かすめる。

　人体コントロールによる五感強化だけでは足りない。

　それに加えて『予よ見げん』の魔ま眼がんで未来の動きを察知しなければ、とてもではないがレオンの攻こう撃げきを躱かわすことなどできなかった。

　その『予よ見げん』もこれが二度目の発動。

　今日はすでに医師を操るのに一度使っているので、魔眼はもう打ち止めだ。

　この『予よ見げん』の制限時間が過ぎたら、万事休す。

「くっ！」

　俺は全力で右へ跳とぶ。

　直後、俺の後ろにあったプレハブの半分が粉こな微み塵じんになった。

　まるで粉ふん砕さい機にかけられた木片のように。

　レオンの斬ざん撃げき密度はもはや面による攻撃と同等だった。

　本来であれば線でしかない剣撃。

　それをはるかに上回っている。

　これが、レオンの本気の殺意。

「……」

　レオンはジッと俺を睨にらんでいる。

　最初は怒いかりを喚わめき散らしながら攻撃してきたが、ここしばらくは無言だ。

　何も言わず、ただ俺を殺そうとしている。

『──ウヒヒヒ、まったくトンデモねぇ奴やつを敵に回したもんだ！』

　屑くず魔ま神じんがクソみたいに嗤わらっている。

『──それにしてもアイツに宿った神は何なんだ？　確かインド神話の善神がどうとか言ってたよなぁ、ライカ』

（……）

　俺はバロールの声に応こたえない。

　インド神話の善神だけでは、レオンの神が何なのか特定できないというのもあるが。

　何よりコイツと口を利ききたくなかった。

　この魔神のせいで、俺たちは殺し合いをしているのだから。

　そんな理り不ふ尽じん……赦ゆるせるはずもない。

「レオン！」

　俺は何度目か分からない呼びかけを行う。

「俺はバロールなんかじゃない、人間の神仙雷火だ！　頼たのむから話を聞いてくれ！」

「黙だまれバロール！　お前が雷火君の体を奪うばったのは分かってるんだ！」

「……!?」

　なぜレオンがそのことを？

　俺は説明していないはず。

　つまり、それを彼に教えた「誰か」がいる。

「レオン！　誰に何を吹ふき込まれた!?」

「うるさい！　そうやってまた僕を騙だますつもりだろう！」

　レオンは聞く耳を持ってくれない。

　ほんの数時間前まで、彼は味方だったのに……！

「絶対に殺してやる……！」

　レオンが憎ぞう悪おを込こめて呟つぶやく。

　ふと彼の曲刀シミターを持つ手と反対側の手に何か握にぎられていた。

　法ほ螺ら貝がい？

　いや……まさか仙せん螺らか？

　曲刀シミター。

　蓮れん華げ。

　仙螺。

　これまでレオンが見せた装神具アーテイフアクトを思い出す。

　だが、その先を検証する暇ひまは与あたえてもらえなかった。

　レオンは仙螺を吹く。

　すると不思議な音が波のように周囲一帯に広がり、途と端たんに俺の体が重くなった。

『──何だ？　俺サマの力どころか、魔ま力りよくまで弱くなったぞ』

「……！」

　おそらく、あの仙螺による影えい響きようだ。

　効果はこちらの全ステータスを何段階か下げるもの。

　さらにレオンの手から仙螺と曲刀シミターが消える。

　続けて現れたのは弓矢。

　彼が弓に矢を番つがえると、その鏃やじりから炎ほのおが生まれた。

　その焰ほのおはまたたく間に大炎となり、鏃を中心に渦うずを巻く。

　それはまるで太陽のプロミネンスのようで。

　放たれた矢はまさに炎の一いつ閃せんとなって俺を襲おそった。

「!?」

　一瞬でもあの炎に触れれば骨まで熔とける。

　直感的に悟さとった俺は、咄とつ嗟さにバックステップしながら銃じゆうを構えた。

「───ッ！」

　一点集束フルバースト!!

　ミリ単位で銃じゆう弾だんをまったく同じ一点に撃うち込む絶技。

　極限の集中力を以もつて、俺は全銃弾を炎の鏃に撃ち込んだ。

　聖別済み純銀製10mm弾の弾頭が、神の一矢と鬩せめぎ合う。

　意識の集中によって濃のう縮しゆくされた時間は、現実にしてほんの一秒足らず。

　最後の弾頭が鏃とぶつかって弾はじけた瞬しゆん間かん、時間はいきなり元のスピードで刻み出す。

　結果は、対つい消しよう滅めつ。

　マガジンふたつ分の銃弾で、ようやく一矢と互ご角かく。

　改めてお互たがいの戦力差が浮うき彫ぼりになる。

　その上。

「ッ」

　レオンの行動はどこまでも素す早ばやい。

　いや、明らかに先さき程ほどよりもスピードが上がっている。

　まさかさっきの仙螺は敵のステータスを下げるだけでなく、自分のステータスを上げる効果が……!?

　すでに彼は曲刀シミターを手に、俺の眼前まで迫せまっている。

　まるであらゆる場面における最善手が見えているかのようだ。

　スサノオが闘とう争そうの化身なら。

　レオンはまさに武の化身。

　合理という名の究極の力が、俺の首を刎はねようと迫る。

「…ッ！」

　俺は左目に映った未来の映像を頼たよりに頭を下げる。

　一秒も間を置かず、俺の首があった場所を刃やいばが通り抜ぬけた。

「クソッ！」

　俺はレオンの手首と肩かたを摑つかみ、剣けんの振ふりを封ふうじ、膝ひざを叩たたき込む。

　鳩みぞ尾おちを蹴けられ、一瞬レオンの動きが鈍にぶる。

　その隙すきに彼の膝裏を押すようにして転ばせ、曲刀シミターを踏ふみつけた。

「……！」

　その側頭部に銃口を突つきつけ、制止を促うながそうとして。

　何かが自分の後頭部に迫っているのを鋭えい敏びんになった感覚が察知した。

「ッッッ！」

　咄嗟に体を前へ投げ出す。

　その俺の肩けん甲こう骨こつの辺りを、鋭するどい何かがザクッと切り裂さいた。

「ぐああ！」

　俺は前転しながら立ち上がる。

　傷は浅くもないが深くもない。

　行動に支障はないが……今の攻撃は？

　俺がレオンを見やると、彼はすでに立ち上がっていた。

　彼はその場で指を二本立て、何かをキャッチする。

「チャクラムか」

　それはインド発はつ祥しようの投とう擲てき武器だった。

　円えん環かん状の刃が特とく徴ちよう的な武器で、主に指を使って飛ばす。

　彼は俺がどう動くか全すべて見切った上で、あらかじめチャクラムを投げておいたのだ。

　未来視の如ごとき先見の明。

　どこまでも多た彩さいな武器と達人の技わざ。

　反則じみた魔眼の力がなければ、まばたきする間もなく斬ざん殺さつされていただろう。

　だが、おかげで分かったこともある。

　レオンの身に宿る神の力の正体。

「英えい雄ゆう神……ヴィシュヌ、か」

「……？」

　俺の呟きに、レオンは怪け訝げんな顔をする。

　きっと、何のことかサッパリ分かっていないのだろう。

「……」

　──ヴィシュヌ。

　インド神話最大の英雄。

　インド神話には三神一体トリムールテイと呼ばれる三さん柱にんの主神格がいる。

　ヴィシュヌはその一柱ひとりだ。

　残る二柱ふたりは創造神ブラフマーと破は壊かい神シヴァ。

　インド神話では世界の輪りん廻ねが説かれ、世界は何度も破壊と再生を繰くり返すものとされた。

　では、その世界観の中におけるヴィシュヌの役割とは何か？

　それはブラフマーの創つくった世界の維い持じである。

　世界の秩ちつ序じよを保ち、正義を執しつ行こうする。

　そのためにヴィシュヌは十の化身アヴアターラとなって、幾いく度どとなく世界を救う。

　時に大洪こう水ずいから人類の祖を救い。

　時に霊れい薬やくアムリタの精製に手を貸し。

　時に地の底に沈しずみかけた大地を支え。

　時に英雄として生まれ変わり、悪あつ鬼きの如きアスラ神族を駆く逐ちくした。

　その救いの手は未来にさえ及およぶと云いわれる。

　まさに救世主の中の救世主と呼ぶに相応ふさわしい英雄神だ。

　であればこそ、その強さにも納なつ得とくがいく。

　ヴィシュヌ６番目の化身パラシュラーマは武術の祖と云われている。

　彼が用いた武器も全て、ヴィシュヌが持つとされる装神具アーテイフアクトだ。

「クハッ……」

　ここまで来ると笑えてくる。

　ヴィシュヌの強さはおよそ個としての究極に近い。

　ロクな下準備もなく一対一になった時点で、もはや寸すん毫ごうほどの勝ち目もない。

「ハッ……ハ」

　息が苦しい。

　人体コントロールが乱れている。

　集中力が欠けている証しよう拠こだ。

　理由は分かってる。

　敵が……レオンだからだ。

　動どう揺ようは涙々フレイヤやスサノオの時以上。

　おまけに『予よ見げん』の魔ま眼がんも……今、切れた。

「……ッ」

　死んで楽になりたいわけじゃない。

　妹を、天てん華かを奪とり返すまで、俺は……！

　だがあまりにも状じよう況きようが悪い。

　勝ち目はなく、逃にげることもできないだろう。

　せめて話ができるなら……しかし、レオンは今の俺がバロールに体を乗っ取られていると思っている。

　俺が何を言っても、バロールが演技をしているのだと解かい釈しやくされるだろう。

　八はつ方ぽう塞ふさがりだ。

『──ウヒヒヒ、大ピンチだなァ、ライカ』

（……もう、黙だまれキサマ）

『──おっ、久しぶりに俺サマに返事をしたな』

　バロールはこんな時も愉たのしそうに嗤わらう。

　何もかも自分が原因だというのに。

　魔ま神じんは一いつ切さい悪びれる様子もない。

（キサマを八やつ裂ざきにすることができれば、レオンの怒いかりも収まるのにな）

『──おーおー、コワいコワい』

　バロールはなおも愉ゆ快かいそうに答える。

『──なぁライカ』

（何だ？　くたばれ）

『──ウヒヒヒ、まぁそう怒おこるな。さすがの俺サマも今回ばかりは責任を感じてるんだ』

（……はあ？）

　どの口が何をほざいてるんだ？

　俺は呆あきれ果てる。

『──なぁライカ。ちょっとそこの窓ガラス見ろよ』

「……？」

　バロールの声に釣つられて、俺はついプレハブ小屋の窓を見た。

　瞬間──使い果たしたはずの左目の魔眼が蠢うごめく。

　赤く妖あやしい光が五度瞬またたき。

　俺が首から提さげた十じゆう字じ架かが石へと変わり、砕くだける。

「なっ!?」

『──『石化』五重がけでようやく破壊か。頑がん丈じようだな』

　今のはまさか、『石化』の魔眼で十字架を破壊したのか!?

　マズい!?

『──じゃあ、選手交代といこうや』

　それはまるで落とし穴に落とされたような感覚だった。

　唐とう突とつな無重力感が俺を襲おそい、暗くら闇やみの虚うろに落ちていく。

　光が遠くなり、意識がボンヤリと霞かすみがかった。

　バロールに体の主導権を奪うばわれたのだ。

「ウヒヒヒ！　ああっ、やっぱ娑しや婆ばの空気は旨うめェなぁ！」

　俺の口で、バロールが高笑いする。

「……！」

　雰ふん囲い気きの急激な変化に、レオンも警けい戒かいの色を見せ、足を止めた。

（キサマ！　よくも俺の体をッ！）

　いや、それ以前にどうして。

　こんな方法があったなら、もっと前に俺の体を奪えたはずじゃ。

　その答えは、直後のバロールの返事によってもたらされた。

「前から言ってるだろォ、ライカ。俺サマはお前を気に入ってるって」

　奴やつはわざわざ声に出して会話する。

　レオンからすれば独り言に聞こえ、怪訝に思うだろう。

　だがそんな些さ細さいなこと、バロールは気にしない。

「俺サマは人間の足あ搔がきが好きだ。ライカがどうやって神に復ふく讐しゆうするのかが愉しみでナァ、その邪じや魔まはなるべくしたくなかったんだよ」

（……！）

　ならやはり、その気になればいつでも俺の体を奪えたのか。

　だが、だったら何で今いま更さらになって俺の体を……!?

　そこで俺は気づく。

　バロールが何を考えているかに。

「だがこの件は、俺サマの因果にライカを巻き込む形になっちまったからなぁ。そんなくだらないことで、お前が死ぬのもおもしろくない……だからァ」

（おい、待て！　バロール!!）

　俺は叫さけぶが、バロールは聞く耳を持たない。

　奴を止めようにも、文字通り俺は指一本動かせない状態だ。

　バロールは高らかに哄こう笑しようする。

「ウヒャヒャヒャ！　ダアカァラァ、俺サマがお前の代わりにアイツを殺してやるよ！」

　叫ぶと同時に、奴は左目の魔眼を見開く。

　一日三回という制限も、バロールが完全に受肉したことでなくなっている。

　その持てる全ての力を使って、奴はレオンを殺す気だ。

「やっぱりお前だ、、、お前が！　僕の母さんを！　みんなを！」

　一方、レオンもまたバロールが本ほん性しようを見せたことで、全身に怒りを漲みなぎらせる。

　曲刀シミターが、彼の怒りに呼応するように眩まばゆい光を放ち始める。

　魔神対英雄神。

　その戦いが始まろうとしていた。

「──殺ス！」

「──殺す！」

　バロールは愉ゆ悦えつの殺意を以もつて。

　レオンは憤ふん怒ぬの殺意を以て。

　互たがいが互いを殺すために、彼らは駆かけ出した。
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　己オレ──スサノオは苦境に立たされていた。

「破ァ！」

　天あめの羽は々ば斬きりを振ふるう。
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「……」

　敵は戈ほこを振るう。

　激げき突とつ。

　弾はじき飛ばされる。

「……ッ!?」

　またか。

　己オレは飛ばされた勢いそのままに間合いを取る。

（やはり妙みようだな）

　なぜこうも打ち負ける？

　確かに奴が用いる器うつわの方が体の大きさも、腕うでの太さもこちらを上回っている。

　だが荒あら神がみとしてのスキルを保有する己オレに、器の筋肉量は関係ない。

　敵が似たようなスキルを持っていたとしても条件は五分。

　なら、器の素質の違ちがいか？

　神は地上に顕げん界かいする時、器となる人間を選ぶ。

　受肉した神がどこまで力を発揮できるかは、その器の持つ素質に左右される。

　たとえば素質が10の者と30の者がいた場合、30の器を選んだ神は10の器を選んだ神の３倍の力が出せる。

　だがこの島に集められた器は、世界中から選えりすぐられた素質の持ち主だ。

　ここまで極きよく端たんに力の差が出るはずがない。

「……」

　ケツァルコアトルは己オレの様子を窺うかがっている。

　奴はやはり虚うつろな目と、虚ろな表情で、何を考えているか読めない。

　その歪いびつな体たい軀くも合わさって、まるで死人のようだ。

　死人……？

（まさか……いや……）

　そういうことか。

「お前、その器、創ったな？」

「……」

「材料は死体か？」

「……」

　己オレの問いにケツァルコアトルは答えない。

　だが、おそらく間ま違ちがいない。

　奴は創造神の権能を持つ。

　ならば、人を創つくることも可能だろう。

（元々素質の高い人間の死体を組み合わせ、より強つ靭よい器を創ったというわけか）

　であれば、あの異形の体軀にも説明がつく。

（とはいえ、それだけでもない気がするが）

　それ以上のことは今の段階では分からない。

「悪あく趣しゆ味みとは思うが、あえて外げ道どうとも呼ぶまい」

　戦いに卑ひ怯きようもクソもない。

　十全に力を発揮するために手を尽つくすのは当然だ。

「だが仇かたきは討うたせてもらうぞ」

　己オレは言う。

　すると。

「……ニンゲンに、情が移ったのア」

　はじめてケツァルコアトルが口を利きいた。

　発声器官の作りがあまりよくないのか、やたら掠かすれた声だ。

「それがどうかしたか？」

「……くだらヌ」

　その時、ケツァルコアトルの顔にはじめて表情が浮うかぶ。

　それは憤怒だった。

　あるいは憎ぞう悪お。

　でなければ……絶望か？

「奴らに生きる価値ナド、ない」

「それを決めるのは己オレの勝手だ」

「愚おろカ」

　ケツァルコアトルは短く断ずる。

「それもお前が決めることではない」

　己オレもまた短く答えた。

　そのやり取りで、決まった。

　お互いの価値観はどこまでも平行線だと。

　決して分かり合うことはないと。

　まあ、どうでもいい。

　元より殺し合いに来ているのだから。

「己オレがここへ一柱ひとりで来たのにはもうひとつ理由がある──」

　己オレはそう言って、拳こぶしを握にぎり、気合いを溜ため。

「──『荒神』」

　スキルを発動する。

　瞬しゆん間かん、全身に漲る力が何倍にも引き上がった。

　同時に体が熱暴走を起こしたように体温が上じよう昇しようする。

　それは頭も同じで、理性がグツグツと煮にえ立つのを感じた。

　理性と魔ま力りよくを代だい償しようにステータスを一時的に上昇させる。

　それがこのスキルの特とく徴ちようだ。

「ここから先の己オレは一いつ匹ぴきの獣けものだ……覚かく悟ごはいいか？」

　このスキルは使いすぎると理性が蒸発する。

　周囲の者を見境なく攻こう撃げきするようになるため、敵と一対一の時しか使えない。

　そう、たとえば今のような状じよう況きようでしか。

「───」

「───」

　己オレとケツァルコアトルはもはや言葉もなく。

　そのまま第二ラウンドへと突とつ入にゆうした。




　　　　８




　楽しい。

　愉たのしい。

　悦たのしい。

「ウヒャッヒャヒャヒャヒャ！」

　俺サマ──バロールは笑いながら魔ま術じゆつを駆く使しし、ヴィシュヌを追い立てる。

　触ふれれば四し肢しなど千切れ飛ぶ魔術が飛び交かうが、奴やつには当たらない。

　全すべて躱かわされる。

　それすらも、愉ゆ快かい。愉悦。

　ヴィシュヌは魔術の炎ほのおをかいくぐり。

　躱しながら、何かを鋭するどく投とう擲てきしてくる。

「おっと！」

　鋭い魔力の流れを感知し、俺は頭を伏ふせる。

　その頭上を奴のチャクラムが通り過ぎた。

　周囲に展開していた魔力の楯たてが悉ことごとく切断される。

「俺サマの楯を容易たやすく切り裂さくか！　まったく恐おそろしい奴だ！」

　叫さけびながら俺サマは魔力を編む。

　編みながらも嗤わらい続ける。

　戦せん闘とう中でなければこの場で嗤い転げていただろう。

　別に俺サマはスサノオのように戦闘行こう為い自体に快楽を得るタイプではない。

　だが闘とう争そうは大好物だった。

　なぜなら闘争にはつきものだからだ。

　敵の破は滅めつと己おのれの破滅が。

　殺す快楽と殺される快楽が。

　互いの実力が拮きつ抗こうしているほど愉しめる。

　俺サマより敵が強いならもっと最高だ。

　怠たい惰だを好む俺サマだが、この時ばかりは惜おしみなく全力を出す。

　俺サマは五本の指を己の胸に突つき立てる。

「来い──我が破滅クロウクの逆三日月クルワツハ」

　胸から溢あふれた血が絡からみ合い、そこから暗黒の竜りゆうを象かたどった。

　邪じや竜りゆうクロウクルワッハ。

　宿敵ダーナ神族を虐ぎやく殺さつした俺サマの悪意の塊かたまり。

　それが唸うなりをあげてヴィシュヌに襲おそいかかる。

「クッ！」

「ウヒヒヒ、どうしたどうした英えい雄ゆう神！」

　俺サマは敵を嘲ちよう弄ろうする。

　そこへさらに魔術による追撃。

　敵を追い詰つめていく。

『──バロール！』

「ん？」

　突とつ然ぜん、頭の中に響ひびいた声に俺サマは手を止める。

「なんだライカか。お前、まだ意識があるのか？」

　あとで魂たましいを剝はく離りしやすいように加減しているとはいえ、ライカの魂は半分ほど俺サマの中に取り込んでいる。

　普ふ通つうなら人格など朧おぼろになる。

　ましてや意識を保つなど並なみ大たい抵ていのことではないはずだが。

「ウヒヒヒ、やはりお前はおもしろいなァ」

『──黙だまれ！　くだらないことを言ってないで、今すぐレオンを攻撃するのをやめろ！』

「ハァ？　何で？」

　俺サマは首を傾かしげる。

「あれは敵だろ」

『──違ちがう！』

「違わない」

『──違う！』

　ライカはしつこい。

　俺サマは嗤う。

「お前がなんと言おうと、向こうはこっちを殺す気だぞ」

『──……ッ』

　ライカは言葉を詰まらせる。

　それがあまりに愉快で、俺サマはまた嗤った。

「自分が殺されてでもアイツを殺したくないか？」

『──殺さずに制圧する手段くらい……』

「この状況じゃ無理だろ」

　殺さずに斃たおすなんてのは余よ程ほどの実力差があるか。

　あるいは相手をこちらの策に嵌はめなければまず不可能だ。

　そして、そのどちらの条件もライカは満たしていない。

　そんなこと。

　本当はとっくのとっくのとっくの昔に分かっていたことだろうに！

「殺すしかないぞライカ、もしくはおめおめ殺されるかだな」

『──……』

　ライカは黙る。

　その沈ちん黙もくに込こめられた懊おう悩のうは容易に察せられた。

　ああ、まったく！

　この期ごに及およんでまだ迷いが？

　本当に、これだから、人間はおもしろい！

　俺サマが悦よろこんでいると。

「ギャワオオオオウゥゥ！」

　クロウクルワッハの断だん末まつ魔まの叫びが辺りに響き渡わたる。

　俺サマの分身たる邪竜が敵に細切れにされ、ただの肉片となっていた。

「ほー、ケルトで最も偉い大だいなる戦士ヌアザを屠ほふった邪竜を殺すか」

「はぁ、はぁ……」

　とはいえ、さすがの英雄神も息が切れ始めている。

　だがその瞳ひとみだけは殺意でギラギラ輝かがやいて。

「次は、、お前だ！　バロール！」

「ならもっと気張れよ、ガキ」

　俺サマは奴が邪竜と戯たわむれている間に溜めていた魔力を解放する。

　途と端たんに空間に浮うき上がる魔力の砲ほう門もん。

　雌め狐ぎつねの黄金グルヴエイグ魔術テイアーズほどではないが、純じゆん粋すい魔ま力りよくによる連続砲ほう撃げき。

「ハッハッ、死ぬ気で生き残れ！」

　生き残れと言いつつ逃にげ場など与あたえない。

　これで死ぬとは思えないが、ズタボロにはできるだろう。

　そこまで考え。

　俺サマは魔力砲を放つ。

　と、思った。

　だが。

　俺サマの意志が魔力砲を放つと考え切る前。

　いわば脳が考え、神経がその命令を体の末まつ端たんに伝えるコンマ数秒の間に。




「───ッ！」




　ヴィシュヌはたったの一歩で間合いを詰めてきた。

　魔力で身体能力を強化しても、なおあり得ない踏ふみ込み速度。

　いや、というかこのままじゃ斬きられ、、、た！

　血ち飛沫しぶきが舞まう。

　俺サマの体は両断された。

　さらなる敵の追撃。

　何百何千の剣けん閃せんが疾はしる。

「ぉ、、、ぁ、、、っ」

　声が声になる前に斬られる。

　全身が細切れになった。

　その肉片すらも切り刻まれ。

　ついには跡あと形かたも残らない。

　俺サマは粉々に斬り滅ほろぼされた。




「ウヒャヒャヒャッ！　マジでスゲェ！」




　その光景を離はなれた場所から眺ながめ、俺サマは嗤う。

「！」

　ヴィシュヌが驚きよう愕がくし、こちらを振ふり返った。

　気づくのが遅おそい。

「幻まぼろしだよバーカ」

　俺サマは改めて魔力砲を放つ。

　ヴィシュヌの姿が光の中に消えた。

「ウヒャヒャヒャヒャ！」

　ダメだ。愉しすぎて嗤ってしまう。

　もはや笑え顔がおがデフォルトの表情みたくなってきた。

　周囲は今の集中砲火の影えい響きようで砂さ塵じんが舞まっている。

　そのためヴィシュヌがどうなったか、ここからでは確かく認にんできない。

「なあライカ、さっきのアイツの迅はやさは何なんだ？」

　その間に、俺サマは俺サマの内側へ向けて尋たずねる。

　先程、『幻げん象しよう』の幻を斬ったヴィシュヌの踏み込み速度。

　あれは明らかに奴やつの権能が働いている。

　しばらくは沈黙が返ってきたが……。

『──……ヴィシュヌは元は太陽光線が神格化された自由闊かつ歩ぽの神だ。世界を三歩で跨またいだという逸いつ話わもある』

「なるほどねェ。距きよ離りも障害も踏み越こえる究極の踏とう破はスキルってところか」

　ふむ、と俺サマは納なつ得とくする。

　しかし、今のスキルの使いどころはほかにもあった気がするが……。

　その辺は奴の抱かかえる記き憶おく障害が関係しているのか？

　まあ、分からないことを考えても仕方がない。

　やがて砂塵が晴れる。

「……」

　ヴィシュヌは五体満足でそこに立っていた。

　魔力の集中砲火をどうやって乗り切ったのか？

　斬ったのか？

　避よけたのか？

　まあ、何でもいい。

「───」

　ヴィシュヌは、相変わらずの目で俺サマを睨にらんでいた。

　その純粋な殺意に愛いとおしさすら覚える。

「なーヴィシュヌ」

「僕はレオンだ」

「どっちでもいいよ。お前、俺サマに故郷を滅ぼされたんだってな」

「……！」

　ヴィシュヌの視線がさらに鋭するどくなる。

「確か、お前の母親も石になったんだったか？」

「お前エェ！」

　ヴィシュヌの絶ぜつ叫きよう。

　激げき昂こうとともに奴が俺サマを殺しに来る。

　先程の踏み込みで接近戦を挑いどまれたら、当然俺サマに勝ち目はない。

　だが。

　俺サマはすでに奴を視ている。

　魔ま眼がんは視線を媒ばい介かいに発動する。

「!?」

　ヴィシュヌの体がガクンッと前のめりになる。

　踏み込もうと力を込めた脚あしが『石』になっていたからだ。

「悦べ。お前も母親と同じように石にして殺してやるよ」

「う、ああああ！」

　ヴィシュヌが悲鳴を上げる。

　母親の死に様でも思い出したのか、その顔は真っ青だ。

　嗤わらえる。

「ウヒヒヒ、ウヒャヒャヒャヒャ！」

　一方、俺サマの中では。

『──レオン！　レオン！』

　と、ライカが敵の名を必死に叫さけんでいる。

　ふたりの悲鳴に背筋が粟あわ立だつ。

　ああ、まったく、ゾクゾクする。

　だがしかし、物足りなくもある。

　まだ、何か。

　まだ、もっと。

　もうひと波乱、起きてくれないだろうか？

　破は滅めつへの願望が、俺サマにそんな稚ち気きを起こさせ、敵の石化を遅くさせる。

　それはジワジワと相手を嬲なぶるためでもあったが……同時に、敵がその間に何かしてくれないかという期待でもあった。

　そして。

「嗚あ呼あア亞啞亞アア!!」

「!?」

　ヴィシュヌは自分の脚を切り落とした。

　膝ひざから下がなくなり、血が噴ふき出す。

　だが、石と化した部分を切り捨てたことで『石化』が止まる。

　とはいえ機動力は半減以下。

　その足あ搔がきは嫌きらいじゃないが、波乱というにはもうひと味足りない。

　そう思っていると。

　ヴィシュヌの膝の断面から。

　まるで冗じよう談だんのように脚が生える。

　肉体の再生能力!?

　確か奴は蓮れん華げの花のような治ち癒ゆ能力を持っていたが、それを遥はるかに超こえている。

　つまり自分自身にのみ作用する権能か！

　それ以上の考察はあとにする。

「宇啞亞嗚呼我ァー!!」

　ヴィシュヌは雄お叫たけびを上げ、大地を蹴ける。

　世界を三歩で跨ぐ踏破スキル！

　再生直後の仔こ馬うまのように覚おぼ束つかない足取りでも、スキルを使えば関係ない。

　だが、それでもなお『魔眼』の方が瞬はやい!!

　第四の魔眼『死絶』。

　究極の即そく死し能力を以もつて迎むかえ撃うつ。

　当然、完かん膚ぷなきまでに殺すつもりだった。

　その一方で。

　やはり、ナニかを期待する自分がいる。

　どうか俺サマの予想を超えてくれ。

　そして極ごく上じようの破滅を──




　──その瞬しゆん間かん、俺サマの視界は真っ白になった。
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　何が起きた。

　何が起きた。

　ナニガオキタ。

　俺はバロールに体を乗っ取られながらも、ずっと奴とレオンの戦いを見ていた。

　レオンの持つ踏破スキルとバロールの魔眼。

　ヴィシュヌが太陽光線の神格化である以上、そのスキルもまた光の速度を有する。

　一方、魔眼とは即すなわち視線。

　視線──視覚とはつまり「光の反射」を見る行こう為いのことだ。

　となれば、二柱ふたりの持つスキルの速度自体は互ご角かくということになる。

　だが魔眼における視線とは、もう一段上の概がい念ねん的行為に昇しよう華かされている。

　つまりは実際的行為というよりは、「視みる」「視られる」という概念そのものが能力発動のキーとなるのだ。

　レオンはおそらく「魔眼に視られるよりも迅く動かなければ」と思ったはずだ。

　だが「視られるよりも迅く」と思った時点で、すでに「視られる」ことを認識している。

　その時点で勝ち目はないのだ。

　本来であれば。

　なのに。

（何が……起きた？）

　俺は阿あ呆ほうのように同じ言葉を繰くり返す。

「あー……」

　今のは返事なのか、バロールは呻うめき声を上げた。

　奴は倒たおれていた。

　胸は右から斜ななめに裂さかれ。

　右手は手首から先が皮一枚でぶら下がっている。

　鎖さ骨こつは折れ、肋ろつ骨こつも何本か断たれているようだ。

「ゴボッ」

　バロールが血を吐はく。

　内臓も無事ではない。

　まだ死んでいないが、明らかな致ち命めい傷しよう。

　レオンの曲刀シミターによる一いち撃げきだ。

　しかし、なぜ魔眼が打ち負けた？

「ン～～～、ベッ！」

　バロールが喉のど奥に絡からまった血をまとめて吐き捨てる。

　そうして喉の詰つまりを解消して。

「今のはよく分からないが……俺サマの「眼」には因果がかき乱されたように見えたな」

（因果が……？）

　物事の原因と結果そのもの。

　それがかき乱された？

　だとしたら、何を？

　いや、それは考えるまでもなく、この結果そのものだろう。

　勝つべき魔眼が負け。

　負けるべきレオンが打ち勝った。

（勝敗の因果逆転……いや）

　おそらく違ちがう。

　ヴィシュヌの神話を思い出す。

　彼かの神を英えい雄ゆう神たらしめる十の化身と、その物語を。

（ヴィシュヌはあらゆる苦難に勝利する……）

「あン？」

（ヴィシュヌは十の化身アヴアターラを持つ。その十の化身全すべてが、なんらかの形で世界と人類を救う役割を担になっている。その救いの手は未来にさえ及およぶ）

　世界の維い持じ神。

　正義の執しつ行こう者。

（即ち、ヴィシュヌは過去・現在・未来の戦い全てにおいて『勝利』が約束されている）

　必ず勝利してこその英雄神。

　それがヴィシュヌという神格。

　その神格そのものが『レガリア』となっているなら。

（因果すらも捻ねじ曲げて、自分自身を絶対に勝利させるのがヴィシュヌの『レガリア』なのか？）

「ウヒヒヒ、何だそりゃ！　それじゃ何があっても奴やつが勝つってことじゃねーか」

　バロールは嘆なげきつつ、やはり嗤う。

　そして立ち上がる。

　だが。

「悪いなライカ、これは勝てそうにない」

　それは諦あきらめたと言うより、ただ事実だから謝ったという口調だった。

「ウヒャヒャヒャヒャ！」

　それでもなお哄こう笑しようし、バロールはレオンに向かって突とつ撃げきする。

　血を撒まき散らし、俺の体を破は壊かいしながら進む。

　最後まで愉たのしむために。

　最後まで……。

　最後。

　死。

　死ぬ。

　俺もこのままでは死ぬだろう。

　レオンを殺すぐらいなら……だが。

　だが、それでは天華が。

　俺の妹を、独りにしてしまう。

　それは。

　それはそれはそれは。







　ズキンッ











　　それだけは……ダメだ。



（バロール。替かわれ）

「あ？」

（ヴィシュヌの破格の権能は、彼が英雄であり、善の執行者であることに起因する）

「だから？」

（彼の権能は『魔ま神じん』であるお前に極きわめて相あい性しようがいい）

「で？」

（だが逆に、英雄が護まもるべき『人間』には効果が発揮されないかもしれない）

「つまり？」

　そこでバロールがニヤリと嗤わらったのが分かった。

　俺の次のセリフを察したのかもしれない。

　俺は、言う。

（俺ならレオンを斃せる可能性がある）

「ウヒッ、ヒヒヒ！」

　バロールは血ち塗まみれになりながら嗤う。

　破は滅めつの愉ゆ悦えつのためではなく。

　俺の決意を愉ゆ快かいそうに、嗤う。

「そうだよなァ！　諦められるわけないよなァ！　それでこそだ人間ミレシアン！」

　バロールはただただ愉しそうに。

「俺サマが見たいのはそれだ！　人間の欲深さだ！　愚おろかな高みへ手を伸のばす底無しの欲望だ！　諦めて当然の底辺で諦めず、這い上がり、足搔くのをやめないお前らだ！」

　それは人間を褒ほめているのか貶けなしているのか。

　とにかく嬉うれしそうに嗤いながら、バロールはレオンと戦い続ける。

　そして、隙すきを見て残りの魔力をありったけ地面に叩たたきつけた。

　レオンは当然、余よ裕ゆうを持ってそれを避よける。

　だが、今のでお互たがいの距きよ離りがあいた。




　その隙に、バロールは肉体の主導権をあっさり俺に返した。




「グッ!?」

　途と端たんに全身の激痛が俺を襲おそう。

　即そく座ざに血管を制せい御ぎよして出血を止める。

　しかし、バロールが無茶をしたせいで血を流しすぎた。

　あと数分も立っていられないだろう。

　戦せん闘とう行動となれば、せいぜい一撃。

　問題ない。

　血は失ったが、頭は冴さえ渡わたっている。

『──ウヒヒヒ！　一度俺サマが受肉したことで、魔ま眼がんがあと一回は使えるようになったぞ！　さあライカ！　お前の足搔きを見せてくれ！』

「黙だまれバロール。喚わめくな」

　俺は未いまだにうるさいバロールを黙らせる。

　制服と一いつ緒しよにホルスターの紐ひもも片側が切られて落ちてしまった。

　おかげで銃じゆうが一丁しかないが、どうせ右手は使い物にならない。

　というか、千切れかけの右手が邪じや魔まだ。

　引きちぎって捨ててしまいたいが、その時間も体力も惜おしい。

「……」

　これから行うのは文字通り最後の足搔きだ。

　先さき程ほど俺が口にした推測は、ハッキリ言って妄もう想そうに過ぎない。

　ヴィシュヌの権能が人間相手なら効果がないなんて。

　そんな都合のいい話、あるわけがない。

　ならなぜバロールと交こう替たいしたのか。

　それはただ……俺がこのまま殺されるのを良しとできなかったからだ。

　レオンの誤解はもう解けないだろう。

　同じ復ふく讐しゆう者である俺には、彼の気持ちがよく分かる。

　だが、それでも。

　レオンを斃し、

　いや、

　殺してでも。

　俺は何もせずに妹を諦めるわけにはいかない。

　そうでなければ天華に。

　俺自身に申し訳が立たない。

　十年分の鍛たん錬れん。

　十年分の想おもい。

　十年分の血と汗あせ。

　そして、十年前の誓ちかいが、俺に諦めることを赦ゆるさない。

　レオン、俺はお前を殺したくない。

　それならいっそ殺される方が楽だろう。

　しかし、この十年を無む為いに捨てるわけにもいかない。

　妹を奪とり返すために生きたのだ。

　妹を奪り返すためにあらゆる物を捨てた。

　妹を奪り返すためにあらゆる物に耐たえた。

　その結果、何も成し遂とげられずに死ぬなら──それでも構わない。

　だが力を尽つくさずに果てることだけは赦されない。

　結果はこの引き金に委ゆだねる。

　俺が生き残るのか。

　レオンが生き残るのか。




　さあ、レオン──決着をつけよう。




　俺は左目の魔眼を見開き、左手だけで銃を構える。

「来い！　レオン！」

　俺は叫さけぶ。

「……！」

　レオンは無言で地を蹴けった。

　俺は全神経を注ぎ込み、彼の動きを「眼」で追う。

　曲刀シミターを持つレオンの右手。

　死角へチャクラムを投げるレオンの左手。

　大地を蹴ったレオンの左足。

　間合いへ踏ふみ込んでくるレオンの右足。

　憤ふん怒ぬに染まった彼の表情。

　なびく赤あか髪がみ。

　三年生を示す襟えり章しよう。

　裾すそがボロボロになった制服。

　無む駄だのない一連の動作。

　込こめられた殺気。

　鋭するどい突つき。

　彼のまっすぐな瞳ひとみ。




　その全部を、俺は半分横にズレた立ち位置から見ていた。

『幻げん象しよう』の魔眼に囚とらわれ、幻まぼろしの俺を突き殺そうとする彼の側頭部に銃口を向ける。

　最後の魔眼に賭かけた逆転の一いち撃げき。

　この引き金を引けばレオンの頭は吹ふき飛ぶ。

　時間が何倍にも引き延ばされたように感じる。

　この刹せつ那なが。

　俺たちの最後の時間。

　時は別れを惜しむようにゆっくりと流れる。

　俺の指が、引き金を、引く。

　銃じゆう弾だんが、発射される。

　発射の衝しよう撃げきが、腕うでを伝った。

「───」

　知らない内に涙なみだが目め尻じりから溢あふれていた。

　今いま更さら何を。

　泣く資格がどこにある。

　友達を殺す引き金を引いた。

　もう後あと戻もどりはできない。

　俺は──

　俺も──




　屑くずだ。




　その時、レオンの輪りん郭かくがグニャリと歪ゆがんだ。

　彼の姿が何重にもブレる。

　バロールの魔眼は、それを因果の歪みだと理解した。

　レオンの『レガリア』が発動したのだ。

　因果の地平から、彼の勝利する姿が召しよう喚かんされようとする。

　やはり人間とか魔神とか、彼の『レガリア』には関係なかった。

　いや、違ちがうか……俺もバロールと同じ屑だ。

　屑が正義の味方に殺されるのは道理だ。

　なら、いいさ。

　無念は残るが、レオンに殺される結末なら受け入れられる。

　そう思って、俺は目を閉じようとして──




　──突とつ然ぜん、ブレていたレオンの像が消えた。




「!?」

　レオンの『レガリア』が止まった!?

　なぜ!?

　どうして!?

　俺は溢れ出た疑問を叫ぼうとした。

　だが、俺の声が言葉を結ぶ前に。

　すでに放たれた銃弾が──レオンの側頭部に吸い込まれた。
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　──時は数すう瞬しゆん前に遡さかのぼる。




　僕──レオン・ブレイドブライトは因果の分ぶん岐き点に立っていた。

　僕になぜこんな力があるのかは分からない。

　だけど、僕はその使い方だけを知っている。

　いや、使うべき時になると、勝手に使い方が頭の中に流れ込んでくるのだ。

　──『悉く勝利すダーマアヴべき英雄譚アターラ』

　無数に分岐する因果の中から、僕が勝利する結果を引き寄せ、現在の自分に上書きする能力。

　この力がある限り、僕は絶対に勝利する。

　これでバロールを殺せる。

　母さんやみんなの仇かたきを討うてる。

　僕の母さんはとてもやさしかった。

　みんな……友達もいい奴やつらばかりだった。

　死んだ父さん、母さんの仇を僕が討つよ。

「……」

『悉く勝利すダーマアヴべき英雄譚アターラ』は結果を引き寄せるのに時間がかかる。

　と言ってもそれは僕の主観時間の話で、現実には一瞬で発動する。

　物事の因果を狂くるわす能力だから、様々な時間の流れもグチャグチャになるらしい。

　だから、意外と考え事をする時間がある。

　……

　……

　……そういえば、僕に仇の正体を教えてくれた涙々には感謝しないといけない。

　彼女にそのことを教えられたのは今朝のことだ。

　僕が自分の部屋で起きると、彼女はベッドの横に立っていた。

　驚おどろく僕に対して、彼女は机の上の日記帳やメモ帳を指差し、まずはそれを読むように言った。

　そこで僕は自分の現状を知った。

　メモ帳に挟はさんであった写真から、涙々が僕の知り合いということも分かった。

　それから、「神仙雷火」の写真。

　涙々は、彼が実はバロールなのだと教えてくれた。

　意味が分からないと言うと、彼女は魔ま術じゆつを使って、僕に自分の記き憶おくを見せてくれた。

　彼女の記憶にあったのは、魔ま眼がんを使う神仙雷火君の姿。

　その左目に浮うかぶ紋もん様ようは、まさに今朝見た悪夢に出てきた魔ま神じんの目に浮かんでいた物と同じだった。

　彼女は説明してくれた。

　この島で起きている神話代理戦争。

　神格適合者という神の依より代しろとして集められた少年少女。

　一度神に乗っ取られた子の人格は消しよう滅めつし、二度と蘇よみがえらないということ。

　その説明を聞いて、僕は震ふるえるような怒いかりを覚えた。

　なぜなら雷火君の写真の裏には、「友達」と書いてあったのだ。

　彼は僕の友達だったのだ。

　メモ帳に挟んであった写真はたくさんあった。

　けれど、友達と書かれているのは彼の写真だけだった。

　彼はきっと僕にとって特別な存在だったのだ。

　それを……またあの魔神に奪うばわれたのかと思うと腸はらわたが煮にえくり返った。

　絶対に殺してやると思って、僕はバロールに戦いを挑いどんだ。

　……

　……

　……そういえば。

　雷火君はいつからバロールに体を乗っ取られていたんだろうか？

　僕がバロールと友達になるなんてあり得ないから、たぶん、最初は人間の雷火君だったはずだ。

　そのあとバロールが雷火君の体を乗っ取って、彼のフリをしていたに違いない。

　それで辻つじ褄つまは合う。

　と。

「！」

　因果の収束が始まる。

　僕が勝利する結果を摑つかんだのだ。

　あとは能力の流れに身を任せればいい。

　その時、僕はチラリとバロールの顔を見やった。

　知りたかったのだ。

　憎にくい憎い仇が最後にどんな表情を浮かべるのかを。

　その無様な顔を──たとえ明あ日すには忘れてしまうとしても──この脳のう裏りに刻み込んでおきたかった。

　だけど。

　僕は見てしまう。

　その目から流れる涙を。

「───!?」

　それは恐きよう怖ふの涙じゃなかった。

　見れば分かる。

　彼が、本当に悲しくて、泣いているのが。

　僕は混乱する。

　何が悲しくて、邪じや悪あくな魔神が涙を流すのか？

　彼は僕を見て泣いている。

　なぜ？

　なぜ？

　なぜ？

　辻褄が、合わなくなる。

　その時、写真の裏に書かれた「友達」の字が思い浮かぶ。

　もし。

　もしも……。

　彼の中に……まだ雷火君が残っていたとしたら？

　そんな考えがチラリと頭をよぎった瞬しゆん間かん、これまでの記憶が巻き戻もどされる。

　自分はバロールじゃないと叫さけんだ雷火君。

　戦せん闘とう中、唐とう突とつに性格が変わったような口調と態度の変化。

　はじめは銃じゆうで戦っていたのに、性格が変わってからは魔術を使い始めた。

　そして今、彼は銃を構えている。

　戦い方と性格の入れ替かわるタイミングの一いつ致ち。

　嫌いやな予感が膨ふくらむ。

　目の前にいるのは誰だれだ？

　雷火君？

　バロール？

　答えは出ない。

　確かめる時間もない。

　もう少しで『悉く勝利すダーマアヴべき英雄譚アターラ』が、僕の勝利を確定させる。

　そうしたら、彼は死ぬ。

　そもそも今立っていること自体が奇き蹟せきのような傷だ。

　今度は間ま違ちがいなく即そく死しする。

　僕が殺す。

　このままだと、僕が殺す。

　確率は二分の一。

　仇を討つか。

　友達を殺すか。

　どちらの結果になるかは分からない。

　殺してしまえば確かめることもできない。

　どうすれば。

　どうすれば。

　どうするか、もう決めなければならない。

　僕は──




　──絶対に友達だけは殺したくない。




　だから、僕は。

『悉く勝利すダーマアヴべき英雄譚アターラ』を解除した。




　直後、僕は頭をガツンと殴なぐられたような衝しよう撃げきを受け、そのまま地面に倒たおれた。
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「──んぱい！　雷火先せん輩ぱい！」

　マリアの声が聞こえる。

　戦闘中、避ひ難なんしていた彼女が駆かけ寄ってきたのだろう。

　だが俺はそちらを振ふり向かず、ヨロヨロと、地面に倒れたレオンの許もとへ歩み寄った。

「……」

　俺はほとんど力ちから尽つきるようにレオンの傍かたわらに膝ひざをつく。

　倒れた彼の顔は反対側を向いていて、その表情は見えない。

　ただ側頭部が弾はじけ、顔半分がドロッと血に塗まみれている。

　銃を捨て、左手を伸のばそうとして……できなかった。

　そこへマリアが現れ、俺の体を支えるように抱だきついてくる。

「雷火先輩！　しっかりしてください！　私の声が聞こえますか？」

「……マリア」

「ああ、よかった！」

　マリアは涙なみだ声ごえで答える。

「早くっ、私が癒いやしますから傷を……！　キャア！　み、右手がこんなに……!?」

「……」

　マリアの慌あわてる声を、俺はボンヤリと聞き流していた。

　彼女は素す晴ばらしい癒やし手だが、俺を五体満足に治せるかどうかは三割くらいだろう。

　だが、そんなことはどうでもいいほど疲つかれていた。

　何もする気になれなかった。

　勝利の余よ韻いんなどもちろんない。

「何でだ……」

　頭に浮かぶのは、たったひとつの疑問。

「何で……レオン……」

　あの時、『レガリア』の発動を途と中ちゆうで止めた？

　あれさえなければ、勝っていたのは彼なのに。

　こうして死体を見下ろされていたのは、俺だったはずなのに。

　どうして……。

「ら、い……火、、君」

「!?」

　その声にハッとして目を見開く。

　そっぽを向いていたレオンが、いつの間にか顔をこちらに向け、心配そうな目で俺を見ていた。

「マリア！　早くレオンの治ち療りようを！」

「雷火先輩が先です！」

「俺のことなんかどうでもいい！　レオンが、レオンが！」

　俺は嫌がるマリアの手を無理やりレオンの方へ引っ張る。

　早くしないと彼が死んでしまう！

「ねぇ……」

　こちらのやり取りを気に留めている様子もなく、彼は俺に話しかけてくる。

「どうした、レオン？」

「きみ、は、、、本当の雷、か君……なの、かい？」

「……！」

　俺は必死に頷うなずく。

　涙が出るほど嬉うれしかった。

　レオンは、分かってくれたんだ。俺が本物であると。

　だが、しかし。

　次のひと言で──

「よかっ、た……友達を、殺さなくて……」

「───」

　──俺の血は再び凍こおりつき、心は地の底に叩たたきつけられ、潰つぶれた。

　それが……。

　それが…………『レガリア』を止めた理由？

　俺が、友達かもしれないと思ったから？

　そうだ……。

　何を都合よく考えてる。

　レオンの立場で、俺が神仙雷火なのか、それともバロールなのか、確かめる術すべはない。

　ただ彼は選んだのだ。

　もしかしたら俺は神仙雷火のままなのかもしれない。

　あるいは、まだ神仙雷火の人格が残っているのかもしれない。

　俺は仇かたきかもしれないし、友達かもしれない。

　彼はその両方の可能性を天てん秤びんにかけ。

　友達かもしれない俺を殺さないために……『レガリア』を止めた。

「あ、ア……」

　潰れた心が、慟どう哭こくする。

「うあああああああああああああああああああ!!」

　俺は絶ぜつ叫きようした。

　隣となりでマリアが何かを言ったが、自分の声で聞こえなかった。

「あああああああああああああああああああ!!」

　何が。

　何が〝同じ〟だ！

　どこが同じだ!?

　俺とレオンは同じ〝復ふく讐しゆう者〟だって!?

　違ちがう!!

　俺は復讐のために友達を殺すことを選んだ。

　彼は復讐よりも友達を生かすことを選んだ。

　彼は本物のヒーローだ。

　悪よりも、正義を。

　闇やみよりも、光を選べる人間だ。

　俺のような屑くずとは違う。違う。違う。

　やはり俺が死ぬべきだったんだ。

　彼が生き残るべきだった。

「雷火、君」

「……っ」

　レオンに呼ばれ、俺は顔を上げた。

　彼は、俺の体に手で触ふれる。

　その手から蓮れん華げが生まれ、俺の体に根付いた。

　彼は千切れかけの俺の右手にも蓮華を与あたえた。

　温かい。

　傷が癒えていくのが分かる。

　レオンは、それを見て微笑ほほえむ。

　そして。

「ごめん、、、生きて…………」

　そう呟つぶやいた瞬しゆん間かん──彼の手は力を失った。

「…………レオン？」

　俺の呼びかけに、レオンは答えてくれない。

「なん、で」

『──アホか。脳みそ半分吹ふき飛んで、今まで生きてた方が奇き蹟せきだろうが』

　俺の呆ぼう然ぜんとした呟きに、バロールが低い声で答える。

『──そいつはとっくに〝死んでる〟。ヴィシュヌの自己修復スキルは驚きよう異い的だったが、それも死人を生き返らせる能力じゃなかったってことだ』

「……」

　全身が冷えていくのが分かった。

　バロールの物言いに腹を立てることすらできない。

　なぜ自分が死体でないのか不思議なくらいだ。

　いや、その理由は分かっている。

　レオンが生かしてくれたからだ。

　彼の意志と、奇蹟が、俺の五体を生かした。

　その代わりに、彼が死んだ。

　彼自身が生きたいと願えば。

　その奇蹟を俺ではなく自分のために使えば。

　きっと彼が生き残ったのに。

　死の寸前までレオン・ブレイドブライトはヒーローだった。

　友達想おもいの、誰だれよりもやさしいヒーロー。

　俺が、殺した。

「……」

　声も嗄かれ果て、涙さえ冷え切った。

　途と端たんに、ぐらりと体が傾かしいだ。

　マリアが慌てて俺の肩かたを支える。

「傷が治っても血を流しすぎです。早く病院に……っ」

　その時、不意にマリアの声が途切れた。

　それから急に彼女は倒たおれ、俺も支えを失って倒れる。

「マリア？」

　返事はない。

　気絶しているようだ。

　しかし、急にどうして？

　その答えは、すぐに俺の目の前に現れた。




「ハーイ、ら・い・か」




　その声に、俺は視線を下にさげる。

　仰あお向むけに倒れた俺の足あし許もと側。

　そこには笑顔の涙々が立っていた。

「涙々……何で……」

「あれ、まだ気づかない？　そっかー、さすがの雷火も今は頭が回らないのね」

「……？」

　涙々の言っている意味が分からない。

　だが、ここにはどうやら俺たちしかいない。

　だとしたら……マリアを気絶させたのは……涙々？

「あはっ」

　涙々は嬉しそうに笑うと、俺にのしかかるように四よつん這ばいになった。

「あのさぁ、雷火は何でこんなことになったと思う？」

「こんなこと？」

「気にならない？　誰がどうしてレオンに真実を告げたのか？」

「───」

　その物言いで、ようやく悟さとった。

　レオンがどうして俺の中にバロールがいると気づいたのか？

　彼が自分で気づいたのではない。

　涙々が──フレイヤが、彼に告げ口をしたのだ。

「フレイヤ！」

　殺す。

　殺してやる。

　激しい殺意が全身を支配する。

　しかし、マリアの言う通り俺は血を失いすぎていた。

　傷は治っても、体が動かない。

　そんな俺の状態が分かっているのか、フレイヤは艶えん然ぜんと微笑む。

　彼女の恍こう惚こつとした目が、俺の目を覗のぞき込んだ。

　瞬間。

「ッ!?」

　急に体が熱くなる。

　魅み了りようの催さい眠みん。

　以前にもかけられたことがある。

　俺の意志を無視して、全身が昂たかぶり、熱を帯びていく。

「ふふっ」

「───」

　フレイヤの唇くちびるが俺のそれに押しつけられた。

　これも、二度目。

　あの時と同じやり口。

　コイツが俺に何をしようとしているのかも明白だった。

　唇が離はなれ、唾だ液えきが糸を引く。

「……ッ」

「ふふっ」

　フレイヤはそのまま舌を俺の胸むな板いたに這はわせた。

　破れた服の隙すき間まから舌を差し入れ、ぬるぬると動かす。

　同時に彼女の胸が押しつけられ、やわらかい官能を俺に与えた。

　魅了にかけられた俺は、どうしても体の昂ぶりを抑おさえることができない。

　フレイヤは全身を使って俺の全身を愛あい撫ぶする。

　彼女の視線。

　彼女の微笑み。

　彼女の吐と息いき。

　彼女の舌。

　彼女の手。

　彼女の指。

　彼女の胸。

　彼女の太もも。

　北ほく欧おう神話で最も淫みだらな女め神がみの本領なのか、彼女の体の何もかもが官能的で、淫いん靡びの極きよく致ちだった。

　そして。

　フレイヤの手が、俺の下腹部に伸のびる。

「……ヤメ、、ロッ！」

「いーや」

　フレイヤはおもしろがるように拒きよ否ひ。

　彼女の手が、俺の下半身を撫なでる。

　弄もてあそぶように。

「だって、ずっとずっと我が慢まんしてたのよ。自じ慰いすらしないで、ずっとあなたたちを見てたの……もう我慢なんてできないわ！」

　どこまでも自分勝手な言い分。

　怒いかりのあまり視界が一いつ瞬しゆん真っ白になる。

　だが指一本動かせない。

　女神の淫技に抗あらがえない。

「嗚あ呼あ、凄すごい。逞たくましいわ、雷火」

「……ッ！」

　魅了の催眠のせいか。

　あるいは一度死に瀕ひんした雄おすの本能なのか。

　俺の体は、俺の意思を無視して、生存本能のままに猛たけっていく。

「もっと気持ちよくしてあげる」

　フレイヤの艶つやのある声が鼓こ膜まくを震ふるわせる。

　その声を聞くだけで体中の産うぶ毛げが逆立った。

　熱病に浮うかされたように全身が発はつ汗かんし、体温が上がる。

　その汗あせを、彼女の舌が丹たん念ねんに舐なめ取り。

　彼女の涎よだれが俺の胸や腹に塗ぬり込まれる。

「ああ、熱い」

　フレイヤは馬乗りのまま、いったん俺から体を離す。

　それから自分の制服を引きちぎるように脱ぬぎ捨てる。

　下着も剝はぎ取り、胸を露ろ出しゆつさせる。

　鹿しし金がね涙々の生の乳ち房ぶさが露あらわになる。

　その先せん端たんはフレイヤの興奮を代弁するように尖とがり、硬かたくなっていた。

「前ぜん戯ぎだけでこんなに昂ぶるのは久しぶり」

　火ほ照てった顔で俺を見下ろし、フレイヤは言う。

「貴方あなたみたいな雄おとこに初めてを捧げられることに、この体も悦よろこんでいるのね」

『──ウヒヒヒ、こいつぁいいなァ！　最高だ！』

　俺と感覚を共有しているバロールはこの状じよう況きようを心底愉たのしんでいる。

　肉体を陵りよう辱じよくされ。

　精神を侮ぶ辱じよくされ。

　あまりにも惨みじめすぎる。

　ここまで好き勝手に蹂じゆう躙りんされて。

　なのになぜ俺は……神クズどもに抗えないのか。

「雷火。どうしたの？　そんなに耐たえて」

　フレイヤは上半身を折り曲げ、俺に顔を近づける。

　彼女の吐息が頰ほおにかかり、ハリのある胸が胸板の上で押おし潰つぶされた。

「気持ちよくないの？　そんなことないわよね。戦いのあとの男の子は、みんなケダモノのように猛っているものだもの」

「フレイヤ……」

[image: ]

「ん？」

「なぜ、こんなことを……」

「アハハッ、なぜって？」

「……」

「前にも言ったでしょう、英えい雄ゆうには試練が必要なのよ」

　フレイヤは、そんなの当たり前よ、という風に答えた。

「本物の英雄にはね、魂たましいの錬れん磨まが必要なの」

「魂の、錬磨？」

「そう。それこそ宝石を磨みがくみたいに、試練で英雄を試ためして、その魂を磨くの。そして試練はより困難で、より悲劇的である方がいいわ！」

　フレイヤは扇せん情じよう的な声で、叫さけぶように告げる。

「英雄はね、悲劇的に生きて、悲劇的に死ぬのが最上の結末なの。そういう男の子が、私は一番好きで、欲よく情じようしちゃう」

「……そんな」

　そんなことのために。

　そんなことのために……俺は、レオンは……！

「さあっ、さあ雷火！　私とひとつになりましょう！」

「……！」

　俺は全身の神経が焼き切れる音を聞いた。

　脳のリミッターをはずす。

　抗いがたい魅了の快感を無理やり引き剝がし。

　俺は両手を伸ばし、フレイヤの細い首を摑つかんだ。

「アッ」

　体勢が逆転し、今度は俺が彼女に馬乗りになる。

　そのまま首を絞しめる。

「アッ、イッ……」

　フレイヤは抵てい抗こうしなかった。

　この期ごに及およんでも気持ちよさそうに──むしろ、恍惚とした表情で、俺にされるがまま首を絞められている。

　俺がその気になれば、彼女はこのまま絞め殺されるだろう。

　フレイヤを殺せる。

「レオン……ッ！」

　俺は友達の名前を呟つぶやき、さらに手に力を込こめる。

　彼の仇かたきが討うてる。

　そう思った。

　だが、その時彼の声が頭をよぎった。

　──よかっ、た……友達を、殺さなくて……。

「ッ!?」

　俺は思わず首から手を離し、そのままフレイヤから距きよ離りを取った。

「あ、ンッ……」

　フレイヤは口くちの端はしからヨダレを垂らしたまま、グッタリと横たわった。

　その胸は上下していて、彼女が生きていることを告げている。

『──なんだ、殺さないのか？』

　バロールが愉ゆ快かいそうに訊きいてくる。

『──レオンは殺せて、フレイヤは殺せないか？』

「うるさいッッッ！」

　俺は叫び、両手で顔を覆おおう。

　俺はフレイヤと鹿金涙々がいつ入れ替かわったのか知らない。

　だから、もしかしたら……俺が最初に友達になったのは本物の鹿金涙々かもしれない。

　レオンは、もしかしたらという理由で、友達俺を殺さなかった。

　そんな彼に生かされた俺が、もしかしたらという可能性を無視して、涙々フレイヤを殺すなんて……それは、レオンの正義の行いに泥どろを塗るのと同じだ。

　だから、俺も涙々を殺せない。

　そうして、俺が絶望していた、その時──




　──北の方角で、目も眩くらむような巨きよ大だいな光と光が炸さく裂れつした。
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　──再び時は遡さかのぼる。




　北区自然公園。

　一面広い芝しば生ふに覆われた公園は、スッカリ穴だらけになっていた。

「噴ふんッ！」

　己オレ──スサノオの一いち撃げきをケツァルコアトルが躱かわす。

　ボコンッ!!

　空振った渾こん身しんの振ふり下ろしは、そのまま大地に穴を穿うがつ。

「ッ！」

　敵の躱した方向へ向けて、横よこ薙なぎに天あめの羽は々ば斬きりを振るう。

　ケツァルコアトルは戈ほこでそれを受け──切れず、何メートルか後方へ吹ふき飛ばされる。

（たいした奴やつだ。戈を折らぬとは）

　並の相手なら戈ごと両断している。

　とはいえ、荒あら神がみのスキルを発動して以降、奴は攻こう勢せいに転じられていない。

　敵は防戦一方。

　時折、奴の反撃が頰や肌はだを掠かするが、物の数ではない。

　必ず奴をこの手で仕留め──




　──ガクンッ




「!?」

　不意に、膝ひざから力が抜ぬけた。

　その隙すきに、突つき込まれる戈。

「くっ！」

　己オレは慌あわてて剣つるぎの腹で受け、咄とつ嗟さにその場から飛び退すさる。

　だが、やはり全身から力が抜ける感覚があった。

「莫ば迦かな、己オレに毒など……！」

　地じ枯がらしの神性も併あわせ持つ己オレこそが最大の猛もう毒どくだ。

　その己オレに、毒など効くはずがない。

　なら、これはまさか。

　己オレの神性そのものが侵おかされている……？

「キサマ……同族殺しか」

「……」

　ケツァルコアトルは答えない。

　だが、その無言こそが肯こう定ていだった。

　同族殺し、即すなわち、神殺し。

　神でありながら神を殺した経歴を持つ者。

　それが奴の特性なのだろう。

（抜かった……頭に血が昇のぼりすぎたか）

　まあ、元より掠り傷を気にする性た質ちでもない。

　冷静だったらどうだという話だが。

「神を殺し、人を憎にくむか、ケツァルコアトル」

「そレがどうした？」

「ならお前は何を望むというのだ？」

　古今東西の神話は、神と人の物語だ。

　両者は分かちがたく結びつき、物語はなしを紡つむぐ。

　だがケツァルコアトルはその両方を否定している。

　どちらの側にも立たない者が、いったい何のために戦うというのか？

「我が望みはただひとツ」

　ケツァルコアトルは戈の穂ほ先さきを天へと翳かざす。

「今世の滅めつ亡ぼう──そして、我が新たな世界を創世すル」

「なっ……」

　己オレは絶句し、言葉を失う。

　だが、すぐに納なつ得とくする。

　奴は創造神にして破は壊かい神。

　もし今世が気に入らぬ世界であるなら。

　その世界を破壊し、新たに創つくり直すなど当然の発想だ。

　その時、不意に空が明るくなった。

　奴の戈の穂先が示す空に現れたのは。

　日輪。

　太陽。

　夜時間に見ることのないはずの天の輝かがやき。

「……フッ」

　己オレは皮肉げに口くち許もとを歪ゆがめる。

　高たか天まが原はらから己オレを追い出した天照大神姉上も太陽の神格だ。

　どうやら己オレはトコトン太陽に嫌きらわれているらしい。

　あれを墜おとされたら、いくら己オレでもひとたまりもないだろう。

　しかし、この体では到とう底ていあれを避よけることは……。

　今にも奴が己オレにトドメを刺さそうとした時。

「ハアァ！」

「!?」

　不意の乱入者が、大剣を振り上げてケツァルコアトルに突とつ撃げきしていった。

　あの銀ぎん髪ぱつと銀甲かつ冑ちゆうには見覚えがある。

　雷火と常に一いつ緒しよにいる西洋剣けん士し。

「ブリュンヒルデ！」

「ゆえあって加勢する！」

　ブリュンヒルデは躊ちゆう躇ちよなくケツァルコアトルに挑いどみかかる。

「……」

　ケツァルコアトルは冷静に戈で大剣をいなし、反撃する。

「そいつの攻こう撃げきを絶対にもらうな！　奴は同族殺しの権能を持つ、掠り傷でも神格を破壊されるぞ！」

「何!?」

　ブリュンヒルデは上う手まく戈を避ける。

　彼女は一いつ瞬しゆん、己オレの傍そばまで退さがりながら。

「……あなたほどの剣士がやられたのも、奴に神格を傷つけられたからか？」

「そのようだ。ザマァない」

「……了りよう解かいした！」

　ブリュンヒルデは頷うなずき、再度突撃を仕し掛かける。

　己オレの言葉を聞き、ケツァルコアトルとの接近戦が危あやういのは理解しただろう。

　だが、攻せめ続けなければならない。

　原因は、中天に煌こう々こうと輝く神じん工こう太たい陽よう。

　こちらが隙を与あたえれば、奴はすぐにでも太陽を墜とし、ここら一帯を焼き払はらうだろう。

　そうはさせないために、ブリュンヒルデは攻め続ける。

「……チィッ」

　ケツァルコアトルは苛いら立だたしげに舌打ちした。

　戈が唸うなり、ブリュンヒルデを襲おそう。

「……ッ」

　掠ることすら赦ゆるさない攻撃を、ブリュンヒルデは慎しん重ちように躱す。

　その戦い方は、ヒドくやりにくそうだ。

　しかし、彼女にはそうしなければならない理由がある。

　なにしろ日本神話の三みはしら貴のうず子のみこである己オレですらこのザマなのだ。

　推測になるが、おそらくブリュンヒルデの神格は低い。

　もし彼女があの戈の攻撃を受けてしまったら。

　あるいはただの掠り傷ですら致命の一撃になりかねない。

「くっ……」

　加勢したいが、脚あしが言うことを聞かなかった。

　傷から神気が漏もれていくのが分かる。

「……」

　己オレは目を閉じる。

　それから、一度だけ深く息を吸って、目を開けた。

　天あめの羽は々ば斬きりで天を斬きり裂さき、門を開く。

「我が神武の証あかしを奉たてまつる！」

　殊こと更さらの大だい音おん声じようで以もつて、己オレは高天原から天叢雲剣アメノムラクモを召しよう喚かんする。

　当然、その声に戦っている二柱ふたりも気づいた。

「グオオオオ！」

　ケツァルコアトルはこの剣つるぎの危険性に気づき、一刻も早く己オレを排はい除じよしようと吼ほえた。

　当然その苛か烈れつな攻めはブリュンヒルデへと向かう。

「グッ、うっ！」

「ブリュンヒルデ！　お前は今すぐ退ひけ！」

「な、何!?」

「この場は己オレが引き受けた」

　己オレは天あめの羽は々ば斬きりを地面に突き刺し、代わりに天叢雲剣アメノムラクモを構えながら、言う。

「ここにいては巻き込まれる。早く逃にげろ」

「し、しかし！」

　ブリュンヒルデは抵てい抗こうするような声こわ音ねで叫さけぶ。

　が──急にその場で踵きびすを返す。

「なっ!?　これは、まさかアイツの命令が!?」

　まるで自分の脚が自分の物でないかのように、ブリュンヒルデは驚おどろきの声を上げた。

　だが本人の感情は置き去りにしたまま、彼女は実に素す早ばやくこの場からの離り脱だつを果たしていく。

　なぜそうなったのかは分からないが、己オレにとっては有あり難がたい。

「……お前まで死なせては雷火に申し訳が立たんよ」

　もはやこれで憂うれいはない。

「さあ、こちらも決着をつけようか」

「……」

　己オレとケツァルコアトルは距きよ離りを置いて対たい峙じする。

　天叢雲剣アメノムラクモと神じん工こう太たい陽よう。

　白と赤。

　両者の輝きはさらに強まり、その他の色を世界から排除する。

　周囲一帯の温度が急きゆう上じよう昇しようしていく。

　次第に、己オレの制服や、公園の芝しば生ふや木々が発火し始めた。

　そして。

「───」

「───」

　己オレたちは互たがいに武器を振ふり下ろした。




「天地をアメノ覇するムラ神皇剣クモ」

「原初にしてセーア終焉の大焰火カトル」
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　それは、世界が滅ほろぶかと思うような轟ごう音おんと衝しよう撃げきだった。

「……!?」

　もはや動くことすら億おつ劫くうだったが、さすがに看過できず、俺たちは光が炸さく裂れつした方向──北区へと向かった。

　爆ばく心しん地ちと思われる場所に辿たどり着くと。

「何だこれは……」

　ここには北区自然公園があったはずだ。

　だが今は、巨きよ大だいな穴が穿うがたれ、ここで起きた破壊の凄すさまじさを物語っている。

　よほどの熱量が発生したためか、地面は焼け、煙けむりが上がっている。

　わずかに残った木々は残らず炭化し、周囲では火災が発生していた。

　天地をアメノ覇するムラ神皇剣クモは純じゆん粋すいな破壊の力だ。

　あの光は触ふれたものを文字通り跡あと形かたもなく消す。

　なら、この火災はケツァルコアトルの『レガリア』の影えい響きようか。

　ふたつの『レガリア』が激げき突とつして、こうなったと……。

「うわっ、あっつ～い」

　鷹たかの羽は衣ごろもを纏まとった涙々が額の汗あせを拭ぬぐう。

　彼女の背ではマリアが眠ねむっていた。ここまで運ばせたのだ。

「……キサマはそこで待っていろ」

「言われなくても中心になんて行きたくないわよ」

　中心。

　即すなわち、この破壊の本当の爆心地。

　今は地面から立ちのぼる蒸気で何も見えない。

　そこで何が待っているのかは分からない。

　だが、おそらくよい結末は待っていないだろう。

「……」

　それでも俺は前へ踏ふみ出した。

　この先に何が待っていたとしても。

　今いま更さら、立ち止まれない。

　そんなことは赦されない。

　そういう想おもいが、たぶん、俺の中にはあった。

「神仙雷火！」

　その俺の背に、声をかけてくる者がいた。

「ブリュンヒルデ……無事だったか」

　どうやら事前に与えておいた魔ま眼がんの命令は無む駄だにならなかったようだ。

「あ、ああ……」

　ブリュンヒルデは振り返った俺の顔を見て、狼狽うろたえるように頷いた。

「何があった……神仙雷火」

　俺はその問いに答えず。

「それはこちらのセリフだ。ここで何があった？」

「そ、それは……」

　逆に問い返され、ブリュンヒルデは声を詰つまらせる。

「……さっき、スサノオがここで」

「いや、やはり言わなくていい」

「？」

「自分の目で確かめる」

「あっ、神仙雷火！」

　俺は三人を置いてクレーターの中心へと降りていった。

『──ウヒヒヒ』

　バロールの厭いやな笑い声だけが頭に響ひびく。

　何がそんなに愉たのしいのか？

　いや、単なる思い出し笑いか？

「……」

　俺は坂を下る。

　やがて、俺はそこに辿り着いた。

「スサノオ」

「……」

　返事はない。

　スサノオは、地面に突つき刺さした天あめの羽は々ば斬きりにもたれかかるようにして、直立不動のまま立っていた。

　不思議なことに、その肌はだには火傷やけどの跡あとすらない。

「火ひ伏ぶせの剣の加護か」

　天あめの羽は々ば斬きりには魔を払はらう力がある。

　だが、火伏せの名の通り、火の災わざわいから身を護まもる効果もあるのだ。

　その時、グラリと彼女の体が傾かしぐ。

「！」

　俺は慌あわてて、その体を抱だき留とめた。

　すると。

「……ぁ」

　彼女は、薄うつすらとだがまぶたを開いた。

「スサノオ!?」

　生きていたのかと俺は驚き、思わず声をかける。

　が。

「ボク、は……」

　と、彼女は焦しよう点てんの合わない目で何かを言いかけ、再び気を失った。

「……ボク？」

　スサノオはそんな一いち人にん称しよう使わない。

　それに今の弱々しい声は、まるで。

「まさか……櫛鉈姫子、か？」

『──アー、かもな』

　俺の呟つぶやきに、バロールが同意する。

　何の根こん拠きよもない。

　だが、スサノオは俺との約束を守った。

　それだけが唯ゆい一いつ、この場において確かなことのように思えた。

「～～～」

　俺は姫子を抱きかかえたまま天を仰あおぐ。

　もう、本当に、何もかもがグシャグシャだ。

　何をどうすればいいのか。

　何を……どう思えばいいのか。

　分からない。

　分からない。

　分からない分からない分からない。

「────」

　俺は絡からまった感情を吐はき出すためだけに、声にもならない絶ぜつ叫きようを上げた。








エピローグ









　俺たちは気を失った姫ひめ子こを保護し、戦場をあとにした。

　姫子はひとまず俺の部屋に匿かくまうことにして、そのほかは解散させた。

　さすがの俺も、限界が近かった。

　少しひとりになりたかった。

　俺は姫子を自分のベッドに寝ねかせ、その脇わきに椅い子すを持ってきて彼女を看病した。

「……」

　心を無にするように今後のことを思考し、俺は時間が過ぎるに任せた。

　気絶した彼女が俺の部屋のベッドで目を覚ましたのは、水平線から朝あさ陽ひが顔を覗のぞかせた頃ころ合あいになってからだった。

「あ……」

　起きた直後──姫子は涙なみだを流した。

「お姉、ちゃ、、、」

　その涙声を聞き、俺は開きかけた口を閉じる。

「……」

　シャロ先せん輩ぱいもブリュンヒルデに肉体を奪うばわれている間、薄らとだが自意識があった。

　彼女もまた同じように朧おぼろ気げに覚えていたのだ。

　姉の死を。

「あ、ああ、、」

「……姫子」

　止め処どなく泣き続ける姫子を見かねて、俺は声をかけた。

　櫛くし鉈なだ先輩を助けられなかったのは俺だ。

　姫子になら何をされても構わないと思っていた。

　すでにズタズタの心を、さらに切り裂さかれても本望に思えた。

　しかし。

「あ、、、らい、か……！」

「！」

　姫子は、縋すがりつくように俺に抱きついてきた。

　彼女の制服はボロボロだったので、俺の着せたワイシャツ一枚だけだ。

　わずか布一枚越ごしの彼女の体温が胸むな板いたに押しつけられる。

「……俺のことを……覚えてるのか？」

「…………」

　姫子は泣きじゃくりながら頷うなずいた。

　彼女の涙が俺の頰ほおを濡ぬらす。

「……」

　俺は静かに目を閉じる。

　これは……赦ゆるしなのか？

　いや、ただほかに縋る者がいないに過ぎない。

　櫛鉈先輩が妹に依い存ぞんしていたように。

　姫子もまた姉に依存していたのだ。

　その相手を失い、彼女は唯ただ独りになった。

　だから、これは赦しじゃない。

　偶たま々たま近くにいた俺が、彼女の縋る相手になっただけだ。

　ならせめて好きなだけ縋らせよう。

　それ以外の償つぐない方が、今は何も思いつかなかった。

「あぁ……ぅ……」

　姫子は泣いて。

　泣いて。

　泣いた。

　涙が涸かれ果てるまで泣き尽つくして、死んだように力を失った。

　彼女は力なく俺にもたれかかり、小さく鼻をすする。

「らいか」

　蚊かの鳴くような声で、姫子が言う。

「死んだら……お姉ちゃんに会えるかな？」

「……ッ」

　俺は咄とつ嗟さに奥歯を嚙かみ締しめ、叫さけぶのを思い留とどまる。

　櫛鉈先輩を死なせた俺に何が言える……！

　そう思い、己おのれの感情を伏せる。

　だが。

「雷らい火かの眼なら……ボクも、苦しまないで楽に死ねるよね」

　姫子は軽く笑い声を上げる。

　楽になりたい。

　死は、そのための片道切きつ符ぷ。

　彼女はそれを俺に求めている。

「……っ……ッ、……」

　その気持ちは、俺にもイタイほど分かった。

　生きることは苦しい。

　こんな絶望だらけの世界では特に。

　でも……。

　それでも……。

「姫子」

「……？」

　俺は抱きついていた姫子の肩かたを離はなす。

　俺にはそんな資格はないと知りつつ。

　それでも、泣くのを堪こらえながら。

「頼たのむ……頼むから、生きてくれ」

「……何で？」

　姫子は心の底から漏もれた本音の声で、俺に問う。

「お姉ちゃんはもういないのに……何で生きなきゃいけないの？」

「それが櫛鉈先輩の……」

　俺は、そこまで言いかけて思い留まる。

　それが仮に真実だったとしても、ここで櫛鉈先輩の名を出すのは卑ひ怯きようだ。

　これは俺の……我わが儘ままに過ぎないのだから。

「俺が……姫子に生きていて欲しいからだ」

「何で？」

「………………そうでなければ、あまりにツラいから」

　俺は情けなく懇こん願がんする。

　姫子に生きていて欲しいと。

　櫛鉈先輩も、レオンも死んでしまって。

　せめて彼女だけでも生きていてくれないと、心が折れてしまいそうだから。

　手前勝手な願望を彼女に押しつける。

　どうか。

　どうかと。

　無責任に、生きろと言う。

「……」

　姫子はしばらく何も答えなかった。

　だが、不意に──

「……んっ」

「!?」

　──自分の唇くちびるを、俺の口に押しつけてきた。

　あまりに突とつ然ぜんの行こう為いに、俺は目を白黒させる。

「生きろって言うなら責任取って」

「……？」

「ボクを『支配』して」

「！」

　姫子は昏くらい目で俺を見つめてくる。

　今の格好も相まって、その瞳ひとみと表情には、破は滅めつを予感させる危険な色いろ香かがあった。

「ボクの全すべてを雷火が決めて、選んで、生かして」

　姫子は呪のろうように続ける。

「そうでなけりゃ、独りじゃツラくて生きていられない」

「……っ」

　俺は言葉に詰つまる。

　姫子が本気でそう言っているのが分かったから。

　もはやこの世に生きる希望姉はいないから。

　その代わりを、俺にやれと言っている。

　だが……なぜ、こんな俺に頼む…………？

　俺なんかが、櫛鉈先輩の代わりになるとは思えない。

　そう思っていると。

「……魂たましいが混じったからか、スサノオの記き憶おくはボクにも少し残ってる」

「……!?」

「そのせいかもしれないけど、雷火のことを憎からず想う気持ちが、ボクの中にも少しある」

「だが、それは……」

「確かに、それはスサノオの感情。だけど、雷火がお姉ちゃんのためにボクを捜さがしてくれたことも、いちおう知ってる」

[image: ]

「……」

「さあ、選んで」

　姫子は無む慈じ悲ひに告げる。

「その魔ま眼がんでボクを支配するのか、殺すのか」

　迫せまられた二に者しや択たく一いつに、俺はしばし黙もつ考こうする。

　だが答えは最初から出ていた。

　姫子の死を、俺は許容できない。

　なら、こうする以外に……選せん択たく肢しなど、はじめからないのだ。

「……神しん仙ぜん雷火の名において命ず、櫛鉈姫子よ、俺に隷従したがえ」

「うん」

　姫子は頷き、もう一度俺に抱きついた。

　それは親愛の情に満ちていたが、まるで母親に抱きつく赤子か、止まり木を見つけた小鳥のような、そんな抱ほう擁ようだった。

『──ウヒヒヒ、隷従したがわされたのはどっちなんだか』

　無言の俺と姫子の間で、バロールの嘲ちよう笑しようだけがうるさく響ひびき渡わたった。







　改めて姫子を眠ねむらせた俺は、早朝の教室にひとりで来ていた。

　始業時間にはまだ早く、ほかの生徒は誰だれも登校していない。

　部活動もロクにないこの学園では、朝の校舎は殊こと更さら静せい寂じやくに満ちていた。

「……」

　俺は昨日までスサノオが使っていた机を撫なでる。

　まあ、アイツはノートも広げず、ずっと昼ひる寝ねばかりをしていたが。

　その光景も二度と見られないだろう。

『──どうした雷火？』

「別に」

『──スサノオのことでも思い出してたのか？』

「……スサノオは…………」

　俺は口を開く。

「……奴やつは、約束を守ったな」

『──ああ、同族殺し相手によくやったもんだ』

　ケツァルコアトルは神格を直接滅ほろぼす能力を有している。

　オシリスの魂を消したのもそれだろう。

　スサノオもまた同じように滅ぼされた。

　だが、奴は櫛鉈姫子だけは護まもり抜ぬいた。

『──天あめの羽は々ば斬きりで肉体を神じん工こう太たい陽ようの炎ほのおから護り、櫛鉈姫子の魂は己の魂を楯たてに護るとは……考えついてもなかなかできることじゃない』

　バロールにしては珍めずらしく、感心したような口くち振ぶりでスサノオを評した。

「……」

　神が自身の消失も厭いとわず人を護った。

　その事実をどう受け止めればいいのか……俺には分からなかった。

　ただ……スサノオの死が、この胸にぽっかりと穴をあけている。

　穴の底から吹ふく風が、俺の寂せき寥りよう感を煽あおる。

　俺は……神の死と、その喪そう失しつを、

　寂さびしい……と思っているのだろうか？

「……」

　俺はそっと、その胸の穴に蓋ふたをする。

　考えるのをやめ、感情をコントロールする。

　結局、俺は憎ぞう悪おを糧かてにする以外に戦う術すべを持たない愚おろかな人間だ。

　エミリー。

　櫛鉈先輩。

　スサノオ。

　三人の仇かたきであるケツァルコアトル。

　奴は俺の手で必ず斃たおす。

　そして。

「バロール。あとで訊きいておきたいことがある」

『──何だ？』

「『唯ゆい一いつ神しん』について」

　俺がその単語を口にすると、バロールは厭いやらしく嗤わらった。

『──ウヒヒヒ、何だ？　前は興味がないとか言ってなかったか？』

「状じよう況きようが変わった」

　バロールの煽りを俺は相手にしない。

　ただ奥歯を、ギリリ、と嚙かみ締しめる。

「俺は諦あきらめない……この神話代理戦争を勝ち抜き、神々キサマらから全てを奪とり返す」

『──嗚あ呼あ、いい強ごう欲よくだ。お前は本当に俺サマを愉たのしませてくれる！』

　バロールの哄こう笑しようが耳みみ障ざわりに脳に響いた。

　俺がそれに顔を顰しかめていると。




　その時、教室の扉とびらが開く。




「オース、雷火」

「よう、國くに崎さき」

　入ってきたのは國崎小こ次じ郎ろう。

　彼をこんな時間に教室に呼び出したのは、俺だ。

「何だよこんな朝っぱらからー。朝起きて、部屋のドアの下にメモが挟はさんであった時はビックリしたぜ」

「ああ、悪いな。こんな時間に呼び出して」

　俺は軽く笑う。

「それで？　わざわざ呼び出して何の用だよ？」

「そうだな……実は相談があるんだ」

「相談？」

「ああ」

　俺は笑え顔がおを貼はり付けたまま、頷うなずく。

「実は、どうしても殺してやりたい神様がいるんだ」

「は？」

　國崎はキョトンとした顔で口を開いた。

　俺は構わず続ける。

「そいつの名はケツァルコアトル。神殺しの権能に、造物主のスキルを用いた規格外の器、それに加えて神工太陽まで操る強大な神格だ。斃すには戦力を揃える必要がある」

「おいおい、急に何言ってるんだよ、おかしくなったのか？」

　クラスメイト相手にいきなり神を殺す算段。

　確かに、端はたから見たら気が狂くるったようにしか見えない。

　だが俺は、薄うつすら笑みを浮うかべたまま……冷ややかな目で、國崎を見つめた。

「茶番はもういいだろ。俺に手を貸せ國崎、いや──」

　俺は、言う。

　最後の日常を終わらせる言葉を。

「──ギリシャ神話の太陽神、アポロン」


─了─










あとがき









　──この度も『いづれ神話の放ラ課グ後ナ戦ロ争ク』第４巻を手に取っていただき、誠にありがとうございます。今回のあとがきもネタバレ満まん載さいですので、くれぐれもお気をつけを……。

（エミリー：以降『エ』）「待てコラ作者アアアアァ！」

　──はい？

（エ）「はい、じゃない！　何だこの４巻での余よの扱あつかいは!?」

（雷らい火か：以降『雷』）「ちゃんと出てるだろうが」

（エ）「寝ねたきりだろうが！　ひとっ言も喋しやべってないぞ今回!?」

（天てん華か：以降『天』）「ファンレター来なかったかー。残念エミリーちゃん」

　──いえ、有あり難がたいことにファンレターはいただきました。

　──こちら何度も読み返させていただくことで、４巻を書く上で非常に大きなエネルギーとなりました。送ってくださった方々、誠にありがとうございます。

（エ）「待て待て待て。そのファンレターは余の復活を祈き願がんしての物であろう！　なのに何だこの扱いは!?」

　──初期構想では３巻で完全退場の予定だったので、これでもいちおう扱いは向上していたりします。

（エ）「ぐぬぬぬ」

（雷）「やはりキサマはこのあとがき空間の主あるじになるしかないな」

（天）「よっ！　このあとがきの女王！」

（エ）「喧けん嘩かか？　喧嘩を売っておるのかこのクソ兄妹きようだい。今なら買い叩たたいてやるぞ？」

（シャルロッテ：以降『シャ』）「け、喧嘩はダメだよ～」

（涙るい々るい：以降『涙』）「そうそう、喧嘩なんかよりイイコトしましょ？」

（エ）「ぬわっ!?　な、何をするキサマ!?」

（涙）「いやぁ、本編で消化不良だったから昂たかぶっちゃって。それに前々からエミリーはイジメ甲か斐いがあるなーと」

（エ）「ふざけ…（雷）「死ねえぇええええええええ！」

（涙・エ）「「キャアアアアア」」

（シャ）「ちょっ!?　雷火くん!?」

（雷）「離はなしてください先せん輩ぱい！　コイツだけは一度ブッ殺さないと気が済みません！」

（シャ）「本編で必死に堪こらえてた雷火くんはどこいっちゃったの!?」

（雷）「ここはあとがきなので殺してもノーカンです！」

（シャ）「意味が分からないよ!?」

（天）「冷静なお兄ちゃんですら壊こわれるなんて、あとがき空間は恐おそろしいね～」

（エ）「うぐぐ……完全に余はとばっちりではないか」

（天）「ほらほらエミリーちゃん。あとがきの女王として締しめをヨロシク！」

（エ）「誰だれがあとがきの女王だ……いや、もういい」

（エ）「えー、こほん。イラストレーターのよう太た様、此こ度たびも美び麗れいなるイラストの数々御おん礼れいの言葉もない。さらに担当様に編集長様、デザイナー様に営業様、流通様に書店員様々方、この本が諸もと人びとの手に届くことにいつもご協力いただき感謝する。そして読者の方々、今巻ではこのような処しよ遇ぐうになってしまったが、余はいづれ必ず復活を遂とげるであろう。その日が来るまでどうか応おう援えん願う。今巻もお読みいただき、有難ありがとう」

（天）「謝辞も堂に入ってきたね、やっぱりあとがきの女王にふさわし……」

（エ）「喧やかましい」

　──ここまでお付き合いいただきありがとうございます。ではまたいづれどこかで！


２０１６年６月某ぼう日じつ　なめこ印じるし
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─魔ま眼がんの王おうと哀あい神しん剣けん舞ぶ─
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